
        
            
                
            
        

    
























			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。

		

	
目次





			第一章　剣道部の危機と救世主？

			第二章　可愛いなんて言わないで

			第三章　格好悪い先輩じゃイヤ

			第四章　奴隷やめる？　それとも続ける？

			エピローグ　部長とご主人様、どっちが偉い？

		

	










			第一章　剣道部の危機と救世主？

			


			　通学時間の電車がカーブで揺れる。ドア付近に立っていた柄つか原はら柑かん奈なの姿勢も大きく崩れ、背負っていた荷物を後ろにいた人にぶつけてしまった。そのせいで、同じ女子校の制服を着た生徒が、小さく「きゃっ」と声を上げる。

			「すっ……すいませんっ」

			　柑奈は声がした方に首だけ向けた。本当は即座に荷物を降ろして振り返るべきなんだろうけど、手にも細長い物を持っているし、慌てて動いたら他の人にも迷惑をかけそうで、とりあえずの謝罪になってしまった。

			「大丈夫です」

			　その長い黒髪の女生徒は、長い睫毛まつげを静かに伏せた。彼女の対応があまりに冷静だったので、柑奈は逆に恥ずかしくなってしまう。通勤通学で込み合う電車で大荷物を背負ったままなのは、マナー違反だったかもしれない。

			「はぅー……」

			　小さく息を吐きながら荷物を床に降ろしていると、さっきの黒髪少女と、その友達らしい別の娘との会話が背後から聞こえてきた。

			「ねぇ怜れい那な。あの娘、すっごい大荷物だね」

			「あれは剣道具よ、真ま桜お。手に持っている細長いのは竹刀袋のようだし、きっと剣道部なんでしょう。運動部にしては小柄だけれど……」

			　優等生風の黒髪少女と、ギャルっぽい茶髪少女が親友のように仲良く並んでいるのがちょっと不思議な感じ。

			（それより、私の事を噂するなら、もう少し小さい声でお願いしたいなぁ）

			　柑奈本人が目の前にいるのに、普通の声で話しているから丸聞こえだ。悪口じゃないとはいえ、知らない人たちに話題にされるのは居心地が悪い。

			　そしてついでに、彼女たちのお察しの通り、柑奈は剣道部だった。

			　春休みの間に防具を虫干しするつもりだったのに、ついうっかり忘れてしまった。その後は雨模様が続き、二週目でやっと土日が快晴になったので、めでたく持ち帰る事ができた。そんな感じなので、普段は学園内の道場に置きっぱなし。あと持ち出す機会といえば大会の時くらい。おかげでその都度道具袋の大きさを忘れ、たまに運べばこのザマだ。

			　ひと昔前は、布や帆布の防具袋の紐に竹刀を通して担ぐというスタイルしかなかったようだけど、今はキャリーバッグのように引っ張り歩いたりするタイプもある。その中で、柑奈はリュックタイプ。身長が百五十センチしかないので、後ろから見るとバッグに脚が生えているようだと、先輩によく言われる。

			（他の人に迷惑かけちゃったなぁ……。もっと足腰鍛えないと！）

			　部活とはいえ、いっぱしの剣士を目指している柑奈としては大きな失態。学園の剣道部に所属して丸一年。なのに、防具を運び慣れていないのも恥ずかしい。

			　静かに溜息を吐き、両手ですがるように手すりを掴む。電車の中で荷物が人に当たるなんて、特別珍しい話じゃない。相手もすでに忘れたように友達とお喋りしている。

			（普通なら、それほど気にする事じゃないんだろうけど……）

			　柑奈が自分の行動を過剰に気にかけるのには、理由があった。単純に、恥ずかしくない振る舞いをしたいというのが、まずひとつ。そしてもうひとつは。

			　チラリと、進行方向を見る。その視線の先、ひとつ前のドア付近に、やはり同じ学園の女生徒が、四人ほどたむろしている。その中で、上下に揺れるピンクのリボン。持ち主の少女が、柑奈と目が合った瞬間、慌てた様子で手元のスマホに目を落とす。
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			（やっぱり……。また私を見てた）

			　新学期になってから、柑奈は電車の中でしばしば視線を感じていた。その正体が彼女だと分かったのは、十日ほど前。最初は勘違いかと思ったけれど、わざと視線を逸らしつつ横目で観察すると、必ず柑奈を見ている。

			（三月までは見かけなかったから……一年生かな）

			　あのグループを頻繁に見かけるようになったのは今月からなので、多分そう。

			（何か用があるのかな。だったら話しかけてくれてもよさそうだけど……。それとも私、自分の気がつかないところで、あの娘の恨みを買ったとか？）

			　あれこれ考えるけど、ただの思い過ごしかもしれないのに確認もできない。おかげで柑奈は毎朝、彼女の視線を意識して、緊張を伴う通学時間を強いられていた。そうなれば、目立ったり恥ずかしい思いをしたりするような行動は、可能な限り控えたくなるもの。

			（……可愛い娘では、あるよね）

			　さっきの優等生と同じような、長い黒髪の女の子。けれど似ているのはそれくらい。ピンクのリボンを左寄りに結んだその女の子は、制服のボタンは全開だし、学生鞄代わりの真っ赤なリュックには、何かのキャラクターのマスコットが鈴なりにぶら下がっている。全体的に派手な印象で、見た目で判断して申し訳ないけれど、あまり真面目そうじゃない。

			　周りにいる友達もみんな化粧っ気があり、人目をはばからず大声で話したり笑ったりするのも、軽薄そうな印象に拍車をかける。

			（一年生にしてはリラックスし過ぎてない？　友達にはなれそうにもないなぁ）

			　柑奈の方が彼女たちを凝視してしまった。慌てて集団から視線を外し、窓を流れる街並みを眺める。しかしそれでも、つい、視界の端でピンクのリボンをチラチラ眺める。

			　網棚の位置から推し量るに、柑奈よりも十センチは背が高い。そして流れるような黒髪。

			（背、高くていいなぁ。それに比べて私は……ちんちくりんだし、髪だって……）

			　猫毛で、伸ばすと跳ねまくり。明るいところで光に透かすと、やや栗色がかっているのが分かる。短くしている現状だって、いくらブラシで丁寧に梳いてもすぐに膨らみ、顔の丸さが強調されるし、真ん丸なのに垂れ気味な目も手伝って、童顔そのもの。年相応に見られたためしがない。もし自分があんな黒髪の持ち主だったら、リボンとポニーテールで憧れの凛々しい少女剣士っぽくなれるかもしれないのにと、嫉妬を覚える。

			　しかしそれは叶わないので、せめて立ち居振る舞いだけでも格好よくなろうと背筋を伸ばす。おちょぼ口だって、表情をきりりとすれば、それなりにしっかり見えるはず。

			（私が伝統ある剣道部を引き継ぐんだから、しっかりしなくちゃ）

			　学園では武道系の部活は人気がなく、剣道部の人数も、十年前をピークに減少の一途。現在の二年生に至っては、柑奈たった一人。次期部長は確定で、この肩に部の存続がかかっていると言っても過言ではない。

			「よしっ。一年生に声をかけて、たくさん入部してもらおうっ」

			　もう四月も下旬で、ほとんどは所属が確定していそうだけど、まだ決めかねている生徒だって残っているはず。その中に、武道に興味を持っている子がいないと、どうして言いきれるだろう。──なんて事を、鼻息荒く自分自身に言い聞かせる。

			


			　しかし、そんな決意を挫く出来事が、放課後に待っていた。

			「廃部？　……剣道部が!?」

			　学園の敷地の北の端に建つ、木造の剣道場。練習を始めようとしていた部員たちが一斉に声を裏返らせた。一人だけ制服姿の部長が、みんなに詰め寄られて冷や汗を流す。

			「待って待って、落ち着いて！」

			　部長はピッと人差し指で床を示し、全員に正座させた。柑奈も釈然としない思いを抱えながら、指示に従う。

			「えー。みんな、さっきの放送は聞いたと思うけど……」

			　放課後、剣道部を含むいくつかのクラブの部長が、学内放送で生徒会に呼び出された。何事かと思ったら、その場で、廃部を勧告されたのだという。

			「だから、どうして校内でも一番伝統ある剣道部が廃部なの!?」

			　一人の部員がいきり立って膝立ちになる。すると部長は、今度は無言で柑奈たちの背後を指差した。そこにあるのは、壁に掛けられた名札。三年生が三枚分と、二年生が一枚分の計四枚。それが、現在の剣道部の全部員数。

			「実はね、春休み前に生徒会から告げられてたの。新学期に部員が五人未満になるクラブは、五月までに新人を入れられなければ、廃部か、もしくは同好会への降格。で、今日は最後通告だったのよ。剣道部については廃部を検討……だってさ」

			　部長が、諦め気味に目を閉じながら小首を傾げる。この学園で、部として認められるのは五人以上。先月、先輩たちが卒業して剣道部は四人になってしまった。

			　剣道の団体戦は、先鋒・次鋒・中堅・副将・大将の五人で行われる。四人では、そもそも試合に出る事すらできない。

			　もちろん勧誘はした。チラシを配ったりポスターを貼ったり、何人もの一年生に直接声をかけたり。しかし、壁の名札が示すように、成果はゼロ。誰一人として、体験入部どころか見学にさえ来てくれなかった。そして気づけば四月も終盤。大半のクラブはめでたく新入部員を獲得し、学園内での派手な勧誘活動はとっくに終息していた。

			「でも部長！　やっぱりいきなり廃部は納得いきません！」

			　柑奈も先輩たちにつられて腰を浮かせる。三人いれば同好会として存続できるし、活動場所だって確保されるはず。そう抗議すると、部長は困ったように眉を下げた。

			「その活動場所が問題なのよ」

			　天井を見上げた彼女につられ、みんなで道場を見渡す。華やかな女子校の中にあって武骨な施設。建設されたのは、この部が強豪と呼ばれた十数年前。ぼちぼち古びた箇所が出始めて、壁や床が何か所か継ぎはぎになっている。お世辞にも広いとは言えないけれど、シャワー室が併設されているのが最大の嬉しい利点。当時の先輩たちが打ち立てた実績によるもので、以来、その賜物を享受し続けてきたわけだけど。

			「要するに、こんなに立派な施設は、同好会には分不相応というわけね。かといって、他に剣道部が活動できる場所はないし……」

			「体育館は？　この際、屋上でも……」

			　柑奈の質問にも、部長は無念そうに首を振る。

			「体育館は、他のクラブがローテーションで使用していて、入れる余地はないって。屋上での活動は、安全上の問題で、そもそも禁止」

			「そんなぁ」

			　廊下や教室で竹刀を振り回すわけにはいかないし、そうなると、もう学園内に練習できる場所は見当たらない。

			「それなら、他校との合同練習とか……」

			「毎日？　同好会に出る活動費じゃ、バス代にもならないわ」

			　柑奈や先輩たちの案は、ことごとく否定された。きっと、部長も生徒会に対して同じように食い下がったんだろう。同好会としても活動できないなら、廃部しかない。万策尽きて、先輩たちが項垂れる。柑奈も言葉を失った。今朝、部員獲得の決意を新たにしたばかりだというのに、廃部という仕打ちが待っていたなんて。

			　この道場を明け渡す。その事実を考えるだけで気力が目減りしていくようだ。すると、そんな部員たちを見た部長が、呆れたように溜息を吐いた。

			「だから落ち着きなさいって。今日明日中に剣道部がなくなるわけじゃないわ。廃部は検討中だって言ったでしょ。生徒会は各部に条件を出したの」

			　部員たちが戸惑いながら顔を上げる。

			「まず、五月の連休明けまでに新入生を入部させて、最低五人を揃えるのが最低条件。その上で、運動部の場合は夏の大会の地区予選で団体戦優勝か準優勝。でもこれは昨年以上の成績って事にまけてもらったわ。それができれば、少なくとも今年度は現状維持だって。最初は春の大会って言われたんだけど、間に合うわけないでしょって部長たちで抗議したら、渋々了承してくれた」

			　いくつも条件を後退させて、一見すると、かなり甘々の大幅譲歩に思える。でも全然そうではないのだと、柑奈の頭でも理解できた。

			　実のところ、ここ数年の剣道部は一回戦敗退の連続。昨年も同様で、そんな現状では、優勝だろうと二回戦だろうと大差ない。何より、五人目の確保は大会出場以前の難問だった。これらの状況は他の弱小部も似たようなもので、それが分かっているからこそ、生徒会も値切りを受け入れたのだ。

			「連休明けって……もう四月の終わりだよ!?」

			　数日後には休みに入ってしまう。実質的に勧誘に使える時間は、三日ほどしかない。

			「連休中に登校してくるのなんて、もうどっかの部活に正式に所属してる子だけなんじゃないの？　無理だよ！」

			「最悪、掛け持ちって手も……」

			「新入生を入れなきゃ意味ないんだし、けど幽霊部員じゃ試合には勝てないよ!?」

			　部長以外の三年生二人が、膝を突き合わせて議論を始めてしまう。何のアイデアもない柑奈は、それを黙って見ているしかない。

			「はーい、みんな落ち着いて」

			　部長がパンパンと手を叩き、結論の出る見込みのなかった会議は即座に中断される。

			「ここで騒いでも仕方がない。幽霊部員だろうと何だろうと、まずは一年生が一人でも入ってくれればいいの。今日から練習は休みにするから、全員で新人獲得に動いて！」

			「うんっ、そうだねっ。がんばろう！」

			　三年生の三人が「おーっ」と気合を入れた。何の合図もなしに声が揃って、こんな時、柑奈は彼女たちの結束を強く感じる。同じ学年の仲間がいない柑奈は、それが羨ましい。とはいえ感傷に浸っている時間はない。おのおの制服に着替え直して校内に散った。

			　だけど、人探しを始めるには時間が遅かった。部活に未所属の生徒は、ほとんど下校している頃合いだ。それでも中には教室に残っている子もいるはずと、諦めずに走り回る。

			　一年生は三クラスしかない。ひとつ目はすでに無人だったけど、二クラス目で、五人ほどの生徒が雑談しているのを発見した。

			「ねえ、ちょっといいかな！」

			　柑奈が大きな声で呼びかけると、教室内の全員が驚いた顔で振り返った。そして見知らぬ上級生に戸惑って「誰かの知り合い？」などと互いに顔を見合わせる。ふと、彼女たちが囲む机に、いくつかのお菓子の箱や袋が見えた。確か、その手のものは校則で持ち込み禁止になっていたはず。

			（電車の子たちも化粧してたし……入学したばかりなのに、今年の一年生は大胆だなぁ）

			　本当なら先輩として注意すべきところだけど、いきなり機嫌を損なわれでもしたら入部してもらえない。それに、武道を学べばこんな生活態度も矯正できるはずと思い、とりあえず見て見ぬふりをする。

			「お邪魔してすみませーん、部活の勧誘でーす」

			　彼女たちが事情を察して緊張を解く。柑奈は満面の笑みを作りながら、ずかずかと教室に侵入した。人見知りというほどではないけれど、知らない人と話すのは正直苦手。でも今は、一人も逃がすわけにはいかない。

			「みんなは、まだ部活に入ってないんだよね。け、剣道部とか興味ない？　とりあえず見学だけでもいいんだけど」

			　緊張して、前置きもなく本題に入ってしまう。それに、見学なんて悠長な事を言っている場合でもないだろと、心の中で自分に突っ込みを入れる。

			　そして予想通り、彼女たちの反応は芳しくないものだった。

			「えー、剣道とか汗臭そう」

			「それに竹刀でバチバチ叩かれるんでしょう？　痛そうでヤダー」

			　柑奈は苦笑いで顔を引き攣らせた。この一か月、何度同じような言葉を聞かされたことか。実際、汗臭いのも痛いのも否定できない。だけどここで引き下がっては、新人獲得は叶わない。マイナスっぽいイメージには触れないようにして、女の子にアピールできそうな部分で説得を続ける。

			「運動部なら、汗を掻くのはどこだって同じだよ。でもね、剣道場はシャワー室完備だから、汗臭くなんてならないよ。それにさ、竹刀とか持ってピシって立ってる姿って、格好いいと思わない？」

			　やはり彼女たちは乗ってこない。しかしシャワーの部分だけはわずかに反応が良かったので、もう少し攻めてみる。

			「武道は礼に始まり礼に終わるっていうでしょ。身のこなしも綺麗になって礼儀作法も学べるよ。気遣いのできる子はモテるよぉ」

			　もっと食いついてこいと、強引に恋愛に結びつけてみる。しかし。

			「へー。じゃあ先輩は、いっぱいモテてるんですね！」

			「あ、いや……それは……」

			　藪蛇だった。というか、彼女たちの口調や目つきは、柑奈の口から出まかせを完全に見透かしている。

			「それにぃ、モテる目的で武道をやるのは、動機が不純だと思うんですぅ」

			「……はい、おっしゃる通りです」

			　追い打ちをかけられ項垂れる。やはり、心にもない事で相手を騙そうとしたのは間違いだった。どうやら、この場での勧誘は断念するしかなさそうだ。

			「剣道といえばぁ……当然、あの子はもう誘ったんですよね？」

			　でも、すごすごと退散しようと丸めた背中に、思わぬ言葉が投げかけられる。風を起こす勢いで振り返ると、一人の子がポテチを咥えながら柑奈を見ていた。

			「あの子って……心当たりがあるの？」

			「はい。去年、中学の部で全国優勝したっていう……」

			「何それ詳しく！」

			　柑奈が机に掴みかかってきたので、話しかけた一年生が目を真ん丸に面食らう。ただその子も、友達の友達といった感じで直接の面識はないらしい。しかもクラスが違うとかで詳細も分からない。それでも、こんな情報に当たった幸運に興奮せずにいられない。

			（そんな強者が、本当にこの学園に!?）

			　正直なところ、やる気と決意の裏側で、希望は薄いだろうという諦めの気持ちもなくはなかった。それが、よもやの有力情報。小躍りしそうなのを懸命に抑制し、さらにしつこく聞き続けたら、なんと、その全国優勝の娘のクラス担任は、剣道部の顧問なのが判明。嘘みたいな幸運の連続に、もう居ても立ってもいられない。

			「ありがとね！」

			　情報提供者へのお礼もそこそこに、その足で顧問に交渉の手伝いを依頼に行った。弾むような足取りで職員室を訪ねる。ところが──。

			「あー、任せる」

			　顧問である四十代半ばの女性教師は、逆に柑奈に一任してきた。しかし、それは想定できた事だった。なにしろ彼女は、剣道場に顔を出した事もないのだから。

			　前任者は有段者で、直接部員に指導していたらしい。それが数年前に転勤してしまい、現顧問が引き継いだ。だけど、この先生は剣道の経験がなく、すべて生徒に任せきり。そこから成績が落ち始めたとも聞く。

			


			「あの先生、顧問なんてやりたくないって言ってたしなぁ」

			　肩を落として道場に戻り、諸々報告する。三年生たちは揃って苦笑いした。彼女たちの方は成果なし。それらしい情報を持ち帰ったのは柑奈だけのようだ。

			「でも、全国優勝レベルの逸材がいたなんてね。なんでもっと強い部があるトコに進学しなかったのかしら」

			　部長が首を傾げる。自分たちが弱小と認める発言に誰も異を唱えられないのは、ちょっとばかり情けない。

			「先輩たちも知らなかったんですか？」

			「わたしらが全国レベルの人を知ってるわけないじゃなーい」

			　三年生部員が、さながら井戸端会議のおばちゃんのように手をひらひら扇ぎながら大声で笑う。そんな仲間に、部長が呆れ顔で立ち上がった。道場の端に置かれた、入門書や剣道漫画の並ぶ小さな書棚から、武道関係の雑誌を取り出す。

			「多分、この伊い勢せ森もり美み紅くという人ね。年齢も合ってるから間違いないと思うわ。家が剣道道場で、小さい頃から天才少女って騒がれてたみたい」

			　開かれたページに載っていたのは、昨年の写真だった。仏頂面で重そうな優勝カップを持った、長い黒髪の少女。

			「部長、よく分かったね」

			「名字が珍しいから印象に残ってたの。ていうか、あなたたちが無関心すぎるのよ」

			　先輩たちの会話を横に聞きながら、雑誌を覗き込んだ柑奈は、首を傾げた。

			「あれ？　この娘って……」

			　毎朝電車で柑奈を見ていた少女ではないだろうか。今のギャルっぽい格好とはだいぶ印象が違うけど、髪の艶、そして目つきや顔つきは、同一人物で間違いない。その反応を見た部長が「柄原、知り合い？」と尋ねてくる。

			「いえ、そういうわけでは……」

			「じゃ、この伊勢森さんは柄原の担当ね。必ず連れて来るように」

			「…………ええぇっ!?」

			　知り合いじゃないと言ったのに。しかし後輩が無理難題を押しつけられるのは世の常。まして運動部ともなれば、先輩の命令は絶対だ。

			


			「……でも、私が一番の適任なのは、その通りなんだよなぁ」

			　向こうが柑奈を意識しているのは間違いない。まったく面識がない人よりは、話が通りやすいだろう。

			　しかし、翌朝の電車の中で、柑奈は声をかけられなかった。伊勢森美紅と思われる少女はいつも通りに視線を向けてきたのに、彼女を取り巻く派手な集団に気後れしたせいで。

			　なので、行動を起こせたのは昼休みに入ってからだった。

			「伊勢森さんって娘、いる？」

			　件の一年生の教室を訪ね、呼び出してもらう。もし人違いだったらとドキドキしたけれど、彼女のクラスメイトが普通に応じてくれたので、ひとまず胸を撫で下ろす。

			「美紅ちゃん……は、いないですねぇ。どこかに行ってるみたいです」

			「うーん……。あ、それじゃあ……」

			　放課後に剣道場の脇に来てくれるよう、伝言をお願いする。朝も昼も空振りし、お預けを食らうというか、焦らされている気分。

			


			「うー。緊張するぅ」

			　午後の授業も落ち着かないまま過ごした柑奈は、ホームルームが終わるやいなや早足で道場に向かった。まだ誰も来ていない。中に鞄を置いてから、外で美紅を待つ。

			　まずは、どんな話から切り出そうか。やあ、毎朝会うよね、なんて気さくに入る方がいいだろうか。それより、どうして剣道部に来てくれないのか聞くべきだろうか。会うまでに時間ができてしまった分、考える事が増えて緊張も高まっていく。まるで自分が面接を受けるような気分だ。

			　剣道場は敷地の端、裏庭に当たる位置にあるので、他の人が通る事は滅多にない。ほどなくして、校舎の角を曲がる人影が見えた。長い髪とリボンを揺らし、長身の少女が、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

			　いつも電車で目が合う少女。やはり、この子が伊勢森美紅という一年生だった。伝言通りに来てくれて、柑奈の胸が昂揚する。

			（あ、あれ……？）

			　でもそれは、一瞬で冷え込んだ。口を曲げて、何だかとても不機嫌そうだ。彼女は無言のまま、一メートルほどの距離を置いて立ち止まった。この態度は想定外。ただでさえ会話のきっかけが未整理だったのに、頭が白くなってしまう。柑奈が躊躇していると、腕を後ろで組んだ美紅が、吐き捨てるような声で呼びかけてきた。

			「あのっ……」

			　拗ねたように逸らした顔からも、不機嫌さが表現されているようにしか見えない。いきなり呼び出したのが気に入らなかったんだろうか。

			（そういえば、何の用か伝えてなかった！）

			　はたと大事な点に思い至って焦る。用件も分からず先輩にいきなり呼び出されたら、警戒するに決まっている。

			（ど、どうしよ……。これで勧誘とかできる？）

			　そもそも、電車で柑奈を見ていた理由も、好意的なものとは限らない。自分の気づかないところで、彼女の気分を害したのかもしれない。前にもそんな事を考えたのに、逸材発見に浮かれて、その可能性を失念していた。

			「えっと……あなたに来てもらったのは……」

			「ごめんなさいっ！」

			　見切り発車で話し始めた柑奈の言葉を、いきなり美紅が遮った。上半身を完璧な直角に曲げての綺麗なお辞儀。まさか本題に入る前に断られるとは思わなかったので、くらっと目眩を起こしかける。

			「いっつも先輩の事ジロジロ見てすみませんっ。だって、だって……」

			　彼女の態度の急変で遠のきかけた意識が戻り、代わりに目を見開いた。

			「……あ、そっち？」

			「違うんですか？　先輩、わたしを不快に思って呼び出したんじゃあ……」

			　顔を見合って呆気に取られる。どうやら、お互いに誤解があったみたいだ。入部を断られたのではないと分かって、とりあえず安堵。美紅の不安を払拭させるべく、柑奈は可能な限りの明るい笑顔を作ってみせた。

			「まぁ、その話は置いといて……。実は……伊勢森さんにお願いがあるの」

			「お願い？　わたしにですか!?」

			　突然、彼女の声のトーンが跳ね上がった。さっきまでの仏頂面が嘘のように、大きな瞳をキラキラ輝かせている。それだけでなく、頬は紅潮して息も荒い。怖い顔をされているよりはいいけれど、変化が急すぎて、柑奈の方が引いてしまう。

			（にしても……）

			　こうして前かがみで迫られると、顔つきも大人っぽいし、黒くて長い髪に見惚れてしまいそうになる。

			　何より目を引くのは、制服のブラウスを突き上げる、豊かなバスト。手足が長くてウエストが締まっているため、さらに大きさが強調されている。童顔で幼児体型、髪質がコンプレックスの柑奈にとっては、羨ましさを通り越して妬ましい。

			　その大きなおっぱいの持ち主が、掴みかかるほどの勢いで顔を寄せてくる。

			「で、で！　先輩のお願いって何ですか!?　こんな人気のない場所に呼び出すって事は、つまり、まさか……」

			　興奮して前のめりになり、かと思えば手を後ろに組んで、照れくさそうにモジモジと身体を捩じる。柑奈はちょっとばかり面食らった。通学時とも、雑誌の写真から受けた印象とも違って、ずいぶん表情豊かな子だ。全国優勝するような人だからプライドが高くて気難しいかも、なんて思っていたのに、先入観の修正が間に合わない。

			「あ、うん。実は、剣道部への入部をお願いしたいの。伊勢森さん、すごく強いって聞いたから。…………おや？」

			「…………あぅ」

			　本題に入るやいなや、美紅が一瞬にして崩れ落ちた。地面に手を突き、力なく項垂れる。

			「マジかぁ……。先輩、剣道部みたいだったから、もしかしたらと思わなくはなかったけど……そうじゃない可能性に懸けたのに……！」

			「あの、ちょっと……伊勢森さん？　おーい」

			　柑奈も慌てて膝を突き、同じポーズで呼びかける。でも低音で唸るばかりで、一向に返事をしてくれない。意外な明るさに驚かされ、この急激な落ち込みにも呆気に取られたけれど、話を聞いてもらわなければ困る。

			「伊勢森さん話を聞いて！　このままじゃ剣道部がなくなっちゃうの！　先輩たちにとっては最後の大会になるのに……出場すらできなくなっちゃう！」

			　四つん這いで顔を近づけ、まるで遠くにいる人に訴えるように叫ぶ。そして、それこそが、美紅をどうしても入部させたい最大の理由だった。

			　今の三年生が卒業したら、一気に三人が減ってきっと廃部は免れない。でも、今年はまだ間に合う。連綿と続いてきた強豪部の歴史が終わる前に、華々しい成果を上げられる可能性が残されている。そんな時に出会った、これ以上は望むべくもない最高の人材。何が何でも参加してもらわなくては、この願いを叶えられない。

			「お願い伊勢森さん。剣道部を救えるのは、あなたしかいないの！」

			　膝立ちになり、神様に祈るように両手を組んで懇願する。誠実に訴えれば、この思いが届くと信じて。

			「はぁぁぁぁ……」

			　美紅が、長い息を吐いた。そして、膝の砂を払いながら静かに立ち上がる。あれだけの動揺が完全に鳴りを潜め、落ち着き払った態度で頭を下げる。

			「お断りします」

			「え、どうして？　剣道、やってたんだよね。おうち、道場なんだよね？　あ、もしかして、そっちの練習に集中したいとか……」

			　引き留めようと必死になるあまり、次々と質問を繰り出す。そのどれにも、彼女は答えようとしなかった。そればかりか、まるで失望に澱んだような暗い眼で柑奈を見下ろす。

			「そちらの事情に興味はありません。次は、ぜひ剣道以外の用件でお願いします」

			　それだけ告げると、美紅はくるりと踵きびすを返し、来た道を辿って校舎の向こうに消えていく。柑奈はそれを、唖然となって見送った。

			


			　一晩、考えた。あれだけ入部を拒否するからには、彼女なりの理由があるんだろう。それが納得いくものなら仕方ない。でも、それを聞く前に諦めたくはなかった。

			「伊勢森さん、おはよう」

			「せ、先輩!?」

			　通学電車で柑奈が話しかけると、美紅は目を真ん丸にして驚いた。昨日は彼女を取り巻く友達に気後れしたけど、それはもはや眼中にない。なにしろ、説得できる時間は今日しか残されていないのだから。

			　逃げ場のない電車の中。その車両の隅に追い詰められた美紅は、友達に救いを求めた。

			「ちょ……助けて。この先輩をなんとかしてよ！」

			「なんとかって言われても……」

			　しかし、その友達も柑奈が牽制するように満面の笑顔を見せると、困惑して顔を見合わせるばかり。小柄とはいえ先輩だし、美紅との関係も、どんな用件かも分からないので、口出しできずにいる。

			「あ、みんな気にしないでね。伊勢森さんを部活に誘ってるだけなの。ちょっとお話ししたいから、この娘、お借りしていいかな？」

			　年下とはいえ、知らない人と話すのは慣れない。精一杯の勇気を出して気さくな先輩を装うと、美紅の友人たちは一斉に表情を緩めた。そして「どうぞどうぞ」と気前のいい彼女たちのお言葉に甘え、美紅を反対側のドアに誘導する。

			「昨日、お断りするって言ったじゃないですかっ」

			　周囲を気にして、美紅が小声で抗議する。柑奈も今日は引くつもりはない。

			「お願い。少しでいいから話を聞いて。私たちには、あなたの力が……」

			「嫌です。先輩とは何も話したくありません」

			　ぷいっと顔を逸らされた。入部を無理強いするつもりはないと言っても、それすら聞いてもらえない。完全に耳を塞がれてしまったみたいで、さすがに悲しい気持ちになる。会話に進展を得られないまま駅に着き、美紅は柑奈の脇をすり抜け逃げてしまった。

			「これは、無理っぽいかなぁ……」

			　ここまで意固地になられると、さすがに手を引かざるをえないかもしれない。

			　駅のプラットホームを歩きながら逡巡する。タイムリミットはすぐそこ。他に有力な新人候補はいない。迷った挙句、改札を出る頃、柑奈はひとつの結果を出した。

			「あの娘には申し訳ないけど……今日一日だけ当たらせてもらおう」

			　それで駄目なら、もう彼女の前には現れないと心に誓って。

			　というわけで、柑奈は授業が終わるたびに美紅を訪ねた。移動教室やトイレにも待ち伏せ、そのたびに説得を試みる。

			「もうっ。先輩、しつこいですっ！」

			「伊勢森さん、廊下を走っちゃ駄目だよ！」

			　昼休み。一刻も早く逃亡を図ろうと思ったんだろう。美紅が弁当を持って教室を飛び出す。しかし、それを見越していた柑奈は早めに自分の教室を脱出し、同じく弁当箱を持って彼女に追いすがる。

			「ねえ、廊下を走っちゃ駄目だって！」

			「先輩だって走ってるじゃないですか！」

			　言い争いながら通り過ぎる二人を、通りすがりの人たちが振り向く。他人の目が刺さって痛いけど、柑奈は必死にそれを無視した。廃部のタイムリミットが迫っているのだ。気にしてはいられない。

			「ぜぇぜぇ。せ、先輩も……しつこい、ですね……」

			「そ、そんな事より……一緒に、お昼、どう？」

			　屋上で対峙し、片手に持った弁当箱を掲げてみせる。一緒にお弁当を食べて打ち解け合おうという目論見だったけど、息が切れて食事どころじゃない。

			「もういいです。少し休ませてください」

			　ふてくされて美紅が壁際にしゃがみ込む。そして、隣に座る柑奈を呆れ顔で眺めた。

			「廃部になるかもって噂は、わたしも聞きました。嫌なのは理解しますけど、だからって必死すぎません？　そんなに部が大事ですか」

			「部……ていうより、先輩が、かな」

			「…………はい？」

			　美紅の視線が怪訝なものになった。確かに彼女には突飛に聞こえただろう。

			「私ね、三年生の先輩たちが好きなのよ」

			「はぁ……。それは……どういう意味で？」

			　やっと美紅が話に乗ってくれた。訳が分からないという顔をしているけれど、とりあえず、どんな形でも会話が続けばそれでいい。柑奈は、膝を抱えて微笑みかけた。

			「私が剣道部に入ったのは、もちろん最初から入部するつもりではいたんだけど、見学に行った時、先輩たちが楽しそうだったからなの」

			　今の三年生は、仲がいい。何をするにも常に一緒で、剣道でもお互いに技を教え合う。

			「でも駄目なところは容赦なく指摘し合うの。本気でケンカしてるんじゃないかってくらい激しくぶつかる時もあって、見てる方がハラハラするんだけど、練習が終わったら普通に仲良し。面白いでしょう？」

			　自分を鍛えるために入った剣道部だけど、明るくワイワイ騒ぎながらも切磋琢磨する先輩たちに憧れた。そして、たった一人の後輩である柑奈を可愛がってくれた彼女たちのようになりたいと、いつからか思うようになっていた。

			「だから恩返しじゃないけど、今度の部の危機は自分がなんとかしなきゃって思ってるの」

			　しかし、そんな柑奈の思い入れとは裏腹に美紅は渋い顔。

			「わたし、その人たちを知らないんで、よく分かりません」

			　それはそうだ。言葉だけで、見ず知らずの人たちの関係性に共感できるはずもない。柑奈は苦笑しながら尋ねてみた。

			「伊勢森さんは、仲のいい友達とかいる？」

			「友達かぁ……。どうだろう。……そういえば、自分こそが伊勢森美紅のライバルだーって、勝手に名乗ってる人はいたかなぁ。わたし自身は、そうは思わなかったけど」

			「そ、そうなんだ……」

			　誰かを気にする必要がないほど、自分に自信があったという事なんだろう。お世辞にも戦績がいいとは言えない柑奈には、それもまた羨ましい話だ。

			「……で、その三年生がどうしたんですか？」

			　勧誘と無関係そうな話に美紅が困惑。しかし、柑奈にとっては大事な話だった。

			「今年は、その三年生にとって最後の年。だからせめて、ひとつだけでも勝って、先輩たち三人に、仲間としての思い出を残してあげたいの！　でも、部がなくなったら出場もできない。だからお願い、力を貸して！」

			　顔を近づけ懇願する。でも美紅は、怒ったように白けたように、顔を顰しかめるだけ。

			「それって、先輩の勝手な思い入れですよね。それ自体は否定しませんけど、どうしてわたしが知らない人のために協力しなくちゃいけないんですか」

			「うん。それは……そうなんだけど……」

			　本当は柑奈だって分かっている。情に訴えたところで、彼女には迷惑なだけだろう。ただ、ここまで頑なに経験者に断られるなんて思っていなかったから、後はもう、身勝手と知りつつも、ひたすらお願いするしかない。なのに美紅は、さらに突き放しにきた。

			「そもそも、わたし、剣道はやめたんですよ」

			「…………え!?」

			　一応は驚いてみせたけど、服装や態度から、薄々そんな気はしていた。だから、自分でも思ったより衝撃はない。

			「でも、どうして？　全国優勝するほどなのに」

			「……わたしの家が道場なのは、知ってるんでしたっけ？」

			　頷くと、美紅はお行儀悪くあぐらを掻いて、その膝に頬杖を突いた。

			「わたし、好きで剣道を始めたんじゃないんですよ。家がそうだったから、無理矢理やらされてただけで。だって行儀や礼儀作法にうるさいし、毎日毎日、稽古ばっかり。もっとお洒落したいし、友達とも遊びたかったのに。あんな窮屈な生活、二度と戻りたくない」

			　吐き捨てるように話す美紅に、柑奈はあまり共感できなかった。だって、お洒落には興味ないし、剣道三昧の毎日なんて夢のようだ。もちろん、遊びたい盛りに自由を縛られる不自由さまで理解できないわけじゃないけれど。

			「で、やめたいって父親に言ったらケンカになっちゃって。そんなにやめたければ全国大会で優勝してからにしろって」

			「え？　ま、まさか……」

			「そうです。わたし、やめたいから優勝したんです。やめるために、優勝したんです」

			　柑奈は軽く目眩を起こした。そんな理由で日本一になれるものなんだろうか。いや、彼女は彼女で懸命だったのかもしれないけれど、それで負けた人たちの事を考えると不憫でならない。きっと、もっと純粋な気持ちで日々の稽古に励んでいたはずなのに。実力勝負の世界とはいえ、世の理不尽さを見た思いだ。

			「いいですか？　わたしは、親とケンカをしてまで、一生懸命に努力して、やっとの思いで剣道をやめたんです。なのに、剣道部に入ったなんて父親に知られたら、またその道に連れ戻されちゃう」

			　勧誘の理由を身勝手と認めてしまった以上、美紅の事情を個人的だと非難するわけにはいかない。柑奈はがっくり肩を落とし、未練がましく愚痴をこぼす。

			「そ、それならそれで……最初から話してくれれば……」

			「最初に話したら納得してくれましたか？　先輩がガッカリすると思って、喋るつもりはなかったんです。なのに、あんまりしつこく追いかけてくるから……。三年生を想う気持ちは尊重しますけど、だったら、わたしの気持ちも察してください」

			　確かに、初対面時に剣道をやめたと言われても信じなかっただろう。嫌がりながらも気遣いをされていたのだと知り、ますます申し訳ない気持ちが募る。

			（じゃあ、諦める？）

			　柑奈は自問した。部長に何て言おう。三年生たちが有望な一年生を見つけていればいいけれど、美紅がいたのは奇跡のようなもの。最後の望みは、ここにしかいない。

			　だから、最後にもう一回だけ、悪あがきをする事にした。

			「伊勢森さんの気持ちは分かった。でも、その上でお願い。大会が終わるまででいいの。何だったら、練習には来なくてもいい。試合の時だけでもいいから、お手伝いしてっ」

			「えぇ～……」

			　なおも渋る彼女に、もうひと押し。これで駄目なら今度こそ手を引く覚悟で。

			「お願いっ。入部してくれたら、何でも言う事を聞くから！」

			　グッと目蓋を閉じ、顔の前で両手を合わせて拝み倒す。返事がなくて、そのポーズのまま動けずにいる。すると、しばらくして、頭の上から声が降ってきた。

			「…………何でも？　どんな事でもしてくれるんですか？」

			　囁くような、熱に浮かされたような、静かな声。絶対に拒否されると思っていたから、その反応は逆に意外。反射的に上目遣いで美紅を見上げる。

			「あ、うん！　どんな事でも！」

			「本当にＮＧなしですよ。やっぱりあれは駄目とか、これは駄目とか言わせませんよ？」

			　柑奈は、戸惑いながら何度も頷いてみせた。やけに念押ししてくる美紅が、何を想定しているのか分からなくて怖い。だけど、せっかく前向きに検討してくれそうな兆候を示し始めたのに、その気を削ぐ必要がどこにあるだろう。

			「わ……分かった。一切のＮＧなしで！」

			　不安を押し殺し、自分にも言い聞かせるように力強く宣言する。すると美紅は、どういうわけか落ち着きをなくしたように目を泳がせながら、長い髪に指を絡ませた。

			「し、仕方ないですね。そこまで言うなら……」

			「本当っ!?」

			　ついに了承をとりつけた。歓喜と驚きで目が真ん丸になる。でも、思わず抱きつきそうになった柑奈を、美紅は突き出した掌で押し留めた。

			「無条件というわけにはいきません。それなりの誠意を見せてくれないと」

			「それなりのって……まさかお金!?」

			　半歩下がって身構える柑奈に、美紅が眉を吊り上げる。

			「違いますっ！　先輩は、わたしがカツアゲするように見えるんですか？」

			　見えない、とも言いきれないのが困ったところ。規定通りに制服を着ている柑奈には、お洒落にかまけて着崩す彼女は、いささか不真面目に見える。

			「服装の乱れは心の乱れだよ。信用されたければ、ちゃんとしないと……」

			「つまらないお説教するなら帰ります」

			「待って待って！　それなら私はどんな誠意を見せればいいの!?」

			　立ち去ろうとする美紅の腕に飛びつき、斜め四十五度の爪先立ちで一メートルほどズルズル引きずられる。体格差があるとはいえ、追いすがる女の子をものともしないなんて、足腰の強さはさすがの全国レベル。

			　それはともかく、交渉を打ち切られまいと、涙を浮かべて「う～っ」と唸る。美紅は困ったように眉を下げ、まるで小さな子供を抱っこするように、柑奈の脇に手を入れた。そして真っ直ぐに立たせてくれながら、薄く微笑む。

			「先輩。今日の放課後、勝負しましょう」

			


			　柑奈は、剣道場の中央で正座し美紅を待っていた。彼女に言われた通り、道着に着替えて防具も身に着けている。後は面を被れば、すぐに試合開始できる状態。

			　三年生の姿はない。人払いも美紅の指示。最後のひと押しのために道場を使いたいと柑奈が部長たちにお願いしたら、不安そうにはされたけど、任せてくれた。これで二人きりの勝負。柑奈が勝てば入部。負ければ二度と彼女には付き纏わない。実に明快だ。

			「う……っ」

			　ぶるっと身体が震えた。武者震いと言えれば格好いいのだろうけど、あいにく、緊張と不安しかない。だって、キャリアも実績も美紅の方が遥かに上。物心ついた頃から毎日竹刀を握り、親から厳しい指導を受けていただろう相手に、四年ほど部活を経験しただけの者が、どこまで通用するだろう。

			「それにしても……遅いな」

			　約束の時間から、一時間は過ぎている。すっぽかされたのではと心配になった時。

			「遅くなりましたぁ。あ、もう用意できてるんですね」

			　美紅の呑気な声がした。一礼して道場に入り、靴下を無造作に脱ぎ捨て裸足になる。

			「あなた、今まで何を……」

			　当然、遅刻を注意する。だけど彼女は気にする様子もなく、道場内を見渡した。

			「さて、始めましょうか。……と。その前に、竹刀を貸してもらえますか？」

			「……自分のは？」

			　先輩の威厳が通用せず、げんなりとなる。それに、彼女が手ぶらなのも気になった。かなり待たされたので、てっきり道具一式を自宅に取りに戻ったのだと思っていたのに。

			「んふ。ちょっと先輩を焦らしてやろうと思って遊んでました。ほら、巌流島的な？」

			　美紅が宮本武蔵で、柑奈が佐々木小次郎というわけだ。本当にそんな強者対決と認識してくれたのなら光栄だけど、彼女に小細工を弄する必要なんてないだろう。単に、柑奈を小馬鹿にしているだけだ。

			「分かった。竹刀は私の予備を貸すから、防具は……」

			「あ、それは必要ありません。竹刀だけで十分です」

			「…………どういう意味？」

			「先輩の竹刀が、わたしの身体に触る心配はないって事です」

			　これにはさすがにカチンとなった。彼女の方が強いのは認めるけれど、柑奈の実力も知らないくせに、思い上がりが過ぎないだろうか。それ以前に失礼だ。

			「駄目。防具を着けて。でないと勝負はできない」

			「わたしがケガするかもって思ってるんですね。そんな心配しなくても、全力で来てもらって大丈夫ですよぉ。それに、勝負しないと、わたしを入部させられませんよ？」

			「そういう問題じゃない。あなたも武道の世界に生きてたなら、相手には礼を尽くして」

			　低い声で抗議すると、彼女は「そういうお堅いのが嫌だからやめたんだけどなぁ」と唇を尖らせた。柑奈だって文句なんか言いたくない。でも、プライドを傷つけるような言動を、剣士にして欲しくなかった。

			　先日卒業した先輩が寄付と称して置いていった防具を、美紅に貸す。あいにくと道着の予備だけはないので、制服の上から。

			「え～っ。ダサくないですかぁ？　先輩って意外と頑固ですね」

			　彼女はブツブツと文句を言いながら、渋々と防具を身に着けた。その間に、柑奈も面を被り、トントンと小さくジャンプして防具の締まり具合を確かめる。身支度を整えた二人は、一礼して蹲踞そんきょ。立ち上がって竹刀を構えた。

			「さてと。まともに試合をしても先輩は勝てないでしょう。だから、ハンデをあげます。わたしが十本取る前に、一本でも取れれば先輩の勝ち──て事でどうです？」

			　いくら実力差があるとはいえ、ずいぶんと舐められたものだ。またプライドが刺激されるけど、彼女を入部させるのが最優先事項。わざわざ有利にしてくれるなら儲けものと思う事にして、今度は文句を飲み込んだ。

			「いいよ、それで。審判がいないけど、今のなしとか、そういうインチキしないでよね」

			「そんな事しませんよ」

			　面の奥で、クスリと笑う美紅の声がする。

			　でもその通り、不正の必要なんてなかった。

			「面、面っ、めぇぇぇんっ！」

			　柑奈の裏返った気合と竹刀が空を切る。それを、美紅が軽やかな足捌きでかわす。

			（あ、当たらない。……何で!?）

			　面の中で、柑奈は半泣きだった。無闇に振り回しているわけじゃない。ちゃんと狙いをつけて打ち込んでいるはず。なのに、振り下ろした時、すでに美紅はそこにいない。

			　そして次の瞬間には、パぁンと、乾いた音が脳天に打ち下ろされた。

			「面ッ！　はい、これで、えーっと……九本目、かな」

			　小走りで、彼女が元の位置に戻る。その足取りに乱れは一切見られない。それに比べて柑奈は、膝に手を置き、頭を下げて息を整えようとするけれど、もう声も出せない。

			「ぜい……ぜい……」

			「先輩、休憩しますかぁ？　どうせ、あと一本ですけど」

			　退屈そうな声をかけられ背筋が凍る。彼女は、まるで異次元の存在だった。まだ開始から五分と経っていないのに、柑奈は面に五回、胴と小手に二回ずつ、文句のつけようのない綺麗な打突を食らっていた。剣道の試合は、三本勝負で二本先取した方が勝ち。このままでは、一試合の時間で五試合分負ける事になってしまう。

			（何なの……何なの、この娘!?）

			　怖かった。愕然とした。これが全国レベル。修行の時間と量で、こんなにも明確な差が出るものなのか。まるで大人が子供をいたぶるようで、文字通り手も足も出ない。

			「……休憩はいらないよ」

			　意地だけで構えた。あと一本取られたら負け。でも、一本でも取れば柑奈の勝ちだ。希望がなくなったわけじゃない。とはいえ、息は上がり、膝も震えて立っているのが辛い。美紅なんて、今さら準備運動をするように、何度も膝を曲げ伸ばししている。

			（同じくらい動き回っているはずなのに……）

			　基礎体力だけでなく、体捌きの効率も違うんだろう。遅れて来たり、開始前に馬鹿にするような事を言ったりしたのも、柑奈の冷静さを削ぐ作戦だったのかもしれない。そんな見え見えの挑発に乗って無闇に追いかけ回して、無駄に疲労して。今頃になって気づくなんて、侮られても当然だ。頂点に立った者の実力と狡猾さを甘く見ていた。

			（でも……！）

			　気持ちで負けたら、本当に負け。まぐれだろうと奇跡だろうと、一回当たりさえすればいい。挫けそうになる心と体に気合を入れて、正眼に構える。

			「──！」

			　それに呼応し、美紅の竹刀の切っ先が下がった。下段の構えだ。しかも、少し斜に構えて右の小手を見せている。まるで、ここに打ち込んでこいというように。

			（この期に及んで、わざと隙を見せるなんて。いやらしい娘……。私が小手を打ちにいった瞬間、それを外しての面打ち……てところ？）

			　しかし、そのためには剣を振り上げながら瞬間的に半歩下がり、即座に前に出て打撃、という手順が必要。

			（なら、私は……）

			　振りかぶって、上段に構えた。こちらは胴ががら空きになるけれど、この場面でそんな挑発をする柑奈に驚いたのか、彼女の肩が小さく跳ねる。

			　小手打ちにいくと見せかけての引き胴、というフェイント攻撃も、選択肢にはある。美紅が振りかぶった瞬間に、スナップを利かせて竹刀の軌道を変え、引き胴──右腹を打つと同時に後方に距離を取る。普通なら、それで一本を取れるはずだ。

			　この数分で柑奈は、美紅に小細工は通用しないと感じていた。ならば、一撃に懸けるしかない。彼女が竹刀を振り上げるよりも早く、最小限の動きで面を打つ。

			（私を甘く見すぎた事を、後悔させてあげる！）

			　もはや何のための試合か忘れ、勝つ事しか考えていなかった。最後の力を振り絞り、竹刀を握り直す。狙いを悟られないように、気合を発しながら前後左右に体重移動し、機会を窺う。なかなか攻撃してこない柑奈に警戒し、美紅が距離を取ろうとする。体重が後ろに乗ったその瞬間、不意を突いて前に出た。

			「面……！」

			　タイミングは完璧──の、はずだった。しかし彼女は、ほんの少し首を曲げ、肩で打撃を受け止める。柑奈の竹刀は面の側面を擦っただけ。全体重を乗せた渾身の一撃をかわされ、次の行動に移れない。しまったと思う間もなく、頭頂部を衝撃が襲う。
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			「面ッ」

			　すれ違いざまの鋭い気合。柑奈は背後に遠ざかるその声を聞きながら、もつれる足で倒れ込んだ。慌てて竹刀を手放し両手を床に突く。顔面からの激突は免れた。でも、落ちた竹刀の乾いた音が敗北を実感させて、身体に残っていた力が一気に抜けた。

			「負けた……。私、負けた……」

			　廃部、解散。そんな言葉が雨となって、次々と背中にのし掛かる。これでもう、三年生を最後の大会に出す事もできない。先輩たちに顔向けできない。

			　防具と、そして責任の重さを支えきれず、肘が崩れる。投げ出された脚は袴がめくれ、太腿が丸見えのみっともない事になっている。けれど、それを直す気力すらない。はたから見たら、床に突っ伏して泣いているようにしか見えないだろう。

			　そんな事を考えたのがいけなかった。胸が詰まって、涙が溢れる。面の隙間から零れ落ち、床に無数の小さな水溜まりを作っていく。

			「う……う……」

			　我慢しようとすればするほど、涙は大粒になって嗚咽も漏れる。

			「先輩、泣かないでくださいよぉ。わたしが悪者みたいじゃないですかぁ」

			　上から、美紅の囁くような声が降ってきた。その通りだ。こちらで勝手なお願いをしておいて泣くなんて、彼女には迷惑以外の何ものでもない。

			　反省と後悔と申し訳なさで、顔を上げる事ができない。黙って俯いていると、美紅が頭の紐を解いてくれた。ごとりと重い音を立てて、面が床に落ちる。

			「あの……ありがと……」

			　気を遣ってくれているんだろう。柑奈のお礼に、彼女は小さく首を傾げて答え、続けて胴や垂も外してくれた。と、ここまで大人しくされるがままになっていたけど、さすがにそろそろ恥ずかしい。やっと動く気になって、寝そべり状態で小手を外し、起き上がろうとした時だった。深い深い溜息が、背後で吐かれる。

			「はぁ……仕方ないなぁ。このまま帰っても寝覚め悪いし……。先輩の態度次第で、協力してあげなくもないですよ」

			「…………本当!?」

			　自分の耳を疑った。慌てて振り返り、四つん這いの格好で美紅を見上げる。彼女は膝立ちで腕組みし、柑奈を見下ろしていた。その表情に、わずかながら混乱する。目は嬉しそうに細められ、唇の端もいびつに吊り上がっている。勝負を制して勝ち誇っている、という感じではない。何かを企んでいる不気味さを醸しているけど、意味を考えるような余裕なんて、柑奈には残されていなかった。

			「協力って事は、入部してくれるの!?」

			「先輩次第って言ったでしょ」

			　彼女は、前のめりになる柑奈に苦笑し、膝を抱えてしゃがみ込んだ。そんな格好をするから、スカートの中が丸見えだ。淡いピンクの可愛い下着が。驚きと恥ずかしさで、指摘する事もできず目を逸らす。しかし、逃がした視線の先に彼女の目があって、立て続けの動揺で完全に冷静さを失う。

			「わた、私次第って……。な、何？　また勝負すればいいの？」

			「違いますよ。そうだなぁ、何してもらおうかなぁ」

			　上を向き、右に左に視線を向けて、いかにも考えながらというポーズを取っている。だけど、彼女の口調に迷いはない。まるで、最初から言う事を決めていたように。

			　美紅が焦らすように言葉を伸ばすせいで、柑奈はドキドキしながらあれこれ想像してしまう。何か奢れだろうか。かくし芸を見せろ程度なら、頑張れるかもしれないけれど。

			　しかし、彼女が提示した条件は、想像の遥か外からやってきた。

			「先輩には、わたしの奴隷になってもらいます」

			　柑奈は、目をパチクリさせて固まった。日常では耳慣れない単語。もちろん意味は知っている。だけど、きっと何かの例えだろうと思って、美紅の次の言葉を待つ。

			　でも、いくら待っても、彼女は説明的なものを付け加えようとはしなかった。

			「……冗談、かな？」

			　混乱が、逆に柑奈を少しだけ冷静にさせた。そして同時に腹が立った。どう考えても、からかっているとしか思えない。

			「私は真面目な話をしてるのよ!?」

			「わたしだって、ふざけてるわけじゃないです」

			　憤りをぶつけたら、真面目な顔で言い返された。

			「嫌だ嫌だって言ってるのに、勝手な都合を押しつけてきたのは誰ですか。しかもわたしが勝負に勝ったのに、それでも協力してあげようっていうんですよ？　感謝されても怒られる筋合いはありません。そもそも、入部したら何でも言う事を聞くって最初に言ったのは先輩ですよ。自分からした約束を破るんですか？」

			「う……。ごめんなさい……」

			　一気にまくし立てられる。しかも、柑奈に反論できる余地はない。年下の少女に咎められて、冷静さも腹立たしさも、すごすごと引っ込んでしまう。

			（それにしたって……奴隷？）

			　具体的なイメージが湧かない。彼女は、柑奈に何をさせたいんだろう。弱気になった頭は、うまく回転してくれない。

			「大丈夫ですよぉ。先輩を奴隷扱いするのは、わたしと二人きりの時だけです。みんなの前では普通に接しますからぁ」

			　柑奈が考え込んでいるのをどう解釈したのか、美紅が猫撫で声で慰めてきた。お説教から一転、彼女のへらへらとした態度は、安心どころか逆に不安を煽られる。

			　しかし、その意地悪そうな笑みで、柑奈は、はたと思いついた。

			（あ、そうか……。私をパシリにしようって魂胆か！）

			　分かりやすい回答を得たら、安心して怒りを再燃できた。後輩の子分になるのなんて屈辱。部活に入る入らないで、ここまでプライドを傷つけられるいわれはないはずだ。それに「パン買ってこい」程度ならともかく、次第に命令がエスカレートして万引きなんて要求されたら、なんて心配もないわけじゃない。

			「あと五秒で答えてくださぁい。はい、いーち。にー、さーん……」

			「ちょ、ちょっと待って！」

			　美紅が指折り数えて答えを急かす。頭の回転が悪くなっているのに、賢い選択をする時間すら与えてもらえないのか。

			「分かった、分かりましたっ。奴隷にでも何でもすればいいじゃない！」

			　追い詰められて、自棄気味に承諾してしまった。とはいえ、いざ口にすると、それほど深刻に考えるほどでもない気がしてきた。確かにパシリは屈辱的。でも今は、彼女を部に入れるのが最優先。それに、みんなには秘密にすると言っているし、仲良くなってしまえば、奴隷なんて変な約束も露見せずに、酷い事もされなくなるだろう。

			「決まりですね。じゃあ……最初の命令です」

			　四つん這いになった美紅が、耳元に囁きかける。

			（いいわよ、何でも言いなさい。ジュース？　パン？）

			　しかし、柑奈の想像は楽観的すぎた。というより、根本的に勘違いしていた。

			「……オナニー、見せてください」

			　再び、パチパチと目をしばたたかせた。

			　またも日常で聞かない単語だった気がして、操り人形のようにぎごちなく首を傾げる。

			「ごめん、伊勢森さん。もう一回言ってくれる？」

			「やだもう、何回も言わせないでくださいよぉ。先輩のエッチ。じゃあ……よーっく聞いてくださいね。……ここでぇ、オナニー、してください」

			「──!!」

			　息を飲んだ。さっきの試合とは別の不気味さに言葉を失う。彼女の口調は軽いのに、目は笑っていない。口元に笑みは浮かんでいるのに、瞬きひとつせず柑奈を凝視している。

			「な、な……何を言ってるのよ！　そんな事できるわけ……」

			「やってくれなきゃ困りますぅ。だって……」

			　切なげに目を細め、四つん這いで美紅が迫る。柑奈は手を後ろに突き、腰が抜けたような格好で後ずさる。でも放り出されていた竹刀で手を滑らせ、仰向けに倒れてしまった。

			「きゃんっ！」

			　辛うじて頭を打つのは免れたものの、その隙に美紅が一瞬で間を詰め、のし掛かってきた。しかも柑奈が体勢を直すより早く、袴の紐を解いてしまう。

			「な……何するの、やめて！」

			「おや？　奴隷が逆らうんですか？」

			　まるで脅すような低い声に身体が竦む。その隙に、腰回りの緩い袴は瞬く間に脚から抜けてしまった。剥き出しになった太腿に、彼女が頬擦りしてくる。

			「ひッ!?」

			　柑奈の悲鳴もお構いなし。膝や脛、ふくらはぎを、彼女の指が円を描きながら撫で回す。まるで刷毛はけのような繊細な感触に、ゾクゾクと不気味な痺れが背筋を駆け上がる。しかも、膝に唇が当てられた。軽く触れただけなのに、異常事態が神経を昂らせ、まるで電気を流されたように全身が強張る。

			「や、やめて伊勢森さん……！　い、一体どうして……」

			　怖い。彼女の急変が。柑奈は怯えた。おかしな要求もだけど、うっとりと脚を眺める濡れた目は、試合の時とはまるで別人だ。

			「やっぱり、先輩の脚、きれい……。運動部とは思えないくらいに細くて、可愛い……。ねえ、顔、よく見せて」

			　頬に手が当てられた。されるがままに見詰め合う。微笑みを湛えた妖しい視線に射竦められて、小刻みに震える以外、少しも動けない。

			「あは、想像してた通りだぁ。先輩の泣き顔、とっても可愛い……」

			　上気した顔で、美紅がうっとりと呟く。言われて初めて、柑奈は涙を浮かべているのに気がついた。それほどの恐怖を与えているという自覚が彼女にはないんだろうか。

			（伊勢森さん、どうしちゃったの？　泣き顔が可愛いなんて言われても嬉しくないよぉ）

			　押し返そうとしても、腕に力が入らない。美紅の視線が怖くて上を向いたら、鼠径部をするりと撫でられた。さらに強烈な電流が、ビリビリと柑奈の身体を痺れさせる。その感覚の正体が分からない混乱と戸惑いのまま、全身が痛いほど真っ直ぐに突っ張る。

			「はぁうン!?」

			「可愛い声ぇ……。ゾクゾクするぅ。あん、パンツも可愛い～」

			　ハッとなった。美紅が両脚を押し開き、股間に顔を寄せている。自分でも聞いた事のない甘い喘ぎの驚きと、下着を見られた羞恥。上下で同時に事件が巻き起こり、どちらを優先して隠すかパニックになる。一瞬の後に大慌てで両方を隠すけど、混乱は収まらない。

			（なに……今の……私の声？　そ、それに……パンツ見られちゃったよぉ……！）

			　何の飾り気もない、真っ白な下着。体育や部活の着替えの時、みんなが意外にセクシーなものを身に着けているのを見て以来、自分のが子供っぽく思えて衝撃を受けた。かといって派手なものは似合わないと諦めて、なるべく隠すようにしていたのに。

			「やだっ、見ないで……」

			　柑奈は彼女を突き飛ばし、泣きべそで身体を丸めた。右手で襟を掻き合わせ、左手で裾を引っ張って、必死に身体と下着を包む。でも道着は短いので、お尻が丸出し。そんなみっともない姿を見下ろし、美紅がクスクス笑う。

			「先輩だって、さっき、わたしのパンツ見たじゃないですかぁ。黙ってるなんて、意外とムッツリさんですね」

			「えっ!?　あ……。ご、ごめんなさい……」

			　一瞬で目を逸らしたにもかかわらず、気づかれていたなんて。あれは単に彼女が迂闊なだけ。そのはずなのに、悪事を暴露されたような罪悪感に襲われ、つい謝ってしまった。

			「よろしい。じゃ、命令を遂行しましょう」

			「う、うん……」

			　どちらも下着を見られたのだから、お互い様のはず。でも勝負に負けたり繰り返し叱られたり咎められたりして、柑奈はすっかり弱気になっていた。こんな理不尽な命令に従う必要があるんだろうかと疑問に思いながらも、幼い子供のようにコクンと頷く。

			　そして美紅も、まるで子供のようだった。大きく見開いた目をキラキラと輝かせ、きちんと正座する。これから始まる痴態に胸を躍らせているのが、見ただけで分かる。

			　でも、動けなかった。再び手が固まる。胸元からは離したものの、そこからの行き先を見失い、指が強張る。彼女に逆らうためでも、抵抗感のせいでもない。もっと根本的で、重大な問題に突き当たったからだった。

			「ん？　先輩、どうしました？」

			「お……。おなにー……って、どうやるの？」

			　今度は美紅が固まった。瞬きも忘れて呆気に取られている。数秒ばかりの硬直の後、彼女は我に返ったように苦笑した。

			「またまたぁ。先輩、往生際が悪いですよ？　こういうのは、思いきって始めちゃった方が恥ずかしくないです」

			「そうじゃなくて、分からないものは分からないの！　や、やった事ないし……」

			「…………嘘でしょ!?」

			　語尾が消え入る柑奈の声に対し、美紅が頭のてっぺんから抜けるような高音で驚いた。それがますます羞恥を煽る。もちろん、オナニーがどんなものかは知っている。ただ漠然とした知識しかなくて、実際にはどこをどうすればいいのか、見当がつかない。

			　そう告白すると、美紅は天を仰ぎ、目眩を起こしたようにグルグルと頭を回した。

			「信じらんない。普通、一回や二回は経験があるものなんじゃないの？」

			　柑奈は首を竦めながら困惑した。女の子の自慰経験が百パーセントだというなら驚きも理解できるけど、そんなわけがない。

			　でも、そんな反応をされると、自分の方が異常という感覚になってしまうもの。

			「へ、変かな……」

			「変ですよ！」

			　きっぱりと断言されて、柑奈は激しくうろたえた。ますます身体が動かなくなる。

			「仕方ないなぁ。わたしが教えてあげます。今日だけの特別サービスですよ？」

			「う、うん……」

			　どこか楽しそうに声を弾ませる美紅に肩を軽く突かれて、仰向けに転がる。これから何をされるのか分からず、手足が、全身が、小刻みに震える。

			　彼女の膝が、脚の間に割り込もうとした。固く閉じてそれを拒む。すると、柔らかな指先が太腿を逆撫でした。強張った柑奈の身体は過敏に反応し、反射的に脚を跳ね上げてしまう。その瞬間に生まれたわずかな隙に、膝を彼女の膝でブロックされた。しかも間髪入れずに、太腿にいた指が、下着の中心を撫で上げる。

			「はぁぁうっ!!」

			　鋭い悲鳴と共に腰が浮いた。ほんのひと擦り、掠った程度の接触に過ぎない。なのに、身震いするような衝撃が全身を一瞬で駆け巡った。

			（い、今の……なに？）

			　羞恥で身体を竦ませながら、柑奈は困惑した。恥ずかしい部分を他人に触られ、ショック。そこまでは理解できる。でも、体内に残る、この感覚は何だろう。まるで、皮膚を内側からくすぐられているみたいな違和感。

			「どうです？　これ、すっごいでしょ」

			「す、すごいって言われても……」

			　この感覚をどう受け止めればいいのかよく分からない。でも、それが必ずしも不快感でない事が、柑奈の頭を混乱に陥らせた。訳が分からず目を回していると、その間に美紅が道着の紐を解いていた。Ｔシャツをめくられるのに少しも気づかず、すでにスポーツブラにまで手をかけられている。

			「あ、だめ……っ！」

			　間に合わなかった。彼女の掌が膨らみを滑り、ブラが上にずらされてしまう。ついでのように親指で乳首を弾かれた。再び衝撃に見舞われ背中が仰け反る。

			「先輩のおっぱい、ちっちゃくて可愛い。Ｂカップでしょ。それに、乳首も乳輪も薄ピンクで綺麗……。赤ちゃんみたい……。で、ここをこうすると……」

			「や、やだやだっ。見ないで……ひっ！」

			　コンプレックスの微乳をまじまじと観察されて、泣きそうだ。なのに美紅は無邪気にはしゃぎ、左手の親指と人差し指で乳首をクリクリと捏ね始めた。

			「あひっ！」

			　ひと捏ねごとに新しい電流が生まれ、身体がコマ送りのようにカクカク悶える。しかも同時に、彼女は右手の中指で下着の中心を上下に擦った。柑奈は両手で顔を覆い、辱めに耐える事しかできない。

			「やめて……やめてお願い……ひッ！」

			「ンもう、先輩ったら。悶えるばかりじゃなくて、わたしの指の動きをちゃんと覚えてくださいよぉ。これは、オナニーの練習なんですよ？」

			「れ、練習……？」

			　耳慣れた言葉にハッとなった。指の隙間から見えたのは、古びた天井。ここが、神聖な道場である事を今さらながらに思い出す。先輩たちが汗と涙を流してきた修練の場で、こんな淫らな行為をするなんて許されない。
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			「やめて伊勢森さん！　こ、ここでは……」

			　にわかに罪悪感が湧き上がり、美紅の手を払いのけようとする。まるでそれを予想していたかのように、彼女は左手を下着に潜り込ませた。

			「──!?」

			　今度は声すら上げられない。大きく開いた唇をわなわなと震わせ、か細い息を漏らすだけ。下着越しなんて比較にならない。股間を、性器を、直に触られた衝撃を頭で処理しきれず、気が遠くなりかける。

			（なに、この感じ……？　私の中がムズムズして……。いや……いやぁ！）

			　本能的な恐怖におののき、身体をくねらせ逃れようとする。しかし美紅に肩をがっちりと抱え込まれてしまった。どうしようと考えるより早く、彼女が動いた。性器の縦溝を、指先の腹で素早く擦る。ひと撫でごとに生まれる強烈なパルスで身体が浮き上がる。

			「ひっ、ひぁっ、やぁぁんっ！　は、放して……。そんなとこ触るの……変だよぉ……」

			「触らなきゃオナニーになりませんよ。ほら、気持ちいいでしょ？」

			「あん、あ……。分かんない……分かんないよぉ」

			　イヤイヤをするように首を振り立てる。股間で脈打つそれが快感なんだろうか。柑奈には本当に分からない。ただ、身体が疼くたびに頭の中に靄がかかる。まるで何かに侵食されるように、思考が鈍っていくのが怖い。

			「ほら、聞こえる？　先輩のここ、いい音してますよ？」

			　言われるがままに耳を澄ます。美紅が指を動かすのに合わせ、静寂に包まれた道場に、ぴちゃぴちゃと、密やかな水音が響く。

			「こ、これって……」

			　一瞬、漏らしたのかと戦慄する。でも、粗相をしたなら、内腿にそれなりの感触があるはず。なら、少量の水気がそこにある理由といったら。柑奈が答えを出す前に、美紅がクスクス笑ってネタばらしをする。

			「アソコが濡れてる音。……女の子が感じてる音、ですよ」

			「そ、そんな事……感じてなんて……んひっ!?」

			　経験がないから詳しくないけど、こんな強引な愛撫で興奮を覚えるとは思えない。

			（でも……でも、そこすごく疼いて……あぁぁ……）

			　自分の身体が示す、この反応が理解できない。戸惑う柑奈にダメ押しするように、指の動きが速度を増した。股間の水音もボリュームを上げる。あまりに卑猥な音響に耳を塞ぎたくなるけれど、錯乱した両手の指は、床板を掻き毟るばかり。

			「ほら、こっちも……」

			「んひ!?　ふぁぁぁぁ……！」

			　しかも、新たな刺激が柑奈をさらなる混乱に陥れた。肩に回されていた彼女の左手が、剥き出しになった乳房を鷲掴み。膨らみの形を確かめるように掌で覆い、五本の指を蠢かして揉み上げる。そうかと思えば、押しつけた掌で円を描きながら乳首を転がす。日常的に目にしている身近な部分だけに、ある意味で、性器よりも屈辱を感じる。

			「う、くっ……ンッ！」

			　呼吸もままならない中で、それでも歯を食い縛って恥辱に耐えようとする。なのに、そんな必死さを嘲笑うかのように、美紅が頬に軽く口づけた。

			「ンもう、変に頑張らなくていいのに。オナニーは、気持ちよくなるためのものですよ。ほら……力を抜いて、頭を空っぽにして、感覚を素直に追いかけて……」

			「そんなの、でき……できない……無理、ふぁっ！」

			　言葉とは裏腹に、身体が火照る。こんな恥ずかしい目に遭わされて、素直になんかなれるはずないのに、股間と胸で生じる甘い痺れが、身体の隅々にまで行き渡る。まるで、美紅の囁きに誘導されるように。

			「どうしてこんな……あう、あうんッ」

			　自分の反応を理解できず、何度も問いを繰り返す。でも、答えてくれる人はいない。いるのは、身体を弄ぶ少女だけ。

			「乳首ビンビン。すっごく硬くなってます。それに、こっちも……」

			　粘った音を立て、彼女の中指が秘裂を掻き分けた。

			「ほら、だんだん柔らかくなってきた。分かりますか？　エッチぃ唇がぱっくり開いて、わたしの指をしっかり挟んで……。ちゅぱちゅぱ舐めるみたいに咥え込んでますよ。先輩ったら、女の子に触られて感じるなんて、相当にエッチなんですね」

			　うっとり熱い声が、実況しながら嘲笑う。それが自分の身体の事とは思いたくなくて、柑奈は無我夢中で首を振り立てた。

			「やぁぁっ。わ……私エッチじゃない！　あなたが変なコトするから……あんっ」

			　嘘を咎めるかのように、乳首を軽く抓られ腰が浮く。美紅の言う通りだった。胸の先端が張っている。痛いのに、初めての感覚なのに、それがいやらしいものだと本能で理解してしまう。性器なんてまともに見た事ないのに、目蓋の裏で、濡れた肉襞が指を舐めている光景が、ありありと映し出される。

			（やだ……私、何を考えて……）

			　頭を振っても、卑猥な映像は消えてくれない。股間と胸と、そして頬に触れる少女の唇が、熱くて甘い。愛撫もオナニーも知らなかった身体が、何かに目覚めようとしている。それが怖くて逃げようともがいたら、美紅が五本の指で淫裂を激しくくすぐった。

			「ひぁっ、きひぃぃッ！」

			　奇声が喉から迸り、堪らず両腕で美紅にしがみつく。これまでで一番の痺れに太腿が痙攣するけど、それだけじゃない。陰唇を震わせる妖しい刺激が、柑奈の股間に危機をもたらした。子供の頃から今に至るまで、しばしば訪れる、この切迫感。

			（も……漏れちゃう！）

			　今度は本当に失禁しそうな切迫感だ。トイレが近い柑奈には洒落にならない大ピンチ。でも見知って間もない後輩の前で、そんなみっともない姿は見せられない。前歯で唇を噛み締めて、体内を渦巻く未知の感覚嵐に必死に耐える。

			「は、ひ……ン、んくっ！」

			　目尻から零れ落ちた大粒の涙を、美紅に舐め取られる。彼女の舌の柔らかさと温かさが頭の芯を痺れさせ、彼女を突き飛ばしたい意思とは反対に、力いっぱい抱き締めてしまう。

			「先輩、いい顔してる。すっごく気持ちよさそう」

			「なってないっ。気持ちよくなんか……あん、ンあっ……！」

			　もう自分ではどうする事もできない。柑奈は美紅の首を抱き寄せて、熱い吐息が混じり合う距離で懸命に訴えかけた。何度もお願いを無視されてきたけれど、今度は聞いてくれないと困る。

			「いいですよ。イカせてあげます」

			　その言葉に、柑奈の胸を安堵が渦巻いた。間近で微笑む美紅の顔が上気している。濡れた瞳の淫靡な色に見詰められ、自慰も愛撫も関心なかったこの身体が、これから迎える何かを期待して一気に昂る。

			（で、でも……これでいいの？）

			　昂揚に沸く、その胸の奥底で、もう一度自分に問い直す。このまま奴隷になるのを受け入れていいのだろうかと。でも、淫熱に浮かされた思考はすぐに散らばってしまう。美紅も左手で自分の胸を包み、至近距離で顔を覗きながら右手を股間で激しく動かした。胸と恥裂を擦られ、身体の方が気持ちを置き去りにする。腰が、物欲しそうに躍りくねる。

			「はぁ、はぁ……先輩、イキそう？　ねえ、イッちゃう？」

			　まるで美紅の方が興奮しているように息を切らして問いかけてくる。柑奈は夢中で首を振った。イクという感覚が分からない。でも身体が何かに追い詰められている。まるで、風船に熱湯をパンパンに詰め込んで膨らませたように。

			「ねえ、私どうなっちゃうの？　伊勢森さん、助けて……ねえ、ねえ！」

			　軽く突かれただけで破裂しそうだ。そんな恐怖に震える柑奈の顔を、美紅が舌なめずりしながら覗き込んだ。

			「あ……あッ！」

			「先輩、イッちゃいそう。でも、さっき言ったように今日は初回サービスだから……。その代金、いただいちゃいますね」

			　その言葉の意味を考える前に、蕩けた笑みが降ってきた。熱い吐息と一緒に、何か柔らかなものが唇に触れる。それが彼女の唇だと理解するより早く、身体が電撃に貫かれた。
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			「ふぁ!?　はぅ、んぁ、ふきゅうぅぅぅっ！」

			　全身が痙攣する。手足の先まで硬直する。混乱した頭は考える事を忘れ、不躾な唇を振り払う事ができない。しかも、ほんの少しの隙間から、彼女の舌が伸びてきた。先端が柑奈のそれと触れた瞬間、甘い痺れが頭の芯まで揺さぶる。

			「ふぐ、ふぁぐっ、ふぁあぁぁぁあっ！」

			　全身が痙攣した。手足の先まで硬直する。完全に真っ白になった頭は考える事を忘れ、体内を吹き荒れる甘美な嵐に翻弄される。ガクンガクンと跳ねる腰を止められない。自分に何が起きたのか分からない。未知の体験を頭が処理できない。

			　でもひとつだけ、やっと実感の湧いた感触が。

			　彼女の唇が離れていく。それが剥がれる最後の一瞬、背筋を淡い痺れが走る。

			（キス……。私、女の子と……？）

			　初めてを同性に捧げた事に、その事実に呆然となる。恐る恐る、そこに触れてみる。

			（──ヒッ!?）

			　ゾクリと不気味なほどの心地よさが生まれ、慌てて指を離した。

			「あはぁ……先輩、すっごぉい……。初めてなのに、激しくイッちゃったぁ。ねえ、見て見て。先輩のエッチなお汁で、わたしの掌、こんなにぐっしょり……」

			　そんな混乱と戦っているとも知らず、美紅が濡れた指を見てうっとりしている。視界は涙で霞んで見えないし、聞く気にもなれない。できるのは、苦しい呼吸で喘ぐだけ。

			「あふ、はふ……ん、あ、あぅ……」

			　しかし、冷静さが戻るにつれ、腹立たしさも復活してきた。いくら部のためとはいえ、こんな辱めを、しかも年下の同性の娘から、どうして受けなくてはいけないんだろう。

			　その気持ちが表情に出て、胸元を掻き合わせながら睨み上げる。

			「おやおや、その態度は何ですかぁ？　わたしの協力がないと、先輩たちにいい思い出を残せませんよぉ？」

			　美紅が嘲笑の形に口元を歪める。柑奈は喘ぐ唇を噛み締めた。こちらから無理をお願いした以上、どんな条件でも受け入れると覚悟したのは自分。

			「んふふ……今日から先輩はわたしの奴隷。ご主人様に逆らっちゃいけませんよ。とりあえず、今度は先輩の方から誓いのキスをしてもらおっかな」

			　背筋を寒気が走った。それは、このエッチな事が今日だけではないという宣言。美紅が再び覆い被さってくる。触れ合う数センチ手前で唇を尖らせ、早く早くとキスをせがむ。

			（私、これからどうなっちゃうの……？）

			　今日までの日常が足元から崩れる。明日からの自分が変わってしまう。柑奈は、まるで奈落の底に落ちるような絶望感に苛まれながら、震える唇を美紅に寄せていった。

		

	

			第二章　可愛いなんて言わないで

			


			「や、あ……」

			　剣道場の壁板に背中を押しつけられて、柑奈は小さく喘ぎを漏らした。前からも美紅の豊かな胸に圧迫されて、身じろぎひとつできない。二人とも上着を脱いでブラウス姿。後ろが硬くて前方が柔らかい、感触が極端に違いすぎる板挟み状態。

			「どうですか先輩。これ、気持ちいい？」

			「そ、それより伊勢森さん……。練習とか、稽古を……」

			「もう……野暮だなぁ。そういう事を聞いてるんじゃありません」

			「……はぅ、んぁっ」

			　スカートに差し込まれた右手が内腿を上下に往復した。指先で撫でられるたび膝の震えが大きくなって、腰を抱かれていなければ、とっくに床に崩れ落ちている。

			「はぁ……はぁ……」

			　薄く目を開くと、美紅の肩越しに、窓から射し込む早朝の光と、それに照らされながら宙を舞う埃が映る。普通なら、まだ誰も登校してこない時間。ましてや今日は連休初日。周囲に物音ひとつしない空間で、女の子の温かさに包まれているのが不思議で、異世界にでも迷い込んだような気分になる。

			　昨日から、ずっとそんな感覚が続いていた。家でも、頭や身体がふわふわして、現実感が薄い。あのエッチな出来事は夢だったんじゃないか、なんて事まで考えたけど、美紅から呼び出され、こうして道場に来てみれば、昨日に続いての愛撫の要求。確かに何でもするとは言ったけれど、本当にこれが、美紅の望んだ事なんだろうか。

			「どうして……こんな事、するの……？　お、女の子同士で……楽しいの？」

			「先輩だって気持ちいいでしょ？　だって、すっごく蕩けた、いい顔してるんだもの」

			「そ、そんな顔……してない……んふぁっ」

			　反発しながら、柑奈の息が力なく鼻から抜ける。身体全体、痙攣するほど強張っているのに、どこにも力が入らない不可解な感覚。

			「ねぇ、もっと声を聞かせてくださいよぉ。こんな都合のいい場所があるんだから、遠慮しないで……ちゅっ」

			「こ……ここは、こんな事をする場所じゃ……ふ、あっ……んッ……きゅふぁぁ……っ」

			　首筋を吸われ、舐め上げられ、背中を駆け回るゾクゾクに堪えられず、抑えようとした声は呆気なく喉から迸る。確かに学園内のどこより見つかりにくいだろうけど、心身鍛錬の神聖な場での淫行に、どうしても罪悪感が拭いきれない。それより、質問をはぐらかされてしまった。改めて聞こうと思ったら、美紅がぐいっと胸を押し当ててきた。

			「ンあぅっ」

			　乳房が潰れるほどの圧迫感に息が詰まる。呼吸を整える間もなく、美紅が胸で円を描き始めた。ブラウス越しとはいえ、敏感な先端を捏ね回され、静電気のような痺れが下腹部も刺激する。脚を閉じて堪えようとするけれど、そこにはすでに美紅の指が。内腿の締めつけをものともせずに、下着の底をまさぐってくる。女の子の溝を撫でられ、淡い痺れが一瞬で身体を覆い尽くした。それが胸からの疼きと合流し、柑奈から力を奪い去る。

			「ふみゃあぁぁ……」

			　震える指を美紅の肩に引っ掛け、猫のような情けない声と一緒に、ズルズルとへたり込んだ。彼女は柑奈の頭を支えて、床に横たえてくれる。でも解放はしてくれない。身体を重ねるように覆い被さると、すかさず下着の底をずらした。性器が外気に晒され、柑奈の肩が緊張で強張る。さらに、美紅の指先が恥毛を捉えたのを感じて、身体が竦む。

			「ヒッ!?　……お、お願い伊勢森さん。これ以上は……」

			　肌を触られるだけでも慣れないのに、秘部へ直に接触される事には、どうしてもまだ恐怖を覚える。それに、あまりに突然で考える余裕がなかった昨日よりも、なまじ冷静に事態を捉えている今の方が何倍も恥ずかしい。美紅の肩を押し返す力も弱い。柑奈の声など聞こえていないかのように、彼女は割れ目の周囲をゆっくり撫で回す。

			「先輩の、熱くなってる……。昨日教えただけで、もう気持ちいいの覚えちゃったんだ」

			　独り言のような、少女の呟き。上擦った妖しい響きに逆撫でされ、背筋が痺れる。

			「そ、そんな事ない……ない…………ンッ」

			　彼女はＶ字にした二本の指で、秘裂の外縁をくすぐり始めた。直接性器は触られていないのに、激しい疼きに苛まれる。腰が浮き上がるのを止められない。

			「やんっ、どうして……んあ……あふンっ」

			「先輩ったら、腰クネクネさせて、やらしぃ。そんなに欲しいんですか？」

			「違……っ。欲しくなんか…………はぁぅン！」

			　薄い爪が鼠径部をなぞり上げ、再び淫裂の縁に戻ってくる。その悪戯じみた簡単な愛撫で、柑奈の背中がひとつ、激しく跳ねた。

			「ふふっ……可愛い」

			　美紅の含み笑いに視線を逸らす。身体を彼女に操られている気がして不満が募る。けれど、体内に居残る淡い痺れが、柑奈の意思とは無関係に、腰を物欲しそうにくねらせる。

			「先輩、触って欲しい？」

			　必死になって首を振る。今だってこんなに混乱しているのに、直に触れられてしまったら、間違いなく昨日のようになってしまう。頭の中が真っ白になって、浮き上がった身体がどこかに飛んでいくような。

			（あれが、イク……って事なの？　みんな、あれを求めてエッチしてるの？）

			　自分が自分でなくなってしまうような感覚なんて、怖いだけ。もう一度味わいたいとは思わない。そう思っていたけれど、こうして焦らされるのが、もっと辛いとは思わなかった。疼きは大きくなる一方なのに終わりが見えない。達する事もできず、もどかしさだけが延々と続く生殺し状態。

			（剣道で打たれて痛いのは我慢できるのに……）

			　求めてしまえば、きっと楽になる。でも美紅に負けるのは嫌だ。心の中で、欲求とプライドの天秤がぐらぐら揺れる。それを何とかプライド側へ傾けようと、歯を食い縛る。

			「せんぱぁい……」

			　なのに、身体を重ねた美紅の吐息が、耳の奥までくすぐった。頭の中を直接掻き回されたような衝撃が、柑奈の意固地を力ずくで突き崩す。

			「ひッ、だめ……だめぇっ！」

			　腰を浮かせた拍子に指の腹が割れ目に食い込んで、身体が歯止めを失ってしまう。無意識に脚を広げ、両手で美紅を抱き締める。彼女もそれに応えるように、激しく陰唇を震わせた。焦らされ続けた淫裂に抵抗できる力は残されていない。あっという間に、頭が真っ白になる領域へと追い込まれる。

			「や、やだっ。また……また私……んぁ、ンあっ！」

			「先輩、イキそう？　イク時はイクって言ってくださいね」

			　そう言われても、タイミングなんて分からない。股間の痺れに翻弄されて、全身をガクガク震わせるだけ。その感覚から逃れようと身体を暴れさせるけど、彼女の脚に膝を搦め捕られ、脇から回った腕に肩もしっかりホールドされて、全然動けない。肉食獣に押さえ込まれた獲物のような焦りを覚える中、あの破裂しそうな感覚が一気に膨らんだ。

			「やだやだ、変に……変、こんなの…………や、あぁっ！」

			「イク、だよ、先輩！」

			「イク……イク、イク。イッ……くぅぅぅっ！」

			　空っぽになった頭が、何の疑問も持たずに美紅の言葉をなぞる。抗いきれない痺れが体内を駆け巡って、手足をピンと強張らせる。

			「んぁ、あふ、んふ、んふぁ……っ」

			「気持ちよかった？」

			　頬を染めた美紅が、勝ち誇ったように唇を舐める。柑奈は喘ぎながら顔を背けた。否定するためじゃない。悔しかったから。彼女の指に与えられたものを、紛れもなく、気持ちいいと感じてしまったから。そして「イク」と言葉にした事で、絶頂がどんなものかも改めて実感してしまった。それを認めたくなくて、顰め面で口をつぐむ。

			「どうやら立場が分かってないみたいですね」

			「ひっ！」

			「剣道部を助けられるのは、わたしだけ、なんです。それを忘れないでくださいね」

			　美紅が太腿を軽く抓った。痛みを与えるほどじゃない。なのに、怒ったような声との相乗効果で、柑奈を萎縮させるには十分すぎた。

			「は、はい……」

			　恐怖感で、つい敬語になってしまった。彼女は柑奈を見下ろして、満足げに微笑む。

			「それからぁ……先輩は、わたしのエロ奴隷なんです。それも忘れちゃイヤですよ？」

			


			　奴隷に「エロ」が付いた。美紅は、あくまでも性的に柑奈を苛めるつもり。それが明確になった事で、ますます目の前が暗澹あんたんとなる。しかし、もはやタイムリミット。今さら、彼女にご辞退願うわけにはいかなかった。

			　全員が揃っての練習前。ギリギリのタイミングで念願の五人目を獲得し、部長はすっかり舞い上がっていた。美紅の紹介も、おのずと浮足立ったものになる。

			「えー、彼女が伊勢森美紅さんでーっす。度重なる交渉の末、めでたく！　剣道部への入部を了承いただきましたー。はいっ、みんな歓迎の拍手ぅー。そして、伊勢森さんを連れて来てくれた柄原の尽力にも拍手ぅ」

			　それに対する拍手要員は、三年生の二人だけ。まばらな音を補うべく、両手を振ったり指笛を鳴らしたり、派手な歓声を上げたりした。

			「いらっしゃーい！」「よろしくー！」

			　一年生に対して媚びすぎの歓迎ぶり。それを、柑奈は複雑な心境で見ていた。

			　ひとまず廃部回避の第一関門はクリア。でもそのために、とんでもない秘密を抱えてしまった。美紅と交わした契約内容を知ったら、先輩たちはどう思うだろう。それを良しとする人たちではないのは、間違いないけれど。

			（怒るかな。……どっちを怒るだろ。私？　伊勢森さん？）

			　三年生たちが大喜びするほどに、罪の意識が大きくなる。他に手段はなかったか、探せば別の人材もいたんじゃないかと、そんな事ばかり考えてしまう。

			　思考を迷走させながら、ふと美紅を見る。そういえば、紹介されている間、彼女はずっと無言。今日は自分の防具を着用し、髪もポニーテールにしている。ほんの一時間前まで柑奈をエッチ責めしていたとは思えないほど、凛とした少女剣士の出で立ち。

			「ちょっといいですか？」

			　その彼女が、騒がしい先輩たちを黙らせるように、静かに、小さく、手を上げた。

			「確かに、一応は剣道部の活動に協力はしますけど、正式に入るとは言ってません。とりあえず仮入部、という事にしてもらえませんか？」

			　歓迎ムードが一転、ざわっと、不穏な空気が流れる。

			「ど、ど……どういう事？」

			　誰より柑奈が一番焦った。動揺して半歩踏み出す。入部してくれると約束したから、恥を忍んでエロ奴隷なんてふざけた契約までしたのに。すると美紅は、その無言の訴えかけに答えるように、でも目線は部長に向けて話を続けた。

			「みなさんの実力が、わたしに見合っているとは思えなくて。なので、ちょっとテストをさせてください。それで、入部するかどうか決めたいと思います」

			　傲慢な申し出に、全員が息を飲んだ。入部テストなんて、普通は新入生が受けるもの。それを、逆に先輩たちを試すと言っている。確かに彼女は全国優勝経験のある実力者。しかしそれも中学の部での話。上級の剣道ともなれば、試合の激しさは段違いになる。

			　当然、一年生の舐めた態度に、三年生たちの表情が険しいものになった。

			「いいよ、勝負しよう」

			　部長の即決を受け、美紅が不敵な笑みを浮かべる。他の三年生も、挑発に憤ったのか、竹刀を握り直す。すでに試合をする流れになって、柑奈は口を挟めない。

			「あ、柄原先輩は大丈夫です。昨日、軽く立ち合わせていただいたので」

			　美紅が可愛らしく小首を傾げる。その仕種が憎らしい。とはいえ、彼女の力は軽くどころではなく思い知らされた。ただそれは、自分の実力不足のせいと思う部分もある。

			（三年生なら勝てるかも……。ううん、きっと勝てる！）

			　エロ奴隷なんて侮辱を受けた腹いせか、その展開を期待してしまう。でもその場合、たとえ美紅が入部したとしても、生意気を言った下級生というしこりが残る。今後の人間関係に悪い影響を及ぼしてしまうんじゃないだろうか。

			「柄原は審判をお願い」

			「あ、はいっ！」

			　迷走する柑奈に部長が声をかける。柑奈は主審を任され、他の三年生が交替で副審を務める。両手に紅白の旗を持ち、試合をする両者に場内に入るよう促す。それに従い、まずは、先鋒を担う先輩が前に進み出た。

			


			　三年生は、一本も取れなかった。鍔迫り合いに押し負けて跳ね飛ばされたり、竹刀を打ち据えられて両手から放してしまい、反則負けになったり。三人目の部長が時間いっぱいまで粘った時は期待が膨らんだけど、結局、美紅の綺麗な横薙ぎに敗れ去った。

			　まさか昨日の自分と大差ない試合が展開されるとは思わず、柑奈は呆然となった。

			「ど……胴あり。それまで！」

			　勝敗の宣言を、一瞬だけ躊躇する。しかし主審が一方に肩入れするわけにはいかない。非情な宣告をする柑奈を、副審役の先輩たちが恨めしそうに見る。その彼女たちも、苦渋に満ちた顔で美紅側の旗を上げている。

			　試合を終えた二人が面を外す。額から汗を流している顔は、どちらも何を考えているか窺えない無表情。

			「あははは！　聞きしに勝るとはこの事ね。頼もしい子が入ってくれて嬉しいわ！」

			　重苦しい空気が流れ始めた、その時、部長が大声で笑い出した。部員たちが呆気に取られているのを尻目に美紅に近寄り、彼女の肩に両手を乗せる。

			「で、どうだった。私たちは」

			　そうだった。これはテスト。柑奈だけでなく、負けにショックを受けていた三年生たちも、その事を思い出す。

			「だいたい想定通りでした。みなさん基礎体力が足りません。特に下半身が弱いです。足腰が鍛えられていれば、押し合いになっても飛ばされる事はありません。心肺機能も強化されて、試合終盤で息切れする事もなくなると思います。自分の体格に合わない技を使いたがる人もいるし……」

			　美紅が視線を巡らすと、何かしら身に覚えがあるのか、全員がサッと目を逸らす。

			「申し訳ありませんけど、この調子では、せっかく頭数を揃えても一回戦の突破も怪しい気が……。あ、それから……」

			「ストップ、ストーップ！　いっぺんに言われても分かんなくなっちゃうよ」

			　際限なく続きそうな駄目出しを、部長が慌てて止めた。

			「でも、そこまで弱点が見えているなら、お願い。試合に出るだけじゃなくて、私たちのコーチもしてくれないかな」

			「えー……」

			　美紅が不服そうに顔を顰めた。明らかに、負担が増えるのを嫌がっている。そんな話は聞いていないと言いたげな、恨めしい視線が柑奈に向けられる。

			（お願いっ）

			　柑奈も先輩たちの後ろで両手を合わせた。調子に乗って指摘しまくったのはそっちだろうと突っ込みたいところではあるけれど、美紅に鍛えてもらえれば部の強化が図られるのは間違いない。彼女の眉が、不機嫌そうに一層歪む。それでも必死に拝んでいたら、諦めたように肩が落ちた。

			「分かりました。わたしにお手伝いできる事があるなら……」

			「ありがと……」

			「でも、期限を切りませんか？」

			　部長のお礼を、美紅の強い口調が遮る。

			「強化するにも、時間はあまり残されていないはずです。そうですね、夏休みまでに成果が見えなければ、仮入部は取り消しで」

			「確かにダラダラやるよりは、それくらいの緊張感とか危機感を持った方が集中できるかもしれないね。それに私たちには、あなたの提案を拒否する余裕もないしね」

			　部長が頷き了承する。すると美紅は、急にお行儀よく両手を前で組み、先輩たちに向かって深々と頭を下げた。

			「色々と失礼な事を言ってすみません。でも、あのっ。やるからには全力でお手伝いさせていただきたいので！」

			　完敗した相手に殊勝な態度に出られ、先輩たちも慌てて頭を下げた。

			「いえいえ。こちらこそ、よろしくお願いします」

			　揃ってペコペコお辞儀合戦。一見すると和解したようだけど、全然違う。

			　美紅は、この短い時間で、部の頂点に立つ事に成功したのだ。

			（せっかくだから、一番偉くなってやろうってわけ？）

			　新入りが一番強いのは、多分、誰でも面白くない。頭では分かっていても、気持ちで納得できない時もある。その面倒を、美紅は一気に片付けてしまった。暴言で挑発し、圧倒的な実力差で叩きのめし、そして最後に、実はすべて部を思っての事なんですぅ、なんて心にもない態度でへりくだり、見事に懐に入り込んだ。

			（よく頭の回る娘だなぁ）

			　もちろん、腕に自信がなければできない芸当。柑奈は、呆れながらも舌を巻く。

			　ただ、コーチの依頼は本当に想定外だったみたいだ。部長たちが目を離した隙に、顰めた顔で溜息を漏らしたのを、柑奈は見逃さなかった。その視線に気づいた彼女が、ツカツカと寄ってきて、耳元に囁く。

			「試合に出るだけだと思ったのに……。後で見てなさいよ」

			　背筋が寒くなった。脳裏に「お仕置き」の言葉がよぎる。どんな報復をされるのかと戦慄が走る。それが、股間に直接響いて、柑奈をさらに困惑させる。

			（な、なにこの感じ……）

			　漏らしてしまいそうな熱さと焦燥感。無意識に内腿を擦り合わせる。凍えるように震える身体を、思わず自分で抱き締める。すると美紅の唇に、フッと妖しい笑みが浮かんだ。

			「ま、二か月くらいのお付き合いで終わるかもしれませんね」

			　そう言いながら、脇を通り過ぎる。その嘲るような声に身震いしか覚えなかったけど、たっぷり三分も経ってから、その言葉の重要性に気がついた。

			（もしかして……この娘、最後まで付き合うつもり、ない？）

			　判断するのは美紅なのだから、成果が上がったかどうかなんて、何とでもごまかせてしまう。期限が来た時点で、自由にサヨナラできてしまうわけだ。夏休みまでというのも、最低限の義務は果たしたと言える、程よい期間かもしれない。

			（なかなか計算高い……なんて感心してる場合じゃないっ）

			　彼女にやめられてしまったら、再びメンバー不足の危機に陥る。何としても残ってもらわなくては困るのだ。でもそれは同時に、奴隷契約が継続する事も意味する。今も身体を苛むこの疼きと、身体を弄ばれる恥辱に耐え続けなければならない。

			


			　翌日から早速、美紅先生考案の練習メニューでの特訓が始まった。

			　校舎周回のランニングやスクワット、ダッシュなどで下半身の徹底強化。次は芝生で腕立て伏せ。背中に人を乗せてのハードなもの。連休中なので朝からみっちり、しかも面と小手以外の防具という重しを着けた状態で。今までは屋内で軽い準備運動をするだけだったので、慣れない屋外での基礎運動に、みんな激しく息を切らした。

			「三分休憩後、スクワットからをもうワンセット！」

			　芝生に転がる部員たちを見下ろして、木刀を肩に担いだ美紅が指示を飛ばした。濃紺の道着に身を包み、きりりと眉を吊り上げた様は、とても年下とは思えない迫力。とはいえ、さすがに三分程度で疲労が取れるとは思えない。部長が飛び起きて疑問をぶつける。

			「さ、最初から飛ばしすぎじゃない？　オーバーワークは逆効果じゃあ……」

			「この程度で音を上げていたら、全国は狙えません！」

			「ぜ、全国なんて言った覚えは……」

			　鬼コーチと化した少女は苦情を受け付けず、腕時計で非情に時間を計るのみ。そんな姿を見上げながら、柑奈は一人で頷いていた。彼女に愛撫される時、金縛りに遭ったみたいに身体が動かせなくなる理由が分かった気がして。

			（あれは体力差のせいだったのか）

			　その言い訳に、自分でも違和感を覚える。果たしてそうだろうかと思わなくもないけれど、そういう事にした。

			「はい、三分経過！　スクワット開始！」

			「えぇ～！」

			　先輩たちが情けない声を上げる。でも美紅に従うと約束した以上、逆らうわけにもいかない。悲鳴を上げる脚に鞭打って、後輩の号令に合わせる。

			　おかげで道場に戻っても、膝が震えて、まともに竹刀を振れない。

			（今度は嫌われてやめる作戦に出たのかな？）

			　そう疑いたくなるスパルタぶり。でも、練習後の美紅の対応は、またも柑奈の判断を修正させた。彼女が、全員にマッサージを施すと申し出たからだ。強張った筋肉がほぐれていく感覚に、先輩たちの顔がだらしなく蕩ける。

			「ふわぁ～。なにこれ、すっごく気持ちいいぃ～」

			　美紅に脚を揉まれるたび、うふんあはんと悩ましく悶え喘ぐ。その声色と表情は、柑奈に性的なものを連想させた。本人たちに他意はないと分かっていても「あの時」の声にしか聞こえない。

			（伊勢森さん、わざとやってるんじゃないでしょうね!?）

			　顔は火照るし、脚の間も悩ましくなる。正座で見学するふりをして、太腿に手を差し込む。身体の中心に近い場所を押さえて、ムズムズをごまかそうとした。でも、疼きは大きくなるばかり。変な事を考えているなんて知られたくなくて、顔を伏せる。

			「……柄原先輩」

			「は、はいッ！」

			　いきなり美紅に名前を呼ばれ、慌てて脚の間から手を引き抜いた。でも、彼女の顔は平然としたもの。自慰まがいの行為がばれたわけではなさそうだ。

			「もしかして、私の番？」

			　胸を撫で下ろしながら尋ねると、彼女に、想定外の宣告をされた。

			「いいえ。柄原先輩だけ居残り練習です」

			


			　今日の練習で、良くないところがあったんだろうか。道場の中央で木刀を担いだ美紅と向かい合い、柑奈は狼狽していた。

			　二人とも、防具は外して道着だけ。竹刀すら持っていない。技の練習ではないらしい。体力づくりは飽きるほどやっていたので、その続きとも思えない。

			（となると……またエッチな事!?）

			　そちらの可能性の方が高い。にわかに警戒心が湧き上がり、自然に半身の構えになる。

			「これから、先輩用の特別メニューを行います。……その顔はエッチぃ事を考えているようですが、違います」

			「え、え、えええ、エッチぃ事なんて考えてません！」

			　図星を指されて狼狽する。顔面も真っ赤になっているのは間違いない。

			「え、あれ？　じゃあ……何をするの？」

			「ほら、やっぱりエッチな事考えてた。先輩、やらしーなー」

			「違います！　話を先に進めてっ！」

			　木刀を天秤棒のように担ぎ、腰をくねくね回転させる美紅を叱りつける。彼女も時間の無駄は本意でないのか、すぐに真面目な顔に戻った。

			「柄原先輩は、体格の割に、部の中ではスタミナがある方みたいです。なので、予定より早く専用メニューを開始する事にしました」

			「……て事は、元から何か考えてたの？　私だけに？」

			「はい。スタミナはともかく、先輩って弱点だらけなので」

			　カチンときたけど、美紅の目から見れば、そうなんだろう。せっかくご指導いただけるというのだから、腹立ちを抑えて表向きは素直に従う。

			「それで、何をすればいいの？」

			「鬼ごっこしましょう。あ、怒りましたね。からかってるわけでも冗談でもありません。れっきとした、俊敏性の特訓です。自覚あると思うんですけど、先輩って、背が低いですよね。なので、逆にそれを活かした戦い方をしてはどうかなって思ったんです」

			　柑奈の表情を読んだのか、先回りで説明された。その頭の回転の速さも気に入らないけど、彼女の指摘通り、低身長は大きな悩み。リーチが短くて、なかなか相手の懐に入れない。逆に、間合いの外から打たれてしまう事も多い。

			「そんな方法があるの？」

			　苛立ちも腹立ちも持続はしている。けれども、彼女があまりに自信たっぷりで、頼ってみてもいいのではという気持ちも強くなる。

			「じゃ、わたしが鬼です。先輩は逃げてください。はい、スタート！」

			「え、え!?」

			　質問に答えることなく開始された。心の準備もできていないし、とにかく急かされるまま道場内を走り回る。多少は手加減してくれるのかと思ったら、まったくだった。最初の一回は、十秒も経たずに捕まってしまった。

			「先輩、真面目にやってください。特訓にならないじゃないですかぁ」

			「急に始めるからだよ！　それと、何分逃げれば合格なの？」

			　ルールが不明確では、頑張れるものも頑張れない。

			「そうですね。じゃあ、今日は三分で」

			「さんぷぅんっ!?」

			「文句言わない。はいスタート！」

			　また急に始められた。多少身構えられたとはいえ、準備不足なのは同じ。きゃあきゃあ騒ぐだけで、さっきよりも短い時間で美紅に袖を掴まれた。

			　それから何度繰り返しても結果は同じ。一番良くて三十秒。それ以上に記録を伸ばせない。さすがに美紅も呆れ、腰に手を当て溜息を吐く。

			「もーっ、俊敏性って言ったでしょ。考えずに逃げてどうするんですか。わたしの動きをちゃんと見て、直線的に！」

			「そ、そんな事を言われても……今日は脚が疲れて……。動きをよく見て……直線的？」

			　膝に手を突き、息を切らして文句を返す。汗も大量に流れ落ち、ぽたぽた床に落ちていく。でも確かに、これでは埒が明かない。せっかくくれたヒントを、酸素不足の頭で考察する。そういえば、柑奈は壁に沿って丸く走っていたけれど、美紅はその先を読んで真っ直ぐ突っ込んできた。円よりは線の方が移動距離は短い。単純な理屈だけど、逃げる方にもうまく適用できるだろうか。

			　パンと美紅が手を叩く。今度は、すぐには動かなかった。彼女と距離を取って、じりじりと睨み合い。体重を右にかけると、彼女がそちらにダッシュした。でもそれはフェイント。素早く逆側に切り返す。

			「逃がすかっ！」

			　不意を突かれた美紅が、床をキュッと鳴らし、鋭い角度で方向転換。横っ飛びで柑奈を確保。それはいいけど、アタックの勢いを殺せずに、抱き合いながら床を転がる。

			「きゃあぁっ！」

			　二人の悲鳴も一緒に回転し、壁に激突する寸前、下になった柑奈が美紅を抱える格好でなんとか止まる。

			（びびび、びっくりしたぁ～……）

			　危ない目に遭った驚きで、しばらく動けなかった。美紅も怖かったに違いない。無言で柑奈にしがみついている。身体を密着させているせいか、厚い道着を通しているのに、彼女の速い鼓動が聞こえてくるかのようだ。

			　小生意気で憎らしいと思ったけれど、不意のトラブルに怖がっている様子は普通の女の子。のし掛かる重みも、今は何だか心地いい。

			　とはいえ、いつまでもこの状態というわけにはいかない。

			「い、伊勢森さん……。今日は、この辺で……」

			　疲労も溜まっているし、大きな事故になる前に撤収した方がいい。顔を伏せた少女の肩を軽く叩いて、身体の上から降りるように促す。でも、彼女は、小さく身じろぎしただけで動こうとしない。まるで眠気に襲われた子供がするように、首筋に顔を埋めてくる。

			「伊勢森さ……」

			「先輩、汗臭い……」

			　もう一度声をかけようとしたら、彼女がクンと鼻を鳴らした。

			「…………きゃあぁぁぁぁッ！」

			　思わず両手で美紅を突き飛ばす。手足を不格好にバタバタさせながら後退し、襟を両手で掻き合わせる。

			「へへへ、変な事言わないで！」

			　練習後に汗臭いなんて当たり前だけど、人に言われたら恥ずかしいに決まっている。

			（ていうか、そんなの伊勢森さんだって知ってるでしょ！）

			　尻もちをついた彼女が、意地悪くニヤニヤ笑っている。少し時間を巻き戻し、さっき、少しでも可愛いと思ってしまった自分に騙されるなと言ってやりたい。

			「すみません。失礼な事を言ったお詫びに、今日の作務さむは、わたしが一人でやります。先輩はお先にシャワーをどうぞ」

			「え、でも……」

			　作務は、仏教や武道で言うところの作業や掃除。ここでは主に雑巾がけを意味するのだけど、それも修行の一環なので、いくら後輩のお詫びとはいえ、サボるのは気が引ける。

			「やっぱり駄目だよ。わたしもやるから……」

			「まぁ、そう言わずに。わたし的にもペナルティがあった方が、気が楽です。それに、今日は三年生の先輩たちもやらずに帰りましたよね」

			「それは、私たちが居残りで使うから……」

			「いいからいいから」

			　柑奈の言い分は聞いてもらえなかった。どうしても罪悪感が残るけど、明日、二倍やればいいと、自分を納得させる事にした。

			　そして、何だかんだ言ったところで、温かいシャワーは気持ちいいもの。

			「ふーっ……」

			　お湯を浴びると、身体がほぐれていくのを感じる。自然に吐息も漏れてしまう。

			　道場に併設されたシャワー室は、半個室。薄い仕切りがあるだけで、扉はない。それが六つ、一列に並んでいる。去年まではそれなりに部員がいたから、順番待ちが発生する時もあった。それが今は余ってしまうのだから、生徒会に贅沢と指摘されても無理はない。

			　しかしとにかく、今はこのお湯の恩恵を満喫する。

			「そういえば、居残りのせいで、私だけ伊勢森さんのマッサージ受けなかったなぁ」

			　先輩たちの気持ちよさそうな顔を見たら、少し残念な気がしないでもない。しかし、すぐにハッとなり、慌てて首を振る。

			「いやいやいや。身体を触らせたら、何をされるか分かったものじゃない」

			　人前で愛撫をするほど大胆とは思わないけど、用心に越した事はない。一瞬の油断を洗い流したくなって、追加のボディソープを全身に塗る。

			　その時、シャワー室の扉が開いた。鼻歌交じりの軽快な足取りで美紅が入って来る。

			「──きゃっ！」

			　思わず悲鳴を上げてしまった。何もされていないのに、全裸というだけで警戒心が自動的に作動する。でも、彼女は一礼しただけで、柑奈の背後を通り過ぎた。そして一番奥のブースに入ってしまう。どうやら、普通に汗を流すつもりみたいだ。

			「ふーっ……」

			　ひとまずは緊張を解く。彼女が変な気を起こす前にと、泡立ち前のソープを急いで流そうとした。

			「せーんぱいっ」

			「きゃあっ！」

			　背中にぴたっと美紅が貼りついた。本気の悲鳴が迸り、ヘナヘナと座り込む。予想していたはずなのに、まんまとフェイントにかかってしまった。己の不甲斐なさを噛み締めながら、仕切り板に手を突いて立ち上がろうとする。でも下半身に力が入らない。ぺたりと尻もちをついてしまう。

			「あ、あれ……あれ？」

			「あ、すみませーん。腰、抜けちゃったみたいですね」

			　見上げた美紅が、頭の後ろに手を当てている。でも舌をぺろっと出しているのは、とても謝罪の態度じゃない。柑奈は必死に身体を丸め、見られて困るところを必死に隠す。

			「わざと？　ねえ、わざとなの!?」

			「先輩の腰が抜けた事ですか？　そんなの、狙ってできるわけないじゃないですか。不可抗力ですよ」

			　それはそうだ。怒りが行き場を失い、柑奈は唇を不満げに曲げる事しかできない。

			「でも参ったなぁ。本当は、わたしが先輩に背中を流してもらおうと思って、シャワー室に誘導したのに」

			「やっぱりわざとじゃない！」

			「いやだから、腰の件はホントに計算外ですってば」

			　苦笑の美紅が手を伸ばす。きっと嘘じゃないんだろう。でも馬鹿にされているようで、それを掴む気になれない。対処に迷って横を向くと、彼女は「ありゃ」と困り顔。

			（それにしても……この娘、恥ずかしくないの？）

			　柑奈とは逆に、前を少しも隠そうとしていない。見てはいけないと思うのに、どういうわけか視線を外せず、すらりとした肢体をチラチラと盗み見てしまう。

			　武道で鍛えているだけあって、無駄なく引き締まったボディライン。滑らかな白い肌。その中にあって、豊かに膨らむ柔らかそうなバストに生唾を飲み込む。

			（服の上からでも大きいと思ってたけど……なにこれ、私の倍はあるんじゃないの？）

			　柑奈がリンゴとすれば美紅は特大メロン。その例えは大袈裟としても、少し身体を動かすだけで重そうに揺れるのが、妬ましい。目を移すと、下腹部には淡い陰り。繊細な癖毛が、そこだけ恥ずかしげに小さな面積で生い茂っている。

			（──って、何をジロジロ見てんの私！）

			　今度こそ慌てて視線を逸らす。裸を盗み見られていた当の本人は、気づいているのかいないのか、飄々ひょうひょうとしたもの。

			「分かりました。じゃあ……お詫びに、わたしが先輩の背中をお流しします」

			「い、いいよ。自分でするから……」

			「まぁまぁ、遠慮なさらずに」

			　彼女は、動けずにいる柑奈の背後に素早く回り、粘液状のボディソープを、ボトルから直接背中に垂らした。

			「ひゃんっ。……あふぅん」

			　温まった身体に冷たい液体。温度差に悲鳴を上げると同時に、美紅の左右の掌が背中を撫で始めた。不審な動きをされないか警戒して身を硬くした矢先、手に代わって柔らかなふたつの何かが押しつけられた。

			「ちょ、なにして……」

			「おっぱい洗いでーす。気持ちいいですか？」

			　彼女の乳房が何度も背中を上下する。柔らかな先端の、蕾のように硬い乳首にくすぐられると、ゾクゾクと震えるような心地よさが全身に走って、ゆっくりと息を吐いた。硬い蕾の先端が二本の縦線を描くように動いたかと思えば、片方だけで背筋の中心を逆撫でする。肩甲骨で円を描き、乳房が潰れるほど思いきり押しつけてくる。
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			「ふぁ……あ、あぁ……」

			　柑奈は知らず知らずのうちに目を閉じて、背中の感覚に集中していた。そこは意外に鋭敏で、乳首と乳房の感触が、美紅の動きが、手に取るように分かる。

			　そして美紅も、無言でサービスに集中していた。

			「ん……うん、んふ……ン……」

			　背後から聞こえてくるのは、流れ続けるシャワーの音と、ボディソープの泡立つ小さな粘着音。そして、熱心に身体を動かす彼女の静かな吐息。それらが心地よく耳の中で溶け合い、催眠術にかかったように柑奈を陶酔させていた。自分の胸を覆っていた腕からも力が抜けて、伸ばした膝の上に落ちる。

			　だから、彼女の手が胸を触ってきた時も、違和感を覚えなかった。

			「はぁ……」

			　乳房の下を撫でられて、深く息を吐きながら彼女の肩に頭を預ける。背中の特大メロンは動きを止め、掌が、小玉リンゴやお腹にボディソープを塗りつけていく。

			（なんか……気持ちいい……）

			　思考は放棄され、肌を這う指先だけに酔い痴れる。気づけば脱力した身体は滑り落ち、床に伸びている。そんな夢心地で悶えていたら、急に鮮烈な電流が走った。

			「…………ひぁぁっ!?」

			　覆い被さってきた美紅が、指先で乳首を跳ね上げたのだ。蕩けた身体で唯一、そこだけ硬くなっていた乳蕾。軽く弾かれただけで、感電したような悲鳴を上げてしまう。

			「先輩……」

			　彼女はうっとりと呟き、身体を重ねてきた。薄い笑みの唇を、くるりとひと舐めして唾液で濡らし、思いきり首筋を吸引する。両の乳首も抓り上げられ、さっきまでの緩やかな愛撫から一転、激しい痺れに見舞われて、柑奈は逃げようと上体を起こす。

			「だーめ。逃がしませんっ」

			「ひゃあっ!?」

			　両足を持ち上げられ、背中は床に逆戻り。ついでに膝裏を肩に担がれ、腰まで浮き上がってしまう。そうなると必然的に、美紅の顔は股間に接近。

			（見てる……見られてる!?）

			　まじまじとした視線を秘裂に感じ、羞恥で気が遠くなりかける。それをいい事に、不躾な指が無断で恥襞を掻き回し始めた。おかげで意識は取り戻したものの、せっかく回復しかけた腰が、再び脱力してしまう。

			「ひ、あ……だめ……触っちゃ……はぅんっ」

			「先輩のここ、もうトロトロじゃないですかぁ。これじゃ、せっかく洗ってあげても意味ないなぁ。わたしにおっぱい触られるの、そんなに気持ちよかったんですか？」

			　ふるふると首を振る。でも口では否定できなかった。朦朧としていたとはいえ、快感を認めてしまったのは事実だから。

			「でも……んふっ、こっちはカチカチですね」

			「え……ひぃっ!?」

			　美紅の人差し指が、股間の上端を転がすように撫でる。たったそれだけで、感電するような快感に正中線が貫かれた。乳首責めの比じゃない。絶頂したかのように、一瞬、頭の中が真っ白になった。

			「な、なに今の……。すっごく……すごい、あひぃンッ！」

			「すっごいでしょ。ここが、あのクリトリスです。オナニーした事ないと分からないかもしれないけどぉ、ここが、女の子の一番気持ちのいいところなんですよ。わたし、自分でする時は、いつもここでイッちゃうんです」

			　そんな個人情報は知りたくない。というか、柑奈は半分も聞いていなかった。美紅の指が陰核を撫でるたび、思考が麻痺していく。

			「あぁ……ンッ……んぁぁああっ」

			　声が勝手に漏れる。気持ちが受け入れる前に、身体が快感を欲しがっている。美紅の手首を掴んだ手も、それ以上は動かずに愛撫の邪魔をしようとしない。それどころか、痙攣する脚を、だらしなく開いてしまう。

			「先輩ったら、気持ちよくなっちゃってるぅ。でも……指ばっかりじゃ飽きたでしょ？」

			「そんな事は……んくっ」

			　飽きるどころか、慣れてもいない。触られる羞恥に身体が竦む。

			（これ以上、何をするつもりなの？）

			　その疑問に答えるように、異様な感覚が秘裂を襲った。指とはまるで違う、柔らかくて弾力のある何かが、女性器を下から上へ逆撫でする。

			「──ヒッ!?」

			　驚きのあまり短い悲鳴しか出ない。慌てて自分の股間を見れば、美紅が、そこに顔を埋めている。彼女は上目遣いの瞳で微笑みかけると、その目蓋を伏せて口元を動かした。

			「ん、んあ……はぁぁぁあぁぁうっ！」

			　今度は喉から声が迸った。信じられない。美紅が、性器を舐めている。舌の表面全部を押しつけて、ゆっくりと何度も舐め上げる。その動きに合わせるように背中が反り、強張った指で固い床を掻き毟る。

			「伊勢森さん、何して…………はぁうッ！」

			　止めようとしたら、舌先で陰核を弾かれた。身体が硬直し、チロチロ陰唇をくすぐるのを許してしまう。そのたびにお尻が跳ね、腰が躍ってしまうのを止められない。

			「やめて！　そんなとこ汚い……」

			「綺麗に洗ったから大丈夫れふ……。ん、ちゅっ。それより……れろっ、わらひのクンニは……気持ちいいれふか？　ちゅ、ちゅぱ、れろれろ、じゅるっ」

			「はぁぁぁぁんッ」

			　返事なんてできなかった。彼女の舌が、絶え間なく快感を送り込んでくる。指とは異質な動きで蠢いて、陰唇や陰核を激しく震わせる。頭はもちろん手足の先まで快感に埋め尽くされたように、何も考えられなくなる。

			（女の子が……女の子のそこを……!?）

			　浮かぶのは、当然の疑問。それすら、快感の大波が力ずくで押し流す。

			「やめて、やめて……。おかしくなっちゃう！」

			　未知の感覚が怖くなって、美紅の頭を太腿で挟んだ。しかし彼女は意に介さない。それどころか、より深くにまで舌先を突っ込んできた。

			「ひぃぃぃぃッ！」

			　突かれたのは、ほんの数ミリ。でもそうとは思えないほどの衝撃が、一瞬で頭まで走り抜けた。全身が強張って弓なりに反る。なのに股間の亀裂だけが緩んで、どろりとした蜜を零す。お尻にまで垂れそうなそれを美紅の舌が掬い上げ、再び恥裂に塗りつける。

			「んふぁ、あふ、ンぁ、あッ！」

			　もはや、意味不明の短い吐息で喘ぐ以外に何もできない。美紅の手に太腿を押し返されて、恥ずかしいＭ字の開脚を強いられても抵抗できない。

			「やだやだ、こんな格好……あぅンっ！」

			　大きく開いた彼女の唇が、柑奈の性器全体に覆い被さった。キスで口を塞がれたのと同じ感覚に陥って、自ら言葉を飲み込んでしまう。彼女の頭を押さえた手も、離そうとしているのか股間に押しつけているのか、自分でも分からない。温かい口腔内で、舌攻撃の標的が次第に絞られる。硬くなった陰核を、根元から舐め上げ、左右に弾く。

			「ひぁ!?　そこ駄目、ダメ……だめぇぇぇっ！」

			　快感が激しすぎて涙が零れる。性器キスへの嫌悪も戸惑いも、容赦なく剥ぎ取られていく。頭を左右に振り立てて、その中でうっすら見えた美紅の額に、汗が浮かんでいた。無意識に、ねぎらおうとして手を伸ばす。

			「──ちゅッ」

			　でもそれが届く前に、陰核を激しく吸引された。頭が一瞬で真っ白になったと思うと、身体の中で暴力的な快感が爆発した。

			「ひっ!?　ひぁ、あ、あッ、ンあぁぁぁぁッ!!」

			　お尻が浮く。背中が反り上がる。濁点が付くような息苦しい声で、全身が硬直する。その間も美紅は陰核を吸い続け、柑奈から思考を一片残らず削り取る。

			「んあ、あ、あ……はっ」

			　最後に軽く口づけし、美紅が股間から離れていく。それでも呼吸はなかなか戻らない。だらしなく脚が開いて恥ずかしいところを隠す事もできず、痙攣しながら床に転がる。

			（す……すごい……）

			　そう頭の中で呟くのが精一杯。そんな柑奈の上に、影が落ちた。頭の左右に美紅の脚。それを辿るように見上げて、目を見張る。顔を跨いだ彼女の性器が、頭上で濡れて輝いている。そのさらに上には、先端をピンと尖らせた乳房と、切なげな瞳。

			「先輩ばっかり、ずるい……」

			「ず、ずるいって……何が？」

			「先輩ばっかり気持ちよくなって、ずるいです」

			　拗ねたように、キュッと握った小さな手を口元に当てる。柑奈は呆気に取られた。ずるいも何も、美紅が勝手にやった事。それを非難されても困る。

			「わ、私のせいじゃ……な……っ!?」

			　理不尽な文句に、柑奈の方こそ抗議したい。でも、眼前に迫る光景に、再び言葉を失った。彼女が自ら性器に指を添え、ぱっくりと割ってみせたのだ。

			　白い肌の中から現れる、淡く生々しいピンク色。淡い恥毛の下で、微笑むように綻ぶ肉の亀裂。初めて、しかも直に見た他人の女性器。

			（これが、女の人の……。私にも、これと同じものが……？）

			　生唾を飲み込んだ。単純な線に見えた割れ目の内側は、襞に覆われ意外と複雑。それが油でも塗ったように輝いて、今にも雫となって垂れ落ちそう。

			（これが、濡れてるって事なんだ……）

			　美紅に嬲られ知ってはいたけど、初めて視覚で理解する。感心と衝撃とで、秘部を見せられている事を変だと思う余裕すらない。ただ無心に、少女の秘密の部分を凝視する。同性の性器なんて、何の関心もなかった。でも今は、まるで神秘の泉を眺めているように、肉色の粘膜から目を離せない。

			　彼女の腰が降りてくる。片方ずつ膝を突き、淫裂が近づいてくる。亀裂が捩れて、陰唇が「くちゅっ」と小さく鳴った。粘り気のある卑猥な音が、冷静さを取り戻そうとしていた柑奈の頭を再び麻痺させる。

			「…………舐めて」

			　囁くような呟きが、頭上から降ってきた。少女の切なげな声と、柑奈を見下ろす濡れた瞳に、思わず胸が締めつけられる。微かに鼻孔をくすぐる、甘酸っぱい匂い。それを吸い込んで陶然となった一瞬の隙に、口を塞がれた。

			「ふむっ!?」

			　唇と陰唇の、有無を言わせない強制キス。咄嗟に顔を背けようとしたけれど、しっかり体重をかけられて動けない。それでも脚をジタバタ暴れさせる柑奈に、美紅が言い放つ。

			「先輩。ちゃーんとご奉仕しないとどうなるか、分かってますよね？」

			　ぴたっと、脚が止まった。まるで条件反射だ。

			（わ、分かってるわよ。でも……）

			　柑奈は眉を曇らせた。奉仕自体は、柑奈も承知で約束した事。ただ、後輩に性器を押しつけられるなんて屈辱を、感情では受け入れきれない。

			「やり方は、さっきわたしが教えてあげたでしょ。舌を出して、キスして……」

			　美紅の腰が、催促するように小さく回転した。陰唇が捩じれ、固く結んだ柑奈の唇に淫蜜を塗りつける。

			「ンぁ……」

			　むせるような少女の甘い匂いが、鼻孔に流れ込んだ。充満する芳香に窒息しそうになって、堪らず口を開いてしまう。おのずと匂いが濃くなって、柑奈の頭を芯から酔わせる。

			「はぁ……」

			　美紅の匂いを吸い込みながら、半ば朦朧と、舌を伸ばした。すると、まるで向こうから迎え撃つように、柔らかな襞がまとわりついてくる。特別な味はないし、一度舐めてしまえば抵抗も薄れる。今まで知らなかった感触に思いきり舌を伸ばし、絡みつく襞を掻き分けるようにして、新たな地平を探索する。

			「ひぁっ！　そんな、いきなり激し……。せ、先輩……すごい……！」

			　突然、美紅が甲高い悲鳴を上げた。どうすればすごくなるのかなんて、柑奈に分かるはずがない。けれど、彼女が悦んでいるのだから、やり方は間違っていないはず。自分がされたのを思い出し、細かな振動を陰唇に与えてみようと試みる。でも、素早く舌先を動かす方法が分からず、無闇に性器全体を舐めまくるだけになってしまう。

			「ふぁん！　先輩ったら、大胆ンっ」

			　それでも美紅は大きな声で喘いでくれた。不器用な愛撫なのに、褒めてくれた事が嬉しくなって、柑奈はさらに舌を激しく動かした。高速が難しいならと、とにかく大きく回転させて淫唇を掻き回す。

			「ひぁん!?　それすごい……いい、いいッ！」

			　美紅のお尻が浮き上がった。自分で舐めろと言ったくせに逃げるのかと、ムッとしながら腰を掴んで引き戻す。その時偶然、尖らせた舌先が性器の中央の窪みに食い込んだ。

			「ひぃッ!!」

			　彼女の甲高い悲鳴が、まるで復讐を果たしたような気持ちにさせる。柑奈は、陰唇とは違う弾力の穴を中心に攻めた。やがて、そこが膣口だと気づき、さらに素早い動きで入り口をなぞり、縁を弾く。

			「ンぁ、あん、それ……それぇぇ……」

			　美紅の声も震え始める。そうしているうちに細かな舌使いを覚えた柑奈は、陰唇の振動に再挑戦しようとした。しかし移動しすぎて、何か硬い芽のようなものを探り当てた。もしかしてと思い、試しに舌先で弾いてみる。

			「ひぃぃッ、そこ……そこ駄目ぇっ！」

			　案の定、クリトリス。美紅は姿勢を保てなくなったのか、前に倒れ込んで床に手を突いた。図らずも陰核を舐めやすくなり、柑奈も攻撃を集中させる。

			「ぴちゃぴちゃ、くちゅ、れろっ」

			「いい……。気持ち……いい……」

			　彼女が身震いするたびに、淫裂からトロトロの蜜が流れ出す。彼女の腿に挟まれているせいか、それを舐め取る粘着音が、耳の奥で大きく反響する。

			「ふぁ、あ……ん、あ、あぁぁぁん」

			　美紅が、頭を揺らしながら切なげに喘ぐ。さっきまであんなに余裕の態度だったのに、自分なんかの愛撫でこんなになるのかと驚かずにいられない。

			　でも、その声は同時に、柑奈の股間にも甘く響いた。絶頂したはずの恥裂が、ウズウズし始める。彼女から見えないのをいい事に、右手をそちらに這わせた。そこに到達するやいなや、まるで待ちかねていたように淫らな襞が蠢いて、指先を吸い込んだ。

			「あぅ！」

			　自分の秘裂に触れた瞬間、甘くて重い衝撃に、頭を内側から打たれた。

			（あぁ、これ…………気持ちいい……）

			　指が勝手に動く。自慰をしている自覚なんてない。性器のどこを触っても心地よく痺れる。つい口元が疎かになって、美紅のお尻がもどかしげに揺れる。柑奈は彼女の太腿に左手をしがみつかせ、必死に陰核を舐めまくった。

			「あ、あ、先輩……そこ、そこ……そんなにされたら……もう、もう……！」

			　陶然としていたら、切迫した美紅の声が耳を叩いた。

			（や、やだ私……自分で!?）

			　半分我に返ったけれど、快感に囚われた性器からは手を離せない。二人は同じように腰をガクガク震わせ、絶頂に向かって走り出す。

			「先輩っ！　わたし……わたし、わたし、もう少しで……」

			「私も……ん、ちゅば、じゅるじゅる、じゅぱっ」

			　卑猥な音を立て、夢中で少女の淫蜜を啜る。彼女の陰核を弾くと同時に、自分のそれも夢中で擦る。

			「あ、だめ！　イク、イク……もう、もう……」

			　美紅の声が、さらに一段高くなる。それにつられて柑奈も昂る。

			「先輩、先輩イク……イク、イク……ん、あ……あぁぁぁぁぁッ!!」

			　内腿が強張ったと思った瞬間、彼女の腰が激しく上下に跳ねた。同時に柑奈の体内にも激しい悦びが駆け抜けた。

			「ん、あ、あ、ンふぁあぁぁぁぁっ！」

			　二人で同時に達する。彼女の愛液を唇で受け止めながら、背中が反り上がる。
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			「ん、あ……あ、あぁぁ……」

			　絶頂痙攣に声を震わせ、美紅が身体を重ねてくる。その重みで、柑奈に冷静さが戻る。でも絶頂の気だるさはどうしようもなくて、好きにさせていたら。

			「…………せんぱい、すごかったぁ」

			　満足いただけたのか、彼女が首に腕を回してきた。仔猫のように頬も擦りつけてくる。

			（私、何してんだろ……）

			　シャワーの音が耳に入り、流しっぱなしなのを思い出す。そんな事すら忘れてエッチな行為にのめり込んだ自分が信じられない。しかし、立て続けの絶頂で動く気になれず、柑奈はしばらくの間、美紅に抱きつかれる事に甘んじた。

			


			「胴ぉーっ！」

			　道場の床を踏み抜きそうな迫力の足捌きで、美紅が先輩の胴を打ち抜く。数歩離れて素早く振り返り、正眼の構えで剣先を相手に向ける。

			　技を打ち込んだ後の残心ざんしんだ。剣道は、竹刀を当てた後に相手の横をすり足で通り抜けるか、さもなければ、素早く後ろに下がって十分な距離を取って構え直さなければ一本にならない。倒したと思っても、油断せず反撃に備えるという心構えも求められる。

			　しかし、壁際に正座している柑奈は、心を残すどころか、心ここにあらず。先輩の試合を、あまりちゃんと見学していなかった。

			「うーん、残念っ。今のは勝てると思ったんだけどなぁ」

			　美紅に負けた先輩がしきりに悔しがる。確かに、途中までは美紅が押され気味だった。彼女が手を抜いたり遠慮したりするとは思えないから、本当に際どかったんだろう。

			「今のは、伊勢森さんも面を捉えられたでしょ。踏み込みの速さで胴を取ったけど、タイミング的には、ほぼ相打ちね」

			　審判役の部長の批評に、美紅も面をしたままコクリと頷く。

			「みなさん、一か月前とは大違いです。目覚ましい進歩です」

			　美紅に褒められ、三年生たちが沸き立つ。彼女がコーチになって一か月。確かに、彼女たちの剣道は変わった。打ち込みが速くなったし、鍔迫り合いで美紅に押し負ける事もなくなった。相手の動きに合わせて竹刀の軌道を瞬時に変えるような、繊細なコントロールもできるようになったと、数日前に部長が話していた。

			　もちろん三年生は初心者ではないので、元々の能力は高い。それでも、全国レベルの美紅と渡り合えるレベルに上達したのは、驚異的なスピードと言っていい。

			　でも、それを実感できないでいる者が、一人だけ。

			（私、俊敏性の特訓しかさせてもらえてないんだけど……）

			　柑奈だけ、いつも別メニュー。鬼ごっことか、反復横跳びとか。後は通常の練習で、強くなった実感がない。そして、柑奈の悩みは、それだけじゃなかった。

			　一か月の間繰り返されてきた、愛欲の行為。美紅が一方的に弄ぶだけでなく、柑奈に愛撫をしろと求めてくる事も多い。

			（剣道より、エッチの方が上達してる気分だわ）

			　指、舌、唇。教え込まれたテクニックを思い出すだけで、顔が真っ赤に発熱する。

			　何より曲者なのは、それが毎日とは限らない事。完全に美紅の気まぐれ。今日はあるのか、それともないのか。気づけば、そればかりを考えている。練習中は面を外さないので他の人には見られないけれど、いやらしい表情になっていないかと気が気でない。

			（はぁ……。本当に、これでよかったのかなぁ……）

			　やっぱり美紅に頼んだのは間違いだったかもしれないと、日々、自問自答を繰り返す。

			「柄原、集合！」

			　先輩の厳しい声に呼ばれてハッとなった。みんな、面を脱いで道場の中央に集まっている。慌てて駆け寄ると、部長に軽くデコピンされた。

			「ぼーっとしてるんじゃないの。最近、気が入ってないわよ」

			「す、すみません……」

			　頭を下げながら、恨みの籠った視線を美紅に送る。しかし、今の彼女に睨まれる覚えがあるはずもない。不思議そうに首を傾げられ、ますます苛立ちが募った。

			　そんな柑奈の複雑な気持ちなど知る由もない部長が、みんなを見渡す。

			「他校との練習試合が決まりました」

			　突然の発表に、部員たちは顔を見合わせた。この部が強豪だった頃は、そんな申し込みが殺到していたと聞いている。でも、今はすっかり弱小校。相手をしてくれるところなんてあるのだろうか。

			「私の友達がいるところにお願いしたら、快く引き受けてくれたわ」

			　部長の人脈で、その問題はクリアしたらしい。すると、次の疑問が浮かんでくる。

			「……どうして急に他校試合を？」

			　柑奈が手を上げて質問すると、部長が美紅の方を見た。

			「みんな、そろそろ実力の向上を実感していると思う。それでこの前、伊勢森さんから提案があったの。他校との練習試合で、次のテストをしたいって」

			　再び部員たちに戸惑いが流れる。約束の期間はまだ先のはず。その空気を察し、美紅がみんなの前に立った。

			「今回は一応、練習の成果を見るだけです。でも出来次第では、コーチの継続を考え直すかもしれませんよぉ？」

			　一年生が、最上級生相手に上から目線。でも先輩たちは「それは困るなぁ」と半笑いするだけで咎めもしない。ひと月足らずで、ずいぶんと信頼を得たようだ。

			（じゃあ、何で私だけにはイジワルするのよ）

			　そんな特別扱いなんて、嬉しくないのに。

			


			　次の土曜日、このメンバーで初の武者修行。バス移動できる近場なので遠出感はない。

			　とはいえ他校を訪問するなんて初めてで、それ自体が刺激的。学園なんてどこも大差ないはずで、生活しているのも同世代ばかりなのに、景色がとても新鮮に映る。それに、校門に一歩足を踏み入れた途端、自分がよそ者になってしまうのも不思議だった。

			　そんな浮かれ気分も体育館に到着するまで。相手の剣道部員が練習している光景を目の当たりにして、柑奈は一瞬にして怖気づいた。

			　男女合わせて、五十人はいるだろうか。自分たちの十倍以上もの人数が、激しく竹刀を打ち合っている。しかも体育館はよく反響するので、耳鳴りがするほど。あまりの迫力に気圧されて、入り口で立ち尽くしてしまう。

			「今日は、無理なお願いを聞いてくださり、ありがとうございます」

			　部長と顧問が、先方に挨拶する。

			「いえいえ。たまには刺激がないと、練習もマンネリ化してしまいますから」

			　向こうの顧問は、中年の男性教諭。柑奈たちの顧問と違って有段者で、使い込まれた道着や防具からも、強者オーラが滲み出ている。

			「そちらは、四人だけですか？」

			「本当はもう一人いるんですけど、今日は欠席です」

			　部長が答えた通り、美紅は不参加。メンバーの力試しが目的なので、出来具合を隠れて観察すると言っていた。

			（……どこで見てるつもりだろ。他校の生徒がウロウロしてたら目立つと思うんだけど）

			　それも気になるけれど、柑奈には、もっと引っ掛かるものがあった。美紅が他流試合を提案したくせに、部長がこの学園の名前を出した途端、急に顔色を変えて行かないと言い出した。隠れて観察も後付けに聞こえたし、別の理由があるとしか思えない。

			（本当に来てるんでしょうね？）

			　でも、疑いの眼差しで彼女を探すような余裕はなかった。

			　──遠征にあたり、みなさんには、それぞれ課題を出します。

			　美紅の言葉を思い出す。これまで、各人の弱点や長所に合わせた特訓をしてきたので、その成果を見せてみろというわけだ。

			「ごきげんよう。あなたも一年生かしら？」

			　準備をしていたら、一人の女生徒が柑奈に声をかけてきた。強気な性格が前面に出たような、吊り目がクリクリ大きな少女。両サイドの短いおさげが子供っぽいけれど、高価そうな胴とか、かしこまった口調が、いいところのお嬢様なんだろうと感じさせる。

			「私は二年生よ」

			「あら、ごめんなさい。すごく背が低いものだから、てっきり」

			　自分だって同じくらいだろうとムッとなる。上品を気取っている割に、失礼な子だ。

			「わたくし、藤ふじ原わら玄くろ子こといいます。確か、あなたの学園に伊勢森美紅という子がいるはずですが、今日は来ていませんの？」

			　美紅の知り合いだろうか。正直に欠席と答えようとして、思い留まる。

			（剣道を再開してる事、家の人にも隠してるんだっけ）

			　だとすると、この少女の口から伝わらないとも限らない。

			「さあ、知らないなぁ」

			　どうとでも解釈できる曖昧な返事でとぼけると、玄子という少女は、思惑通りに驚きで吊り目を真ん丸に見開いた。

			「剣道部に入部していませんの？　本当に!?　やめるやめるとは言っていたけど……まさか、本当にわたくしから逃げるとは……」

			　柑奈は首を傾げた。入部していないと受け取ってもらえたのはいいとして、逃げたとはどういう意味だろう。美紅から聞かされた話とだいぶ違う。

			「その、伊勢森さん……とは、お知り合い？」

			「ええ、彼女とは、終生のライバルですの」

			　それは大きく出たものだ。感心するより呆気に取られたけれど、むふんと鼻息荒く胸を張っているところを見ると、本気なんだろう。

			「今日は手合わせができると期待していたのですが……残念ですわ」

			　そして心底残念そう。ちゃんと在籍していると教えた方がよかったんだろうか。自分の判断に迷いが生じる。

			（ま、どうせ伊勢森さんにも大会には出てもらうんだし、その時に会えるでしょ）

			　自己解決できたところで、練習が始まった。まずは普通に、切り返しや打ち込み稽古から。相手が構えた竹刀に当てるだけの単調な動きではあるけれど、これが基本。繰り返し打ち込んで、技や体捌きを身体に叩き込んでいく。

			（う、く……）

			　でも、慣れない相手と呼吸を合わせるのは、ひと苦労だった。決まった面子でしか練習していない弊害を実感する。こんな事で戸惑っていては、試合の時に話にならない。

			　最後に、地稽古。試合形式の練習だ。今日はここが、特訓の成果の見せどころ。

			　まずは部長から。さすがに美紅から受けた指摘は一番少ない。

			（でも確か、先行されると攻撃に焦りが出るって言ってたな）

			　そんなの誰にも当てはまる普通の事。だけど、そんな時に冷静さを維持できてこそ、実力者への道が開けるのだと美紅は言った。

			　そしてまさに、その通りの展開になった。相手に一本先取され、後がない。

			　いつもならここから、ポイントを取り戻そうとして部長の手数が急激に増える。美紅の指摘を聞いてから観察すると、慎重さと正確性に欠けた動きだった。柑奈レベルでは無理でも、上級者なら余裕で隙を見つけられるくらいに。

			　今日の彼女は違った。右に左に身体を振って、いつものように手数を増やす。けれど、それは相手を誘い込むため。同じように見えても、目的が変われば動きも変わる。

			「小手！」

			　挑発に乗った相手の攻撃が雑になり、防御が疎かになった。そこに部長の攻撃が一閃。さらにもう一本取って、見事、逆転に成功した。

			「部長、ナイスファイトです！」

			　戻ってきた部長に柑奈が声をかけると、彼女は「ふぅ」と息を吐きながら、緊張から解かれたように微笑んだ。それでも凛とした姿勢は崩さないのが、さすがと感心する。

			　そして二人の三年生も、美紅の課題をクリアした。一人は弱点の克服ではなく、得意技に磨きをかけて命中率を上げ、もう一人は、持久力と足腰を強化して、鍔迫り合い時に押し負けないパワーを見せる。

			　みんな、美紅が来る前とは明らかに動きが段違い。特訓が着実に芽を出している。

			　いよいよ柑奈の番。しかし、正直困惑していた。日々の練習を考えれば、素早さが課題なのは間違いない。でも、具体的にどうすればいいんだろうか。ただチョロチョロ動き回るのが、美紅の目指すところとは思えない。

			（どうして、もっとちゃんと教えてくれないのよ）

			　気持ちが定まらないまま、一礼して蹲踞。正面を向き、対戦相手の垂に書かれた名前を見て軽く驚く。美紅のライバルを自称していた子だ。

			（本当に、あの伊勢森さんと張り合うくらいに強いのかなぁ？）

			　さっき話した時は、お嬢様が道楽でやっているくらいの印象しか受けなかった。柑奈と同じくらいの背格好だし、参考になるような戦い方をしてくれればいいのだけど、なんて感じで、過大な期待をせずに立ち上がる。でも、それは舐めすぎだった。

			「きえぇぇぇッ!!」

			　鼓膜が破れそうな超高音の気合で、玄子が先制攻撃をかけてきた。それも一発だけじゃない。一瞬も休まない激しい連打。どこでもいいから当てにくる、デタラメなラッシュ。たまに面や小手にまぐれ当たりするけれど、距離を取ったり構え直したりの残心がないから、一本にならない。

			「く、この……！」

			　右から左から竹刀が飛んでくる。ついに彼女の突撃を捌ききれなくなった柑奈は、場外に押し出されて尻もちをついた。

			（何なの、この子!?）

			　無駄のない、洗練された美紅の剣道とは正反対。これでも全国レベルなんだろうか。

			　場外になったので、元の位置に戻って再開。しかし「始め」の声を聞いても、柑奈は動けなかった。どこを狙ってくるか分からず、警戒すべき点が絞れない。

			　迷う剣先を嘲笑うように、スパンと小気味いい音で、玄子の竹刀が面を捉えた。

			「面あり！」

			　今度は一発。さっきとは別人のような華麗な技に、呆気に取られる。元の位置に戻る彼女が、すれ違いざま「ふん」と嘲るように鼻を鳴らした。それを悔しいと思う余裕もないまま、柑奈は、何もできずに惨敗した。

			


			　学園に戻ると、道場で美紅が待っていた。どこでどうやって見ていたのかと思ったら、向こうの学園の友達にジャージを借りて、体育館の外から普通に見物していたらしい。

			「みなさん、お見事でした」

			「本当？　でも確かに強くなれた気がする。やっぱり、自分たちだけで練習するのと、ちゃんとした指導者がいるのとでは違うね」

			　コーチに褒められ、三年生たちはご満悦。代わる代わるに感謝を口にする。

			　その後は、軽く素振りだけして、今日は解散となった。でも柑奈は、帰るふりをして即座に道場へ引き返した。道着に着替え、胴と垂を着用し、素振りを始める。

			　無心で、とはいかなかった。平常心を失って、剣先のぶれを直す事すらできない。

			　自分だけが、何の成果も示せなかった。相手は美紅のライバルだと名乗っていたのだから、実力には相当の自信があると分かっていたはず。それなのに第一印象だけで侮って、挙句、ほぼ棒立ちの無様な負け方。

			「ああ、もうっ！」

			　漏れるのは気合ではなく嘆き。自分が不甲斐なくて、情けなくて、振り方が雑になる。

			「──そんな雑な素振り、何百回やったって意味ありませんよ」

			　いつからそこにいたんだろう。道場の隅に美紅がしゃがんでいた。あぐらの膝で頬杖を突いて、特にこれといった感想も感慨もなさそうな表情で。

			「何をそんなに荒れてるんですか？」

			　立ち上がりながら、彼女が首を傾げる。馬鹿にするでもないその態度が、逆に柑奈を惨めにさせた。

			「分かってるくせに」

			「今日の練習試合ですか？　あれは、あくまで練習がどれだけ身についているかの確認であって、勝ち負けは関係ありませんよ？」

			「だったら尚の事よ。私、何にもできなかった……」

			　目を逸らして自虐的に吐き捨てる柑奈に、彼女はすぐには返事をくれなかった。

			「まぁ、ちょっと相手が悪かったかなとは思いますけど……でも、それが言い訳になりますか？　手の内が分かる人だけと試合ができるとは限らないわけだし」

			　言われて動揺した。確かにそうだ。相手が誰であろうと、ベストを尽くすべき。

			（何もできなかったんじゃない。何もしなかったんだ……）

			　玄子という子に鼻で笑われたのも当然だ。勝手に侮って、驚いて、ちゃんと勝負と向き合わなかったのは柑奈自身。より深い不甲斐なさを自覚し、唇を噛み締める。

			「でも先輩、悲観しなくて大丈夫です！　初対戦であの子の攻撃を凌いだだけでもすごい事なんですから。ちゃんと特訓が生きてる証拠です」

			　ビシッと親指を立てる美紅。そのお気楽さが、自己嫌悪に荒すさんだ心を逆撫でした。

			「気休めなんていらないから、本当の事を言いなさいよ。お前なんか、いくら鍛えても無駄だから諦めろって！」

			　子供みたいに拗ねて、本当に格好悪い。だけど、半端に慰められる方が、よほど惨め。

			「気休めなんかじゃありません。信じてくださいよぉ」

			　その軽い口調で、柑奈の中の何かがプツンと音を立てて切れた。イライラから転化した怒りが、胸の奥で静かに沸騰し始める。

			「……そこまで言うなら、試合しようよ。本当に私が強くなってるなら、前よりはまともな勝負ができるはずだよね」

			「ヤでーす。わたしを信じてくれたら、いいですけど」

			　信じられないから勝負をしかけているのに、はぐらかす態度が許せない。くすぶっていた感情が、一気に沸点に達した。

			「いいから勝負しなさいっ！」

			　しゃがんだ美紅を立ち上がらせようと手を伸ばす。彼女は、お尻を軸に回転してそれをかわす。余裕の態度が柑奈をむきにさせた。襟首を狙いにいったら、今度は立ち上がらせる事に成功はしたものの、またも軽やかなステップで逃げられてしまう。

			「ほらほら鬼さん、わたしを捕まえてごらんなさい」

			　長い髪と制服のスカートを翻し、妖精のような爪先立ちで道場内を小走りする美紅を柑奈は必死に追いかけた。しかも彼女は「あ～ん、暑くなっちゃったぁ」なんてふざけた口調で、上着やベスト、ネクタイまで脱ぎ捨てる余裕を見せつける。

			「この……このっ。真面目にやりなさい！」

			　柑奈の頭に血が昇る。怒りが余計な感情や思考を吹き飛ばす。どうして追いかけているのかも次第に忘れ、追跡行為だけに集中し始める。

			　美紅がカーブしようと身体を捻ったのを見て、その移動先に柑奈も突っ込んだ。

			「たぁぁっ！」

			　伸ばした両手で彼女の腰を抱え込む。しかし勢い余って足を滑らせた二人は、バランスを崩して横倒しになった。

			「きゃあぁっ!?」

			　美紅は悲鳴を上げたけど、柑奈は逃がすまいと必死。仰向けになった彼女の両手首を掴んで、床に押しつけた。

			「捕……まえ、た……」

			「あーあ、捕まっちゃった」

			　はぁはぁと息を荒らげ、必死の形相で美紅を見下ろす。しかし彼女は少しも悔しそうじゃなく、むしろ、すごく嬉しそう。

			「何よその顔は……。また馬鹿にしてるの!?」

			　涙目で憤る柑奈に、美紅は、微笑みながら首を振ってみせた。

			「先輩、前は防具なしでも逃げきれなかったのに、今日は防具をつけて、わたしを捕まえましたね」

			　あっと目を丸くする。これはいつもの俊敏性の特訓だったのか。まんまと挑発に乗ってしまった恥ずかしさで、彼女の言葉を素直に受け取れない。

			「ご……ごまかさないでよ！　こんなのが何の役に立つっていうの!?」

			　怒声を上げ、それでも心の底で期待する。きっと、これには深い考えがあるのだと。

			「そうですね。少しくらい素早く動けたところで、大きな武器にはなりませんね」

			「…………え？」

			　でも彼女の答えは、期待を裏切るに十分すぎるものだった。

			「そんな……。じゃあ、今までの訓練って……」

			　まったくの無意味だったんだろうか。ずっと、からかわれていたんだろうか。

			　愕然となって、気力が身体から一気に抜ける。そんな柑奈に、彼女は薄く微笑んだ。

			「ちゃんと意味はあります。先輩に足りないのは、自信だと思ったから」

			「ど、どういう意味……？」

			　訳が分からない。馬鹿にしているとしか思えないけど、真意を聞き出そうと、大きく見開いた目を近づける。その必死さに、彼女の瞳にも動揺が浮かぶ。

			「それは…………やっぱり今は秘密です」

			「なんでよ！」

			　にっこり黙秘された。でも精神的に追い込まれた今の柑奈に、後に引く選択肢はない。

			「意地でも話してもらうから！　泣いても知らないから！」

			　とはいえ何をすれば喋らせる事ができるのか分からない。

			（痛くするとか、そんなイジメみたいな事するわけには……。えっと、えぇっと……）

			　焦りと怒りで思考が空転し、目まで回って、思い詰めた挙句、自分でも思いもよらない行動に出た。手首を押さえつけたまま、彼女の首筋をぺろりと舐め上げる。

			「ひゃんっ!?」

			　甲高い悲鳴が上がる。まさか、柑奈にそんな事をされるとは想像していなかったんだろう。この調子で口を割らせようと、必死になって舌を這わせる。

			「あん、ん……やだ、もう……」

			　でも、彼女はくすぐったそうに身を捩るだけ。快感の喘ぎは上げてくれない。太腿も撫でてみるけど、焦りまくった手つきでは気持ちよくさせられるはずがない。無駄な努力に時間を費やしているようで、胸が詰まって泣きたくなる。

			「もうやだっ。私だけうまくいかなくて、何をやってもうまくいかなくて……んむっ！」

			　自虐の言葉を遮られる。首を伸ばした美紅に、唇を塞がれた。それ以上は喋らせまいとするように、しっかりと押しつけて。

			　また、キスされた。でも初めての時と違って、奪われたとは思わなかった。その柔らかさと温かさが、なぜだか無性に胸を締めつけ、堪えていた涙がぼろぼろと零れ落ちた。

			「先輩は全然ダメじゃないのに……。どうして、そんな事を言うんですか？」

			「だって、だって……」

			　ゆっくりと、唇が離れる。諭す表情も声も落ち着いていて、美紅の方がお姉さんのようだ。情けないと思ったけれど、一度堰を切った感情は抑えられない。

			「私、自分が嫌い。か、身体が小さいから、強くなりたいのに……ちっとも強くなれなくて……。でも無理ないよね。私には、あなたみたいに恵まれた才能も環境もないし……」

			　ひっくひっくと涙を流ししゃくりあげ、せっかく彼女が止めてくれた自虐をぶちまける。

			「どうせ伊勢森さんも、私の事馬鹿にしてるんでしょ!?　チビとか、胸が小さいとか！」

			「……そうですね。そう思ってます」

			　自分で言っておきながら、柑奈は息を詰まらせた。

			（そうか……そうだよね。でなきゃ、人を奴隷扱いなんてできないもの）

			　愕然となって、ふらふらと上半身を離す。美紅が、それを追いかけるように身体を起こす。彼女の脚に跨がった状態で向かい合う。じっと柑奈を見詰める瞳が、怖い。怒っているようにも見えるし、憐れんでいるようにも見える。コンプレックスを口走った恥ずかしさに今ごろ襲われ、目を逸らす。明日から、どんな顔で会えばいいんだろう。退部の二文字も頭をよぎるけど、それでは無理に彼女を入れた意味がない。

			　混乱と困惑で固まっていたら、彼女が肩の紐を引っ張った。慣れた手つきで胴を外してしまう。そして上体を密着させ、腰にも手を回してくる。

			「い、伊勢森さん……？」

			　垂も外し、それらを無造作に放り投げた。戸惑う柑奈の背中を、彼女が抱き寄せる。

			「確かにわたし、先輩を小さいと思ってます。でも、それが駄目だなんて言いました？」

			「でも、私……小さいから弱い……」

			「格闘で体格差の影響があるのは確かですけど、それで勝負が決まるなら、試合なんて必要ない。そうじゃないですか？」

			　答えられなかった。あやされる子供のように、しがみついた美紅の肩に顔を埋める。

			「先輩ちっちゃくて可愛いんだから、もっと自分を好きになっていいんですよ」

			「何それ……。剣道と関係あるの？」

			「ないです。でも先輩は可愛いです」

			　よしよしと髪を撫でられ、完全に子供扱い。泣きべそで弱音を吐いてしまった上に、いたくプライドを傷つけられた柑奈は、悲しくなって美紅を押し返そうとした。

			「また私を馬鹿にするの!?　もういいよっ、あなたの事なんて信じない！」

			　それは、ただの反発心から出た言葉。可愛いなんて心にもない事を言われたから、ついむきになっただけ。美紅なら「またまたぁ」とか軽い調子で真面目に取り合わないだろうと、半ば無駄な抵抗のつもりだった。

			「わたしの事、そんなに信じられませんか……？」

			　だから、抑揚のない彼女の声に、柑奈の癇癪は冷水を浴びせられた。

			（あれ、私、今……すごく酷い事を言った？）

			　瞬きもしない瞳を見て、激しい後悔に苛まれる。いくら彼女のからかいが度を過ぎていたとしても、傷つけていい理由にはならない。

			「あの、ごめんなさい！　私、そんなつもりじゃ…………きゃあ!?」

			　慌てて謝る柑奈の身体が、ぐるんと九十度、回転した。あっ、と思った時には天井を見上げている。一体何が起きたのか理解する前に、美紅の無表情が見下ろしてきた。

			「わたし、もう手加減しません。先輩が可愛いって、思い知ってもらいます」

			「い、伊勢森さん？　あなた何を言って……」

			　それは彼女が勝手に言い出した話であって、議論の主題ではなかったはず。でも、細められた彼女の目つきが柑奈を射竦める。ほとんど変化していない表情の上に、底知れない欲情が厚塗りされる。頬に、右手が当てられた。親指で唇を撫でてくる。軽く触れているだけなのに、嬲られているように戦慄が走る。

			「先輩の唇、ぽっちゃりして柔らかい……。可愛い……」

			　注がれる視線が、まるで実体を持っているように唇を疼かせる。それが怖くなって目を閉じる。でもそれは、いつキスされるか分からないという緊張感を逆に煽った。

			「そ……それってやっぱり、私が子供っぽいって事じゃ……」

			「そうかも。……やっぱり、そうじゃないかも。だって、こんな魅力的な唇、誰だってキスしたくなっちゃうもん……」

			　来る。顔が近づく気配がする。再び唇を重ねられると警戒し、口を固く結んだ。でも、まったくの見当違い。内側に着ていたＴシャツを、ぺろりとめくられる。

			「え、あれ？　ひゃあっ!?」

			　肌に空気が触れて目を見開く。無警戒のスポーツブラも易々とずらされ、両手で乳房を掴まれた。目を閉じて震えている間に道着をはだけられたらしい。お腹から胸は完全に素肌を晒し、彼女の思うように撫でられまくる。

			「ほら、お肌もすべすべ。こんなに綺麗なのに、自分を嫌う理由がどこにあるんですか。胸って言いたいんでしょうけど……」

			　左右の乳房を揉み上げられた。まだ何も言っていないけど、まさに図星。身長と同じくらいにコンプレックスの微乳を、円を描くように捏ねられる。

			「おっぱいなんて、大きければいいってものじゃないです。形とか……感度とか」

			「やめて、触らないで……ンふぁっ」

			　柑奈の懇願を無視して、ぱくりと乳首を咥え込んだ。唇で挟まれ、半勃ち状態だった桃芽が一気に硬化する。そこを舌で舐め上げられ、さらに硬くなって痛みが走る。

			「この乳首だって……ちゅ、わたしの半分くらいしかないのに……ちゅぱ、一生懸命硬くなって……先輩みたいで可愛い、はむっ」

			「ひ……ひぃッ!?」

			　乳首に歯を立てられた。ほんの甘噛みで全然痛くなかったのに、激痛を錯覚して股間が少し温かくなった。

			（ひっ!?　や、やだ……漏れた……？）

			　確証はないけれど、万が一失禁していたら、恥ずかしくて死んでしまう。反射的に腿を閉めて隠そうとしたけれど、再び胸を舐められ力が抜けてしまった。唾液を塗りつけるように、小さな乳輪と乳首に、ねっとりと舌を這わせてくる。

			「んふ、先っぽ、ちょっと震えた。可愛い……」

			　濡れた乳首を捻りながら、今度は耳に口づけてきた。奥に息を吹きかけられて、堪らないゾクゾクで背中が悶える。

			「ひっ、あっ！　な、何回……同じ事を……んあっ」

			「何回だって言ってあげます。先輩は可愛いです。目も、唇も、小さい胸も……」

			　美紅が、口にした場所に次々とキスの雨を降らす。乳房の間も、唾液の後をべったり残しながら舐め上げる。かと思えば、高貴な人への挨拶のように手を取って、指に一本ずつ口づけた。最後に小指の関節を吸われると、柑奈は目眩を起こした。

			「はぁ……はぁ……。やめて、私、可愛くなんて……」

			「ンもう、強情ですねぇ」

			「ちょ、何を……きゃふっ!?」

			　彼女は右脚を持ち上げて、膝に口づけてきた。そんなところにキスされるのは初めて。というか愛撫の場所になるなんて思わなかったので、快感よりも戸惑いが先に立つ。

			「前にも言ったけど、先輩の脚、好きなんです。この子供っぽいライン、堪んない……」

			「やっぱり馬鹿にしてる……はぅんっ」

			　蠢く指先がふくらはぎをなぞり、膝裏をくすぐる。想定外の場所ばかり攻め続けられ、腰が蕩けたように力が入らない。

			「それから、こっちも……」

			　袴の横の隙間から、手が忍び込んでくる。今度こそ狙いはあそこに違いない。

			（でも、また意表を突いてくるつもりかも……）

			　一瞬の迷いが、反応を遅らせた。身体の中心への侵入を、容易に許してしまう。慌てて腿を閉めた時には手遅れで、彼女の手が下着の底を潜り抜けていた。

			「…………濡れてる」

			　サッと顔から血の気が引いた。失禁を知られたかもしれないと小さく震える。

			「んふ、すっごくネバネバしてる。先輩ったら、いっぱい感じちゃったんですね。どれでですか？　キス？　おっぱい？」

			　美紅が無造作に淫部をまさぐる。粘るという事は、おしっこじゃない。安堵したけど、よく考えたら恥ずかしいお漏らしに変わりない。

			「さ、触らないで……や……はぁンッ！」

			　首筋に吸いつかれ、痺れ薬でも打たれたように身体がワナワナ震え出す。快感が、逃げようとする意志を腰砕けにする。

			「あったかい……。柔らかくなってる……」

			「だめ……だめぇ……！」

			　力なく呟くだけの柑奈の袴を、美紅は片手で器用に解いた。紐が緩んでしまえば、後は柑奈が悶えるだけで勝手に脱げてしまう。そこへ追い打ちをかけるように、彼女の脚が柑奈の腿を挟んだ。滑らかな肌が触れ合い、再び漏れた淫液が不躾な指を濡らす。

			「さてと。じゃ、先輩の一番可愛いところ、いっぱい愛してあげます」

			　身体を起こした美紅が、下着に手をかけた。この瞬間は、何度経験しても緊張で身体が竦む。脚を縮めて可能な限り抵抗を試みるけど、動かなければ大した障害にはならない。

			「や、やめ……あぁぁぁ……」

			　湿ってすっかり重くなった布切れが、両脚を通り抜ける。いつものように脚を開かされるのかと思ったら、美紅の方が床にごろんと寝ころんだ。そして満面の笑みを浮かべ、柑奈を手招きする。何を要求されているのか分からず困惑したけど、シャワー室での姿勢に似ていると思った瞬間、理解してしまう。

			「い、いや……」

			「先輩、め・い・れ・い、ですよ」

			　明るく、可愛く、非情な言葉を投げかけてくる。柑奈は半泣き顔をふるふると振り、でも、逆らえずに起き上がった。羞恥に眉を下げ、悔しさに唇を固く結び、往生際悪く、なるべくゆっくり時間をかけて、彼女の顔を膝立ちで跨ぐ。それでもなお覚悟が決まらず、火の出そうな顔を両手で覆って、裸の股間を「ご主人様」の目に晒す。

			「先輩……もしかして、見られるの癖になっちゃった？」

			「そ、そんなわけないでしょお……！　恥ずかしくて、死んじゃう……。い、伊勢森さんこそ……どうして他人のそこを平気で見られるの？」

			　そっちの方が柑奈には信じられない。膝にも太腿にも力が入らず、いつ崩れ落ちてもおかしくない状態。

			「誰のでも見たいわけじゃありませんってば。先輩の、だからですよ」

			「わ、わけ分かんな……ひンっ！」

			　中指の爪が淫裂を逆撫で。そのわずかな刺激が下半身を挫いた。糸が切れたように腰が彼女の顔に落ちる。柑奈が持ちこたえようとするより早く、陰唇をぺろりと舐められた。

			「ンあぁぁっ！」

			　甘電流に頭を突き刺され、お尻が強張る。彼女はさらに、捩じりながら唇を押しつけてきた。溢れる蜜を掬い取り、恥溝の奥を抉り、膣口を舌先でくすぐる。ぴりぴりと切ない快感が柑奈の胸を締めつけ、涙が零れる。

			「ん、ちゅ、ちゅる、ちゅっ。先輩のここ……ん、ちゅ、小さくて可愛い、から……ぺろぺろ、ちゅ、こんなに舐めても平気……ずるるっ」

			「そんな、強く、吸ったら…………はぅん」

			　派手に音を立てて、愛液を啜られた。女の子にあるまじき、はしたなく濁った水音。耳を塞ぎたくなるほどなのに、なぜか胸が異様に昂る。何度も聞かされ慣れたというわけじゃない。居ても立ってもいられないほど、股間が尿意に近い疼きを覚える。

			「あ、や…………やぁン！」

			　それだけでも身悶えせずにいられないのに、今度はクリトリスを責められた。細やかに動く舌先で、硬くなった肉芽を絶え間なく弾かれる。鋭い痺れが全身を苛む。

			「ひっ、んは、ンくぅぅぅっ。も、も……もう、あッ！」

			　歯を食い縛っても、声が漏れる。勝手に蠢く指が、無意識に自分の乳房を揉みしだく。

			（ま……またイカされちゃう！）

			　先輩として、これ以上の醜態は見せられない。全身を突っ張らせ絶頂に抗おうとする。

			　でも、そんな気持ちの奥から、ふと、諦めが顔を出した。

			（抵抗して、どうなるの？）

			　初めての時から、もう両手の指で数えられないほど痴態を見られた。明日からも回数を重ねる事は間違いない。今さらここでプライドを発揮したところで、何の意味があるんだろう。

			（それならいっそ、気持ちいい方に流されちゃっても……）

			　力を抜いて、舌愛撫に身を任せようとした、その時だった。

			「んふっ……。先輩、また負けちゃうの？」

			　脚の間から、美紅の挑発する声がした。

			「また負けてイッちゃうの？　いいですよぉ、何回でもイカせてあげます。先輩は、わたしに絶対勝てないんだもんねー。あ、わたしだけじゃなくてぇ、自分より大きい人には、一生、ぜーったい、勝てないんだっけ？」

			　挫けた心を見透かしたような嘲笑が、消えかけていたプライドを激しく煽った。再点火したそれは、ついでに怒りも呼び起こす。

			「この……このっ！　勝手な事ばっかり言わないで！」

			　苛立ちと悔しさが柑奈を奮い立たせた。でも、とにかく反撃したい気持ちに急き立てられるあまり、何の勝ち負けか完全に失念していた。

			「えいっ！」

			「きゃはぁん！」

			　美紅に跨がったまま身体を倒し、スカートをめくる。彼女の悲鳴が嬉しそうなのが気に入らなくて、強引に下着を剥ぎ取った。内腿になったので少しは抵抗しているのかと思ったけれど、どちらかといえば脱ぎやすいように協力していただけ。

			「ンもう！」

			　まだ余裕があるのが気に入らなくて、彼女の股間に頭を突っ込んだ。ムッとする女の子の発情の匂いを吸い込んで、口の中に涎が溜まる。柑奈はそれを舌に乗せ、目の前の卑猥な花びらに思いきり塗りつけた。

			「んっ……ンきゅ……っ！」

			　美紅の音色が、わずかに変わった。何かを我慢するように息を詰まらせている。反撃のチャンスと見た柑奈は、彼女の秘裂を両手で開いた。露出したピンクの粘膜は想像以上の蜜液まみれ。生々しい匂いのそれに唾液を混ぜて、白く泡立つほど舌先で攪拌する。

			「くちゅ、くちゅくちゅ、ぴちゃぴちゃ、ちゅるん」

			「あはん、先輩……せんぱぁぁいっ！」

			　蜜を啜り、陰唇やクリトリスを震わせる。少し前まで舌の使い方なんて何も知らなかったのに、今は自分でも驚くほどに器用に動いて美紅を喘がせる事ができる。

			「せ、先輩……その調子、ですっ。もっと……もっと強く……ちゅ！」

			「きゃふっ」

			　彼女も愛撫を再開した。疼く秘裂への口づけに、腰が蕩ける。背筋が震える。思わずうっとり目を閉じてしまい、止まった舌を慌てて動かす。

			「先輩……ちゅ、どっちが先にイカせるか、競争……ちゅばっ。わたしに勝てる？　じゅる、じゅるるる、じゅるぅ！」

			「あぅんっ。そんなの、ずるい……じゅばっ」

			　先に愛撫を始めていた美紅が有利に決まっている。でも、この生意気で失礼な後輩に負けるのは嫌だった。

			「いいよ。思う存分、ご奉仕してあげる。ちゅばちゅば、じゅる、じゅぱ、じゅるるっ」

			　柑奈は自分でも信じられない下品な音で、美紅の淫裂を吸いまくった。彼女は前に自分で言った通り、陰核が弱い。陰唇に隠れた硬肉芽を指で発掘し、舌先で撫で転がす。

			「あ、あ、ンぁ！　駄目、そこ感じすぎ……ひぃぃっ！」

			　美紅が仰け反った。柑奈の脚に指を食い込ませるほど感じている。

			（今日は、勝てる……勝つ！）

			　震える脚を押し開き、陰核責めに集中した。転がせば内腿が強張り、吸えばお尻が浮き上がる。次第に美紅を操っている気分になって、勝利への確信がさらに強まる。

			　でも、彼女はそんなに甘くなかった。

			「…………ヒッ!?」

			　甲高い悲鳴が迸る。彼女が指と唇と舌を総動員してきた。陰唇をくすぐり、口づけ、膣口を舐め回す。そんな器用な真似は柑奈には無理。有利に立ったと思ったのに、背筋の甘い痺れが頭まで到達し、震えて半開きの唇の端から、涎が糸を引いて垂れ落ちる。

			「あ、あ……ん……くっ！」

			　それでも歯を食い縛り、攻撃を再開した。柑奈はとにかく陰核への一点集中。でも手指や唇が痙攣して効果が怪しい。性器の快感に抗い、必死になって舐め回す。

			「先輩、先輩……はぁ……ちゅっ」

			　必死なのは美紅も同じらしく、股間に吹きかけられる息が、荒くて熱い。彼女の性器も発熱して、匂いが強くなる。舌を刺激する女の子の味と相まって、意識が朦朧となってくる。エッチの事しか考えられなくなってくる。

			（はぁ、あぁ……気持ちいい……気持ちいい！）

			　頭の中で、同じフレーズを繰り返す。でもこれは、どちらが先に達するかの勝負。快感に溺れながらも、意地だけが残って無我夢中で舌を動かす。

			「ンぁ、先輩……すごい、わたし……わたし、すごい……ンっ！」

			「伊勢森、さん……わたしも……あ、あ、ダメッ！」

			　彼女の興奮にシンクロして、柑奈の身体も昂った。二人の腰が暴れ、踊り狂い、気持ちよすぎる愛撫から逃れようとする。一瞬でも逃げられたら負けてしまうと、互いに相手を捕まえて、陰核を激しく吸い合った。
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			「あ、ダメ先輩っ！　それダメ、きつい、ダメぇぇっ！」

			　美紅が仰け反る。彼女の唇が離れる。でも勝ったと思った次の瞬間、強張った指が柑奈の陰唇を小刻みにくすぐった。限界だった過敏な性器は、その刺激に耐えられない。

			「あぅ、あ、あ、んンあ……はぁぁん！」

			　甘くて鋭い刺激が頭を貫いた。全身くまなく快感で染められ、痺れと痙攣で身動きできなくなる。それだけでも気持ちよすぎて辛いのに。

			「せんぱい、せんぱぁい！」

			「あ、ダメっ。いま触られたら……ふぁあぁぁぁっ！」

			　絶頂に震える美紅の指に絶頂淫裂を撫でられて、思考が全部、どこかに吹き飛んだ。

			「…………はぁ、はぁ。ど、どうですか？　わたしに、勝った……気分は……」

			　二人は無言で喘ぎ続け、美紅が口を開いたのは三分以上もたってから。

			　タッチの差とはいえ、先に達したのは彼女。潔く負けを認めましょうと言ったけど、横座りになって気だるそうに髪を掻き上げている姿は、エッチに満足しただけ以外の何にも見えない。それに、そもそも柑奈が望んだのはこんな勝負じゃない。

			「……こんなので勝って、なんの意味があるっていうのよ」

			「言ったじゃないですか。先輩は、もっと自信を持っていいって」

			「だから、可愛いとかエッチとか、そんなの……！」

			　食ってかかる柑奈の口元を、美紅が指差した。直接触れたわけでもないのに、思わず文句を飲んでしまう。

			「勝ち負けにこだわるなら、何をするにも自信は必要です」

			「それは……そうかもしれないけど……」

			　真面目な顔で諭されて、黙り込んでしまう。それでも、こんな事が実力の向上につながるとは思えない。すると彼女は、柑奈がそんな懸念を抱いているのを知らん顔で、自信たっぷりに微笑んだ。

			「心配しないでください。特訓の成果は、合宿でお見せします」

			「合宿ねぇ。…………合宿？」

		

		
			
			

		

	

			第三章　格好悪い先輩じゃイヤ

			


			　美紅は、練習試合と一緒に、夏合宿も提案していたらしい。でも数時間で終わる他校訪問と違い、数日間に渡り拘束されるのを嫌がった顧問が、なかなか許可しなかった。安全上の問題とかではなく、個人的感情によるものなのが、実に彼女らしい。有料の宿に泊まれる予算は、剣道部にはない。ぐずぐずしていると合宿所のスケジュールは他の部で埋まってしまうと焦る部長が強固に説得し、なんとか五日分、確保する事ができた。

			　その間、美紅が剣道部を見捨てる事はなかった。おかげでみんなメキメキと上達し、彼女が来る前には見られなかった打撃や踏み込みが増えていった。

			　他校試合の結果を見ても、一応、夏休み前までに上達という美紅の条件はクリアしているんだろう。毎日の練習にサボらず来て、熱心に指導を繰り返している。

			「もしかして、本当は剣道が好きなんじゃないの？」

			　その姿があまりに自然だったので、ある日の練習後、柑奈はそんな事を尋ねてみた。

			「好きだったらやめてません」

			　それに対する答えは、実にシンプル。それだけでなく、いたく機嫌を損ねてしまい、その日の「お仕置き」は、何度達しても許してくれない、いつになく激しいものになった。

			　ただ、剣道の練習よりも疲れる仕打ちに辟易しながらも、柑奈は、こんな関係に慣れていくのを、心のどこかで感じてもいた。

			


			　そして試験期間を挟み、練習が再開されて間もなく、夏休みに入った。

			「ここに来るの久しぶりだなぁ」

			　その初日、郊外の大型ショッピングモールを歩きながら美紅が声を弾ませる。

			　初めて見た彼女の私服は、イメージ通り派手だった。リボンはいつもより大きめだし、厚底サンダルのせいで、柑奈との身長差が一層広がる。上は薄ピンクの七分丈のブラウスだけど、スカートは短すぎの上に薄い素材でひらひらしていて、ちょっと大きく動いたら中が丸見えになるんじゃないかと、見ている方が冷や冷やする。ただ、それを差し引いても、すらりと伸びた長い素足と、彼女自身の持つ華やかさが、人目を引いていた。

			　そのお洒落さんが急に真顔で立ち止まり、柑奈を上から下まで眺める。そして、にっこり満足げに微笑んだ。

			「うん、先輩は今日も可愛いですねっ」

			「いいわよ、無理しなくたって」

			　冷めた目で、自分の格好を見下ろす。黒の無地Ｔシャツに、膝下のフレアスカート。そして黒いキャップとスニーカー。これでも精一杯にお洒落してきたつもりだけど、どこをどう贔屓ひいき目に見たって、完璧に美紅の引き立て役。

			「そんな事ないですよぉ。先輩らしくて似合ってます」

			　やっぱり地味だと思っているんじゃないか。柑奈はふてくされて横を向いた。

			「それより！　今日は合宿の準備じゃなかったの？」

			　昨夜、買い物をしたいから付き合えという「ご主人様」からの急なお電話があった。特に買い揃えたいものがなかった柑奈でさえ一応リュックを背負ってきたのに、彼女は小さなショルダーバッグのみ。しかし、その苦情申し立てに不思議そうな顔で答える。

			「誰がそんな事を言いました？　デートですよ。今日は、デート」

			「で……でぇとぉ!?」

			　大きな声が甲高く裏返る。慌てて口を両手で塞いだけれど、周囲の人たちが一斉に振り返った。美紅が目立つのは勝手だけど、自分が変な目で見られるのは遠慮願いたい。視線が解散するのを確認してから、改めて小声で抗議する。

			「で、でーとって……聞いてないわよ!?」

			「言いましたよ、一緒にお出掛けしましょって。つまりデートです。そもそも剣道部に入らなければ、もっと自由な夏休みを満喫できたはずなんです。先輩がそれを諦めさせたんですから、これくらい付き合ってくれるのは当然でしょ」

			　一方的な主張を繰り広げる彼女に呆れて、開いた口が塞がらない。しかし、それは柑奈にとって弱みなわけで、反論する余地はない。

			「これも奴隷の義務ってわけね」

			「理解してくれて助かります」

			　ニコニコ満足そうな笑顔を見せられて、柑奈の方こそ諦めの境地。溜息を吐きたい気分だけど、美紅が足取り軽く歩き始めてしまったので、それすら諦め慌てて追いかける。

			「さーて、何して遊ぼうかなぁ。実はノープランなんですよね」

			「じゃあ何でここに来たのよ」

			　お気楽発言に肩が落ちる。ご主人様は従者のげんなりした顔を無視し、立ち並ぶファッションショップをひと巡り。黙って後についていたら、いきなり彼女が振り返った。

			「先輩、お着替えしましょう！」

			


			　連れ込まれたのは、若者向けのアパレルショップ。明るい色や原色の服がやたら多く、小物も多数取り扱っている。人気の若手モデルがプロデュースしている店らしいけど、あいにく柑奈はその手の情報に疎く、名前を聞いても分からなかった。

			「これがいいな。あ、こっちもいいな」

			　普段は入らないタイプの店に戸惑っている柑奈を尻目に、美紅は熱心に服選び。

			「先輩のコーディネートって、ひとつひとつはいいんですけど、組み合わせが全然なんですよねぇ……」

			「やっぱりダサいと思ってたんだ」

			「そんな顔してたら、可愛いものも可愛くないですよ」

			　にっこり微笑みながらも、否定はしない後輩が憎たらしい。とはいえ、服なんてたまにしか買わないし、目に入ったものを選ぶだけで着こなしには無頓着。なので、改めて指摘されると恥ずかしくなるというか、他の人にも笑われているみたいで居た堪れない。

			「よし、これからいきましょう！」

			「……から、て何よ」

			　さては着せ替え人形にして遊ぶつもりか。美紅の思惑に気づいて反抗するけど、背中を押されて更衣室に連行される。そして彼女は、一枚のワンピースを差し出した。

			「こんなヒラヒラしたの、私には似合わないよ」

			「それは着てから判断しましょ」

			　何と言われても自信がない。これも奴隷の義務と諦め、渋々とドアを閉めた。この店の更衣室はカーテン式ではないので、着替えを覗かれずに済みそうなのが不幸中の幸い。

			　手渡された明るいレモン色のワンピースを、柑奈はしばらくじっと眺めた。

			「伊勢森さんが着たら、そりゃ可愛いんだろうけど……」

			　鏡に映った自分の跳ねた髪に、これが似合うとは、やっぱり思えない。

			「……仕方ない。今日はオモチャになってあげよう」

			　潔く、というには少々時間を使ってから、服を脱いだ。飾り気のない白い下着も、お洒落には程遠い。それを自分の目から隠すように、急いでワンピースに袖を通した。

			「先輩まだですかー？　わっ、可愛い。ほらー、わたしの見立て通りじゃないですかぁ」

			　勝手に扉を開けた美紅が、両手を合わせて喜んでいる。どうせまた見下しているんだろうと捻くれた受け取り方をしてしまうけど、紅潮した頬で「可愛い」を連発する彼女に、他意があるとは思えない。

			（危ない危ない。その気になったら、また馬鹿にされるだけ）

			　そう自分を戒め、つい緩みそうになる頬を引き締める。

			「ね、一回くるっと回ってみてくださいよ。スカートひらりって」

			「ヤダよ、恥ずかしい。もういいでしょ。終わり終わり」

			「何を言ってるんですか、まだ始まったばかりですよ？」

			「えぇ……」

			　一着目で早くもうんざりなのに、彼女の足元には、服を詰め込んだ籠がふたつ。柑奈が着替えている間に、追加でセレクトしたようだ。

			「今度はボーイッシュにいきましょう。先輩なら、普通のキャップよりキャスケットの方が似合いますよ。今の季節ならカンカン帽もいいですね。Ｔシャツは緩めで肩をチョイ見せにして……ミニスカとホットパンツ、どっちから試します？」

			「私に聞かないでよ！　どっちもお断りよ！」

			　オモチャにされる覚悟はしたけど、露出の激しいものは抵抗がある。

			「えー。先輩の脚、綺麗なのに。もっと見せていきましょうよぉ」

			　彼女も簡単には引かない。しかし柑奈の拒絶が強く、脛丈のレギンス追加で妥協した。

			「うん、これはこれで悪くないですね。先輩には、こっちの方が似合ってるかも」

			「……そう？」

			　さっき自戒したばかりなのに、おだてられて、次第にその気になってきた。劇的に可愛らしくなったとは思わないけど、更衣室の鏡に映る自分の姿は、確かにどこか変わって見える。今まであまり意識した事のない、いかにも「女の子」という雰囲気で、それはとても気恥ずかしいのだけど、同時に、別の変化も見てみたい欲求も生じさせた。

			「気に入りました？　じゃ、次いってみましょう！」

			「し……仕方ないなぁ」

			　彼女の勧めに渋々従う風を装い、新たな服を受け取る。

			「うん、ボーイッシュなのも似合いますねぇ。それじゃあ次は……」

			「ところでさ、伊勢森さん。本気で選んでるの？　私で遊んでるだけじゃない？」

			「やだなぁ先輩、両方ですよぉ」

			　悪びれもしない無邪気な笑顔を見れば、多分、着せ替え遊びの方が八割以上。

			　そんな彼女に呆れつつ、あれこれ試しているうちに、気がつけば四着目。

			（遊ばれてるなぁ……）

			　美紅にポーズを要求され、スマホで写真を撮られながら、後輩の意のままにされる状況を嘆く。エッチよりはいいだろうと思ってみても、恥ずかしさは大差ない。むしろ人目がある分、こちらの方が赤面度は高いかもしれない。

			　ただ、それをさほど嫌だと感じていないのが、自分でも意外だった。もちろん好ましい事態ではないけれど、抵抗感が薄い。エッチに関しても、奴隷契約をさせられた当初ほどの絶望感はない気がする。単に慣れただけかもしれない。だとしても、美紅を恨んだり憎んだり、そんな感情は湧いてこなかった。こうして玩具にされているのに。

			（コーチの約束を、手抜きしないで守ってくれてるから、かな？）

			　だから柑奈も、その誠意に応えたくて、奴隷扱いに甘んじているのかもしれない。

			　とはいえやっぱり、エッチな事は勘弁して欲しいのが正直なところ。どんな交換条件を出せば、エロ奴隷から普通の使いっぱしりに昇格できるだろう。

			　なんて事を考えながら、美紅の手から五着目を受け取ろうとしたら。

			「あーら、伊勢森美紅ではなくて？」

			　聞き覚えのある、嫌味を含んだ高音の声。短い両おさげの小柄な少女が、友人というより取り巻きと言った方が近い雰囲気の女の子を、四、五人ばかり引き連れている。

			「げ。藤原玄子……」

			　そして美紅はといえば、こちらはいかにも嫌そうな低い声。こいつにだけは会いたくなかったという感情が、これでもかと目一杯に前面に押し出されている。

			　でも、玄子に会って気まずいのは美紅だけじゃなかった。

			「おや、そちらは……前にお会いした事ありますわね。確かあの時は、伊勢森美紅と面識はないような事をおっしゃっていた気がしますけど……わたくしの記憶違いでしょうか」

			　柑奈を見つけた玄子が、それはそれは嫌味な目を向けてきた。柑奈としては曖昧にごまかしたつもりでも、彼女にとっては嘘を吐かれたも同然で、気分がいいはずがない。

			「それは、その……」

			　美紅を守ろうとしたのが裏目に出た。まさかこんな場所で出くわすなんて思わなかったので、言い訳が浮かばない。口籠っていると、玄子は見下した目で「フン」と鼻を鳴らした。きっと、知り合いじゃないという柑奈の嘘は、最初から見抜かれていたんだろう。うまくごまかせたと思っていた自分が恥ずかしくて、真っ赤になった顔を俯かせる。

			「で、伊勢森美紅。結局あなたは剣道を続けてるんですの？　それとも……本当にやめたんですの？」

			　彼女の最大の関心事は、やはりそこ。小馬鹿にした態度から一転、真剣な眼差しで美紅に詰め寄った。

			「さあ？　そんなの、あんたに言わなきゃならない義理はないでしょ」

			「義理はありますわ！　わたくしたちはライバルですのよ！」

			　すると美紅は、頭を掻きながら、迷惑そうに眉を下げた。

			「それは……あんたが勝手に言ってるだけだし」

			　その素っ気ない態度に、玄子が信じられないものを見るように目を見開く。さすがに柑奈も気の毒になって、美紅を諫めようとした。

			（でも、私は口を挟める立場じゃないし……）

			　当事者でない者に口出しされても面白くないだろう。かといって、無関係を装うのも先輩として情けない。なんてあれこれ思案していたら、玄子が冷めた目で柑奈を見ていた。

			「な……なに？」

			「そういえば、あなた、わたくしに負けたんですわよね」

			「まぁ……そう、だね……」

			　ライバル云々うんぬんで揉めている時に自分の事を蒸し返されるとは思わなかったので、身構える余裕もなく動揺してしまった。

			「なのに呑気に遊んでいるなんて、ずいぶんと余裕ですのね。悔しいとか思わないのかしら。ああ、あんまり無様な負け方をしたものだから、無駄な努力はやめたのですね。あなた程度の凡人なら、それが賢明な選択というものですわ」

			　柑奈への嘲笑と挑発を、早口で一気にまくし立てる。美紅がまともに相手をしてくれない腹いせというか、八つ当たり。

			（でも、負けたのに遊んでるのは事実だし……）

			　この状況で反論しても説得力はない。むきになって口論を始めたら、お店に迷惑。悔しい顔を見せて玄子を喜ばせるのは癪だけど、それで揉め事を回避できるなら安いもの。美紅の特訓や奴隷扱いのおかげで忍耐力がついた、なんて自分を褒めてあげようとしたら。

			「何を勝手な事を言ってくれてんのよっ。それじゃまるで先輩が弱いみたいじゃない！」

			　美紅が胸を突き出すようにして一歩前に踏み出した。厚底サンダルのおかげで身長の伸びたライバルに見下ろされ、玄子の頬が焦りで強張る。

			「事実、弱いじゃありませんの。わたくしとの試合、見せてさしあげたかったわ。文字通り、手も足も出ないで無様に……」

			　一度は気を飲まれた両おさげの少女が、頑張って嘲笑を復活させる。それに負けまいとするように、美紅も「ふふん」とわざとらしいほど大袈裟に鼻を鳴らした。

			「たかが練習試合で何をいい気になってるのよ。あれはね、余計な事はしないで相手の手の内を見てこいって、わたしが先輩にアドバイスしたのよ。そーんな事にも気がつかないで調子に乗って、あんたも相当にお間抜けさんよね」

			「な、なんですって!?」

			　美紅の挑発に玄子が金切り声を上げる。そして柑奈も目を丸くした。

			（そんなアドバイス、ひと言も受けてないよ!?）

			　だいたい、棒立ちの格下に手の内を晒す馬鹿はいないだろう。ちょっと考えれば嘘だと分かるのに、美紅に挑発されて、玄子も冷静な判断力を失っている。

			（この娘も伊勢森さんに苦労させられてきたんだろうなぁ）

			　そう思ったら、同情を禁じえない。

			「お客様、どうかなさいましたか」

			　さすがに騒ぎすぎたのか、店員が近づいてきた。言葉は丁寧だけど高圧的で、迷惑だからケンカならよそでやれと、引き攣った眉で言っている。

			「す、すみませんっ」

			　ペコペコ謝りながら、二人の背中を押して店から押し出す。それでも彼女たちは、相手の鼻に噛みつきそうな勢いと距離で、口汚く罵り合った。

			「弱い者同士で仲良しごっこをしているがいいですわ！」

			「そっちこそ勝手にライバル名乗らないでよ！　一度もわたしに勝った事ないくせに！」

			　勝負の世界に身を置いている者だから、負けず嫌いなのは理解できるけど、そろそろ周囲の目も気にして欲しいところ。休日のカップルや親子連れが、顔を顰めながら通り過ぎる。さすがに柑奈も見かねて、先輩らしく注意しようと大きく息を吸う。

			「二人とも！　いい加減にしなさ……」

			「こんな弱い先輩を庇うなんて、伊勢森美紅には人を見る目がなかったようですわね」

			　でも、玄子の言葉が柑奈を凍りつかせた。

			（庇ってる？　伊勢森さんが私を？）

			　美紅にとっての柑奈は、ただのエロ奴隷。性的好奇心を満たすだけの人形。庇う必要なんてないはず。玄子との口論も、彼女自身のプライドを守るためだろうと思っていた。

			　今の言い争いを聞いていても、柑奈のためかどうかは判断できない。ただ言われてみれば、表情や言葉に、いつもの余裕がない気がする。

			「いいですわ。そこまで言うなら賭けましょう。次の大会、わたくしか我が校の者がその方に勝ったら、土下座しなさい伊勢森美紅！　対戦前に敗退しても同じ。どうですの!?」

			「いいよ、いくらでもやってあげる。その代わり先輩が勝ったら、あんたが先輩に土下座するんだからね！」

			　互いにビシッと指差し合って、二人が啖呵を切った。柑奈が余計な考え事をしている間に、どうしてそうなったのか、変な約束が成立している。

			「……言いましたわね。大会が楽しみですわ」

			　そして彼女はニヤリと不敵に笑い、取り巻きを引き連れ「ごきげんよう」と去っていった。やっと平和が戻ったけれど、柑奈の心中は、逆に大荒れになった。

			「何を勝手な約束してるのよ！　私があの娘に勝てるわけないじゃない！」

			　動揺した目で玄子の消えた方と美紅を交互に見る。勝ち目は薄いし、そもそも対戦機会がくる前に敗退しても負け扱いなんて、分が悪いなんてものじゃない。

			「挑発に乗って不利な条件を飲まされるなんて……伊勢森さんらしくない！」

			「大丈夫、勝てますよ。そのために毎日練習してるんじゃないですか」

			　激昂する柑奈に、美紅が平然と答える。その自信がどこからくるのか不思議でならなかった。いくら頑張って練習したところで、所詮は付け焼刃程度。真っ当な勝負になるとは思えない。そう主張すると、彼女は、落ち着いた声で答えた。

			「だから、それをできるように教えてあげてるんです。あんな娘の言う事なんて気にする必要はありません。先輩がどれだけ頑張ってるかは、わたしが知ってます」

			「伊勢森さん……」

			　静かな、でも力強い励ましに、胸の奥から熱いものが込み上げる。でも、真っ直ぐすぎる熱い瞳に耐えられず、つい視線を外してしまう。

			「き……気にするなって言う割には、伊勢森さんこそムキになってんじゃない？」

			「だって、だい…………先輩を馬鹿にされたら、許せないに決まってるでしょっ！」

			　何かを言いかけて目を逸らしたように見えたけど、気のせいだろうか。それをごまかすように、美紅は柑奈の両手を握ってきた。

			「先輩は勝てます。まだ、わたしを信じてくれないんですか？」

			「信じたいよ。信じたい。だけど……」

			　現状でその手応えを得られないから、困っているのに。なおも不審で表情を曇らせる柑奈に、美紅の眉が吊り上がった。

			「ンもう、先輩のバカっ。こっちに来てくださいっ！」

			「ば……ばか？」

			　そんなストレートに罵られるとは思わなかったので、目が点になる。柑奈の手を思いきり引っ張り、連れ込まれたのはショッピングモールの端の方にあるトイレ。その一番奥の個室に押し込まれる。

			「ちょ……ここで!?」

			　半ば怒った美紅の表情で、これから何をするつもりなのか察しがついてしまう。

			「わたしの言葉を信じない罰です。お仕置きです」

			　言うなり、唇をぶつけるように重ねてきた。拒む間もなく舌が口腔に滑り込んでくる。表面が擦れ合って、ゾクリと寒気にも似た快感が背筋を走る。気持ちよさに溺れそうになる一方で、柑奈は気が気ではなかった。いくら人気のない場所とはいえ、大勢の買い物客でごった返す商業施設。今は無人でも、いつ誰が入ってこないとも限らない。

			「ん、ちゅ、ちゅぱ、ぺろっ」

			「──ンみゅう！」

			　唇を吸われ、舌を舐められ、快感に背中をくすぐられる。抑えようとすればするほど、声が勝手に喉から漏れる。

			「ん、む……ふむっ……！」

			　今度は舌をねっとり搦め捕られ、その声すら喉奥に押し込まれる。代わりに、温かい粘液が口腔内にまとわりついてきた。それは潤滑油のように二枚の舌の摩擦を滑らかにするだけでなく、感覚まで鋭敏にさせて、もっと深いキスが欲しくなる。

			「……やめ……やめなさいっ」

			　誘惑を必死に断ち切り、美紅の肩を押し戻した。混じり合った唾液が二人の唇を未練がましく繋ぐ。それが切れるより早く、彼女は体当たりするように柑奈を壁に押しつけた。

			「あ……あっ!?」

			　その勢いのまま、首筋に吸いついてきた。切ない快感に身震いしている隙に、スカートのファスナーを下ろされる。

			「だめ、こんなところで……」

			「トイレなんだから、少しも不自然じゃないですよ？」

			　へ理屈を囁く舌に耳を舐められ、下半身を守ろうとした手が強張る。しかもその時、個室の外で物音がした。誰かがトイレに入ってきたのだ。足音から、おそらく二人か三人。用を足しにきたのではなく、化粧直しなのか、ずっと話し声がしている。

			「──待って、誰か来て……んッ！」

			　膝まで落とされたスカートを慌てて引き上げようとする。でも彼女は止まらなかった。耳朶を甘噛みし、もう片方の手を柑奈のＴシャツに滑り込ませる。その勢いのまま一気にブラをずらし、乳首を摘んだ。

			「ホントに駄目……！　駄目だってば……！」

			　喘ぎが外に漏れないように必死に抑えて、美紅を叱る。でも彼女はやめてくれない。たったひと言、その理由を囁きかける。

			「お・し・お・き……です」

			　非情な宣告と同時に、愛撫が本格的になった。乳房を掴んで捏ね回し、乳首を弾く。下半身でも、剥き出しになった下着の中心線を、爪で引っ掻くように何度もなぞる。耳朶や首筋も舌先でくすぐられ、三点四点の同時責め。感じてはいけないという思いが、逆に肌を何倍も敏感にさせた。

			（なにこれ……。もう……もう、イキそう……！）

			　鋭い快感のパルスが何度も背筋を走り抜ける。絶頂に似た熱さが早くも下腹部に溜まり始め、泣きそうな顔で歯を食い縛る。声を我慢していられるのが奇跡的なほど。密着する彼女の体温が、ともすればドアの向こうの人を忘れさせそうで、怖い。

			「お願い……お願い、キス。キスして……！」

			　唇を塞がれれば、喘ぎの音量も抑えられるだろうと思って懇願する。だけど彼女は、それを無視して頸動脈に吸いついた。ビリビリとした快感が、必死の我慢を緩めてしまう。

			「──きひッ!!」

			　それでも悲鳴を抑えようとしたせいで、奇声が漏れた。慌てて口をつぐんだけれど、騒がしかった外の話し声が、ピタリと止まる。

			（聞かれた……。どうしよう、聞かれちゃった……！）

			　気のせいであって欲しいという願いも空しく、ドアの向こうで爆笑が起こった。それが遠ざかって、女性たちがトイレから出て行ったのは分かったけれど、もう遅い。

			「あ……あ……」

			　羞恥と焦燥、果てしない絶望感、そして怒りとも悲しみともつかない感情が、柑奈の心を複雑に掻き乱した。しかもそれは身体にまで作用し、緊急事態に追い込まれてしまう。

			（あ、だめ……。おしっこ出ちゃう……）

			　人が去れば得られたはずの安堵は失われ、居残った焦燥感が尿意となって襲ってきた。脚を閉じて我慢できるレベルじゃない危機的状況に、掴んでいたスカートを床に落とす。

			「い、伊勢森さん！　一回外に出て……」

			「先輩、おしっこでしょ？　いいですよ。遠慮せずにしてください」

			「そ、そんな……！」

			　モジモジする内腿で見抜いたんだろうけど、平然と言い放つ美紅に目を見開く。しかも彼女は、柑奈が驚愕で硬直する間に、しゃがみ込んで下着を脱がそうとした。

			「ほらほら早くっ。先輩のおしっこ見せて」

			「ばか言わないで！　そんな事できるわけが……んくっ」

			　強引にパンツを下ろされそうになり、声を裏返して抵抗した。

			　そんな中にあって、柑奈は彼女の言動に違和感を覚えていた。無邪気に無茶を迫るのはいつもの事。でも言葉の端々、表情の細かなところが、どこか違う。目を合わせようとしないし、何かに焦っているようにさえ見える。しかし、違和感の理由にまで考えが至らない。もう本当に限界。下着の内側が熱く疼いて、数秒と持たずに破裂してしまう。

			「せっかくトイレにいるのに、パンツを濡らしちゃったら馬鹿馬鹿しいですよ」

			「そ、その通りだけど……あなたが出て行けば済む話…………ヒッ！」

			　往生際悪いあがきも空しく、一気に足首まで下ろされた。下腹部に視線が注がれるのを感じた途端、緊迫していた股間がついに最後の一線を越える。

			「も……もうダメぇっ！」

			　美紅が蓋を開けてくれた便座に腰を下ろし、股間から熱いものを迸らせた。ジャーッと勢いよく放たれた水流が、便器の内側を叩く。音を聞かれるだけでも死にそうになるくらい恥ずかしいのに、彼女が膝を押し開いた。放尿中でコントロールの利く状態でない身体は、その軽い力にすら抗えない。

			「いや……見ないで……。やだぁぁぁ……！」

			　混乱した柑奈は、羞恥に染まった顔を覆う事すら忘れ、為す術なく放尿姿の鑑賞を許した。最後のひと雫が落ちるまで。

			「あ……あ……」

			　性的な行為は、ある意味お互い様のところがある。責める側も責められる側も、欲求や本能を解放している状態だから。でもこの生理現象は、日常事とはいえ秘めた行為。それを一方的に見られるのが、こんなに恥ずかしいなんて思わなかった。

			　呆然となる柑奈に、美紅の影が覆い被さる。その頬は紅潮し、瞳も興奮に潤んでいる。
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			「先輩、可愛い……」

			「え？　……ふぁンむっ」

			　呆けたように呟いたかと思うと、いきなり両手で頬を挟んで口づけてきた。キスなんて生易しいものじゃない。舌で口腔内を舐め回し、掻き回す、愛撫そのもの。くちゃくちゃと卑猥な音を派手に響かせ、思考の麻痺した頭を淫色に染め上げる。

			（こ、こんなすごいキス初めて……。でも……）

			　その激しさは、柑奈に違和感も与えていた。快感のためというより、もっと別の、必死さのようなものを感じる。でも、依然おしっこを見られたショックからは立ち直れず、舌が触れ合うゾクゾクも、思考の邪魔をする。

			「ふあぁぁ……あぁぁぁ……！」

			　柑奈は考えるのを諦め、両手で彼女の頭を抱えた。顔を捩じって唇を押しつけ、口の中で暴れる舌を思いきり吸引する。表面を覆う唾液をすべて奪う勢いで、激しく啜る。

			「ふ、んみゅっ！」

			　珍しく美紅が呻いた。頬に触れた手が強張って、彼女の身体が震えているのが分かる。仕返しのように、柑奈の舌が吸われた。根こそぎ持っていかれそうな勢いと痛みに背筋が痺れるけれど、それを遥かに上回る妖しい快感が、頭を芯から狂わせる。

			「あぁ……先輩、可愛い……。おしっこ、可愛い……」

			「だ、だめ……。それ言わないでぇ……」

			　それのどこが可愛いというんだろう。いつもなら文句のひとつも叩きつけているところだけど、今は、辱めの言葉で、異様なまでに胸が昂った。

			「でも先輩の見たら、何か胸がドキドキして……。わたし、変なの……はぁ……っ」

			　美紅が再び唇にかぶりつく。きっと、彼女も興奮でおかしくなっているに違いない。それが性欲に転化されているのだと、頭の片隅で考える。でも、舌と唾液を絡ませ合う快感の前では、冷静な分析なんて無意味で無力。羞恥がぶり返して股間が再び熱くなる。その淫熱に誘われたように、美紅の指が淫裂をまさぐり始めた。

			「ふあぁんっ！　だめ、そこ汚い……ンあぁっ！」

			　警告を無視し、中指が秘裂の奥まで潜り込んだ。濡れているのも構わずに、粘膜や陰唇の襞をくすぐり、震わす。

			「あは……。先輩、おしっこじゃないのも漏らしてたぁ」

			　美紅が嬉しそうに声を上擦らせた。掻き回されて鳴るのは、明らかに別種の粘液。

			「これ、私が触ったから？　それとも、おしっこ見られて感じちゃったの？」

			「分かんない。そんなの、分かんない……！」

			　首を振るけど、自覚していた。用を足しながら、軽く達していた事を。それを見透かしていると言いたげに、美紅の唇が三日月型に歪む。辱められ、秘裂が熱を孕む。妖しい悦びに衝き動かされ、柑奈も美紅の股間に手を伸ばす。

			「はうっ！」

			　彼女が短く呻く。いつ脱いだのか、下半身はスカートも下着もない丸裸。それに驚く以上に、指に触れた熱さに胸が高鳴った。

			「な、何よぉ。伊勢森さんこそ、ぐちょぐちょじゃ……ンっ、あ、あッ！」

			　それ以上は言わせまいとするように舌が口腔に押し込まれる。一瞬で頭が真っ白になって、反発も挑発もどこかに吹き飛んでしまう。ただ、指先が温かいぬかるみに沈む心地よさに酔い痴れ、絡みついてくる襞を掻き回す。

			「や、先輩……すごっ……んぁっ！」

			　夢中で指を動かしていたら、美紅がしなだれかかってきた。腰が抜けたように柑奈の脚に座り込む。二人は互いをしっかり抱き寄せ、相手の性器を擦りまくった。

			「あん、あん、ふぁぁんっ！」

			　美紅の嬌声が甲高くなる。仰け反って震え、柑奈の唇にむしゃぶりつくのを繰り返す。まるで、彼女の方が快感にのめり込んでいるようにも見える。

			「あ、あん、あん……先輩……はぁ……先輩ッ！」

			「伊勢森さん……？」

			　どうしたんだろう。いつもの彼女らしくない。さっきの違和感が再び頭をもたげる。のめり込むというよりも、快感にすがるような乱れ方。でも陰核を転がされ、冷静な観察を邪魔されてしまう。美紅のお尻の乗った太腿が痙攣し、何度も勝手に跳ね上がる。

			　電流のような悦びに貫かれ、疑問よりも、絶頂したい欲求に身体と頭が支配される。

			「ふはっ、あはぅ！　伊勢森さん……あ、もっと……もっとぉ」

			「あん先輩も、もっと強く、強くぅ！」

			　伸ばした舌を舐め合って、溢れた唾液が喉を垂れる感触までが股間を疼かせる。指は震え、腰は暴れる。それでも二人は懸命に相手のクリトリスを捉えて撫で擦った。

			「は、あ、先輩……。腰、蕩ける……っ！」

			　美紅の眉が八の字に下がる。言葉とは裏腹に、脚に当たるお尻が強張る。柑奈の淫裂も再び尿意を催すほど熱くなる。

			「先輩、イク……イキそう……」

			　切迫した声に操られるように無心で指を動かして、美紅を絶頂へと追い込んでいく。しかし限界なのは柑奈も同じ。あんなに声が外に漏れるのを怖がっていたのに、それすら制御できないほど頭が呆けて、性欲だけの人間になっていく。

			「いやぁ……。これ駄目……このままじゃ……これ、好きになっちゃうよぉ……！」

			　それは危機感から出た言葉。いくら気持ちいいからといって、遊び半分の強制的な愛撫を好きになっていいはずがない。でも、それをどう聞いたのか。

			「うん、好き！　わたしも……先輩、好きぃ！」

			「──え？」

			　胸を突く、切ない叫び。聞き間違いかと思ったけど、それを確かめる前に、お腹の下で熱い爆発が起こった。新たに生まれた疑問を置き去りに、胎内を快感の暴風が吹き荒れる。

			「あ、待って！　ダメ、今は……だめイク、イク、ひぃぃぃっ！」

			「先輩、先輩ぃぃっ！」

			　二人の悲鳴が重なった。絶頂痙攣に全身を震わせる。ビクンビクンと跳ね回る身体を止められず、強張る腕で互いを抱き締め合う。

			「あ、あ……あ……」

			　淫唇が引き攣って、粘る雫が一粒、落ちる。その感覚だけでもう一度軽く達してしまった。なのに、さらに美紅が熱い身体を絡みつかせてきた。両腕をしっかり回し、頬を首筋に擦りつけてくる。

			「先輩……せんぱぁい……」

			「伊勢森さん……」

			　心地よさに酔い痴れながら、ふと、いくつかの違和感について頭を巡らせる。彼女に見えた焦りと、そして、口走った妙な言葉。でも、気だるくて肌の触れ合いが心地よくて、何より美紅の甘えた仕種が可愛らしくて、そのうち、考えるのが面倒くさくなった。

			


			　八月に入り、大会まで約一か月。ついに合宿が始まった。五日間、冷房のない剣道場に朝から夕方まで。想像するだけで恐ろしい地獄の光景だけど、実際はもっと過酷だった。

			　道場は校舎の陰にあるので、直射日光を浴びる事はほとんどない。それでも真夏の暑さは防ぎきれず、少し動いただけで、滴り落ちた汗が床に無数の水溜まりを作った。

			「みんな熱中症には気をつけてね。気分が悪くなる前に、早めに申し出る事！」

			　顧問が繰り返し注意を促す。生徒に大事があってはいけないので、珍しく練習に付きっきりだ。部員たちも最初は「はーい」と手を上げていたけど、あまりに頻繁に声をかけてくるので、そのうち返事をしなくなってしまった。

			「よし、休憩！」

			　その代わり、部長が全体を見て判断する。普段の稽古では開始から終了まで面を外さないけど、今回は長丁場だし、適度に水分を取る必要があるので、その限りではない。部長の合図で、みんな一斉に飲み物の入ったクーラーバッグに駆け寄った。

			（上に立つ人は色々と大変だなぁ。……って、来年は私がやらなくちゃいけないのか）

			　柑奈もスポーツドリンクを飲みながら、自分が部長になった時の事を考える。でも、それは可能性の低い未来。今の三年生が卒業したら、部員は一人。そうなった時、新たに四人以上も新人を獲得する自信もない。今度こそ廃部は濃厚。

			（伊勢森さんが残ってくれれば……って、だめだめ。今は来年の心配をする時じゃない）

			　美紅には、今年限りの約束で無理難題に付き合っているのだから。

			　でも、現実的でない部の未来を考えていた方が、まだよかったかもしれない。

			（伊勢森さん、か……）

			　ペットボトルに口をつけながら、タオルで汗を拭う道着姿の彼女を盗み見る。なるべく意識しないようにしていた悩み事が、胸の中をざわつかせ始める。

			　数日経っても、柑奈の頭からは、美紅の「好き」が離れなかった。抱き合って叫んだ彼女の声が、繰り返し繰り返し脳内で再生される。

			　特に意味はないのかもしれない。もしかしたら、ペットを愛でる程度の事なのかもしれない。ただ、そんな事を言われたのが初めてなので、どうしても意識してしまう。

			（あの娘が、私にそんな感情を抱いていると思う？）

			　ありえないだろう。エロ奴隷なんて、好きな人に使う言葉じゃない。そのくせ、次の瞬間には結論が翻った。彼女の態度は照れ隠しかもしれないと、そんな風に考えてしまう。そもそも、好きでもない人とキスやエッチができるだろうか。

			（いやまぁ……。私だってしてるけど、それは強制されてるからだし……）

			　焦って自分に言い訳する。それはともかく、美紅は自主的にしているわけで、一片の好感情もないとは言いきれないんじゃないだろうか。

			（あー、もうっ。もやもやするっ！　いっそ、私を好きなのって聞いてみる？）

			　そんな恥ずかしい質問、できるわけがない。もし本当に他意がなければ、単なる自意識過剰だ。でも真意を確かめないと落ち着かない。ふわふわした疑問を、ずっと抱き続けなければならないのも事実。

			「──！」

			　美紅と目が合った。反射的に回れ右して顔を逸らす。おかしな事を考えていた後ろめたさなのか、鼓動が派手に跳ね上がった。胸に手を当て、といっても胴を着けているので手に伝わる感触は硬いけど、その内側のドキドキは、はっきり感じる。

			「先輩、先輩」

			　あれこれ悩みを持ってきて迷惑な後輩だと、溜息を吐く。

			「柄原せんぱーい！」

			「わぁ!!」

			　耳を摘まれ怒鳴られた。びっくりして手を振り払うと、そこには美紅の怪訝そうな顔。見れば、三年生たちは正座して面を着け始めている。いつの間にやら休憩時間が終了している。変な事を考え込んで、周りが見えなくなっていた。

			（もう！　また伊勢森さんのせいだ！）

			　完全な逆恨みの恨み言を心の中でぶちまけ、慌てて面を被ろうとする。その袖を、美紅が摘んで引っ張った。

			「やっぱり聞いてなかった。柄原先輩だけ別メニューです」

			「……私だけ？　また伊勢森さんと？」

			　柑奈は顔を顰めた。こんな風に特別コースばかり設けられると、お前が飛び抜けて下手くそだからだと言われているみたいで、嬉しくない。

			（うじうじするな！　実力差があるなら、それを埋めるために頑張りなさいよ！）

			　見上げた美紅の顔は、いつも通り。やはり、この前の事を変に意識をしているのは柑奈だけみたいだ。

			（集中しろっ。余計な事を考えていられる立場か！）

			　あれこれ惑う自分を叱咤し、跳ねるように立ち上がる。そして竹刀を突き出し、教えを乞う立場とは思えないほど偉そうに胸を張った。

			「いいよ。せいぜい私を強くしてちょうだい！」

			　その威勢に、美紅も力強く頷いた。

			　先輩たちの練習を横目に、道場の一角で完全に防具を着けた二人が向かい合う。

			「じゃあ、軽く打ち合ってみましょうか」

			　美紅が竹刀を構えた。試合をするほど二人に与えられたスペースは広くないけど、まずはコーチの言う通りにする。

			「てぇぇぇい」「やあぁぁぁあ！」

			　一足一刀の間。竹刀の先端が触れ合いそうな、一気に踏み込める距離。円を描くように横移動しながら気合の応酬。まずは基本的な立ち上がりで、相手の出方を見る。美紅が前のように隙を見せてくるけど、迂闊に打ち込んだりはしない。

			　ここはいったん距離を取って──と見せかけて、竹刀をしならせる。

			「めえぇぇん！」

			　気合鋭く技を打ち込む。でも彼女は身体を後ろに反らせて、それをかわした。わずかに届かなかった剣先が空を切る。すると今度は、柑奈に隙ができてしまう。

			「面っ！」

			　短い気合と共に、美紅の竹刀が頭上に直撃。あっさりと負けてしまった。

			「も……もう一回！」

			「いいですよ。元々、そのつもりですから」

			　リベンジを申し込み、再戦。でも、何度か繰り返したものの、似たような展開ばかりでなかなか勝てなかった。

			「もう、どうして勝てないの!?」

			　五連敗した後、駄々っ子のように叫ぶと、美紅が近づいて面同士をくっつけた。

			「どうしてはこっちのセリフですよ。何で先輩は面ばっかり狙うんですか」

			　間近で吐息を感じて動揺がぶり返した上、言われた内容を理解できずに「へ？」と間抜けな返事をしてしまう。

			「駄目なの？」

			「駄目じゃありませんけど……。自分でやってて気がつかないんですか？　先輩、リーチが短くて届いてないじゃないですか」

			　柑奈は黙り込んでしまった。もちろん気がついていなかったわけじゃない。打率の低い事くらい、薄々は分かっていた。

			「で……でもさ、剣道っていったら王道は面打ちじゃない？」

			　こだわりの理由を素直に答えたら、美紅は呆気に取られたようにポカンと口を開けた。

			「何を素人みたいな事を言ってるんですか。先輩の体型で面を得意技にするには、まだまだ修練が必要ですよ。そんな悠長な事をしている時間はあるんですか？　……はいそこ、目を逸らさないで真面目に考える！　三年生たちに、いい思い出を残すんでしょ？」

			　後輩に真面目に諭され、柑奈は再び「う……」と口をつぐんだ。目を逸らしたのだけは別の理由なのだけど、それをここで喋る訳にはいかない。

			「最初に手合わせした時から思ってましたけど、どうして先輩は、そんなに面打ちにこだわってるんですか？」

			「それは……その……」

			「ぐずぐずしないで話す！　合宿の限られた時間を無駄にしないでください」

			　まさか、こんな事で問い詰められるとは思わなかった。美紅の目が怖い。柑奈もそこそこ体育会系の人間だと思っていたけど、さすがに全国レベルは迫力が違う。

			「その……剣道を始めたばかりの頃、すごく綺麗な面を打つ子がいて……。自分より年下の子だったけど、そんな面が打てればと思って……」

			　次第に俯き、目が泳ぐ。語尾も小さくなっていった。でも、美紅の顔を見られそうになかった。そんな程度の動機で向かない技を頑張っていたなんてと、呆れたに違いない。

			「なるほど、分かりました。では今から、新しい必殺技を伝授します。黙ってわたしに従ってくださいね」

			　淡々と告げるだけの彼女に、目を真ん丸にした顔を上げる。

			「…………馬鹿にしないの？」

			「こだわりの理由ですか。動機なんて人それぞれです。わたしなんて、家が道場だったってだけですよ？　それも、始めたんじゃなくて、始めさせられたんです。先輩は自主的なんだから、立派じゃないですか」

			「そ、そういう……ものかな」

			　褒められたんだろうか。とりあえず傷つかずに済んで、胸を撫で下ろす。

			　美紅は仕切り直すように一歩下がって、竹刀を肩に担いだ。

			「こだわりが強いだけあって、先輩の面は鋭いです。展開次第では、うまくはまると思います。でも言った通り、背の高い相手には、容易には届きません」

			「う、うん……。それで、新しい技って？」

			　得意技を否定されるのは悔しい。けれど美紅の言う通り、残された時間は少ない。きっとすごい技を伝授してくれるに違いないと気持ちを切り替え。期待を目一杯に高める。

			「それは……」

			「それは……？」

			「面抜き胴です」

			　目が点になった。何が飛び出すのかと思えば、それ自体は普通の技。とはいえ、得意かと問われれば、答えは否。

			　面抜き胴は、相手が面を打ってきた時、右斜め前方に踏み込んでかわし、すれ違いざまに横薙ぎで胴を打つ技。でも手首の返しが難しくて、形になるまで結構苦労した。だから実戦で使った経験はほとんどなく、まして、一本を取った事なんてない。

			「柄原先輩は背が低いので、対戦相手に面を打たれる事が多いでしょ？　だから、それを逆に利用するんです。面抜き胴は試合でも出る率は低いし、有効だと思いますよ」

			「で……でも、必殺技として使えるレベルまで、今から精度を上げろっていうの？　時間がないって言ったのは伊勢森さんだよ？」

			「大丈夫です。それに備えて、今まで先輩を鍛えてきたんですから」

			　今度はあんぐりと口を開けた。あの鬼ごっこに、そんな思惑が含まれていたなんて。正直なところ、今の今まで、からかって遊んでいるのだと思っていた。

			（最初からこの技の準備をしていたって事？　……私のために？）

			　剣道なんて嫌だと言いながら、ひと目で柑奈の弱点を見抜き、対応策を真面目に考えていた。そのくせエロ奴隷なんて突拍子もない事を考えるし、美紅という少女が、ますます分からなくなる。

			「抜き胴は、タイミングと踏み込みの思いきりが大事です。わたしが面を打ちますから、まずはやってみてください」

			　美紅が正眼に構える。柑奈も同じ構えを取る。もちろん、真面目にマスターしようと考えていた。この瞬間までは。

			


			「何をしてるの、柄原！」

			　数分後、柑奈は部長のお叱りを受ける羽目になった。練習に身が入っていないのが、傍目にも分かったんだろう。

			　ただの反復練習で、失敗の連続だった。まずは、踏み込み時に美紅の身体から離れすぎて、打撃が弱い。これでは一本にならないので、思いきって内側に入ったら、目測を誤って正面衝突、からの尻もち。それを怖れてまた外に逃げ、ついには壁に激突する始末。いくら苦手な技とはいえ、上達の見込めない内容に部長も見かねたみたいだ。

			「どうしたの、柄原らしくない。体調でも悪い？」

			「い、いえ違います。すみません……」

			　集中できていない理由も話せず、柑奈はただ俯いた。

			（私、何をしてるんだろう……）

			　やっと人数が揃って、合宿までこぎつけて、美紅の協力も得られているのに、自分だけが違う事に気を取られている。

			　不甲斐なかった。情けなかった。多分、このまま続けても同じ失敗を繰り返すだけ。そんな自分が許せない。

			「ホントすみませんっ！　頭を冷やしてきます！」

			「あ、ちょっと柄原……！」

			　募り募った苛々が、前触れもなくドカンと噴火した。面を脱ぎ捨てて外へと飛び出す。突然の暴発に、部長たちが背後で呆気に取られている。でも胸の苛々を発散しないと誰かに当たってしまいそうで、とにかく無闇にグラウンドを周回する事に決めたのだ。

			「はっ、はっ……はっ、はっ……」

			　何も考えず、呼吸と、スニーカーが土を蹴る音だけに集中する。でも、ちょっと油断するだけで、別のものが頭の中をチラチラよぎった。

			　性の快感に喘ぐ美紅の顔と、自分を「好き」と言った熱い声。さっきの練習中も、彼女の吐息が聞こえるたびに、淫猥な記憶が呼び起こされそうになった。

			「伊勢森さんは、真面目に鍛えてくれてるのに……」

			　彼女のように気持ちを切り替えられず、いやらしい事ばかり考えて。

			「何なのよ、もぉぉぉ！」

			　叫びながら走る柑奈を、他の部活の娘たちが驚いて見ている。その視線を意識するのが怖くて、フラフラし始めたのに止まる事ができない。

			「わぁぁぁ…………ひぁっ！」

			　掠れ声で絶叫する柑奈の頭に、冷たいものが降ってきた。びっくりして足を止めると、美紅がペットボトルを逆さに持って、水をどぼどぼと注いでいる。

			「何やってるんですか、熱中症になりますよ。頭を冷やしなさい」

			　空になった容器を振って、最後の一滴まで髪にかけてくる。そんな彼女の額や首にも、汗が光っていた。きっと、心配になって追いかけてきてくれたんだろう。吊り上がった目に、少なからず怒りを感じる。柑奈は子供のように項垂れ、その場に立ち尽くした。

			


			　昇降口の段差に並んで腰を下ろす。美紅が、タオルで柑奈の髪を拭く。後輩に迷惑をかけた申し訳なさで口を開く気力もなく、黙ってされるがままになった。

			「ごめんなさい。でも、先輩が止まってくれないから。何回も声をかけたのに」

			「そうだったの？　……ごめんなさい」

			　全然聞こえなかったけど、これは集中していたとは言わないだろう。そこまで思い詰めていたなんてと、さっきよりも深く項垂れる。

			「それにしても、どうしたんですか？　練習好きな先輩にしては散漫でしたよね」

			　小首を傾げながら、俯いた顔を覗き込んでくる。その悪意のない目が、逆に悲しくなった。せっかく落ち着きかけた胸が、苦しいほどに締めつけられる。

			（本当？　伊勢森さんは、本気で心当たりがないって言ってるの？）

			　問い詰めたかった。でも両手を握り締め、声を懸命に抑え込む。そんな柑奈の様子に、美紅はいつになく真顔になった。練習中の厳しさとも違う、真面目な表情。

			「もしかして、わたしのせい？」

			「……ううん、違うよ。伊勢森さんには関係のない事」

			　小さく深呼吸して、首を振った。本当は関係大アリなのだけれど、それは責任転嫁。気持ちの整理も切り替えも、コントロールしなければならないのは、柑奈自身。

			「そう……ですか？」

			　彼女は釈然としない顔をしながらも、それ以上は突っ込んで聞いてこなかった。

			「悩みがあるなら聞きますけど……って、わたしが言う事じゃありませんね。相談事は別の人にお願いします」

			「自覚あるんだ……」

			　それでも、少しは心に余裕が出てきたみたいだ。澄ました顔で自虐する美紅に、皮肉っぽい笑みが浮かんだ。

			「わたしが言えるのは……そうですね、三年生のために頑張りましょうって事だけです」

			「そうだよね。私が言い出した事なのに……ごめんなさい」

			　説得されて、深く深く頭を下げる。もう、さっきほどの苛々は感じない。

			（何か……不思議な感じ……）

			　問題は何も解決していないし、平常心が取り戻せたわけじゃない。なのに、こうして美紅と向き合っていると、穏やかな気持ちにもなってくる。不安と安心を同時に感じているような、不思議というより変な気分。

			（同じ秘密を持つ者同士だから？　……この娘って、私にとって何なんだろう）

			


			　道場に戻った柑奈は騒がした事を謝罪すると、その後は無心で稽古に打ち込んだ。邪念が消えたように身体が動き、嘘のように技が決まる。

			　そして合宿三日目。美紅の提案で、練習の最後に先輩たちに立ち合いをお願いし、全員から抜き胴で一本を取る事に成功した。

			「たった三日で、こんなに……？」

			　連続しての勝利なんて久しくなかったので、この結果に、誰よりも柑奈自身が驚かずにいられない。

			「もっと磨きをかければ、実戦でも十分に通用しますよ。でもよかった。人に教える経験って少なかったから、正直、わたしもあんまり自信なかったんです」

			「ううん、謙遜する必要ないよ。伊勢森さんすごい。さすがは全国チャンピオンだよ！」

			　つい興奮して褒めちぎってしまった。その肩書は嬉しくないのか、彼女は少し困り顔。でもやっぱり悪い気はしないらしく、口元の笑みを隠しきれていない。

			「お二人さん、いつまでもイチャイチャしてないで作務を始める！」

			「あ、はーいっ」

			　照れ隠しか、美紅が急いで柑奈から離れようとする。

			（あ……）

			　その後ろ姿に、突然、胸が重くなる。彼女が本当にどこかへ行ってしまうような錯覚を覚え、無意識に、その袖を掴んでいた。

			「……どうかしましたか？」

			「いや、その……」

			　理由なんてない。でも掴んだ袖は放す気になれない。早く返事をしなければ、変に思われる。思考が柑奈らしくなく高速回転し、名案が急にポンと飛び出した。袖をさらに引き寄せて、彼女の耳に内緒話を囁きかける。

			「あの、ね……。お礼がしたいの。……どっ、どんな無理でも、するよ……」

			　顔が燃えるように真っ赤になる。自分のふしだらなおねだりに、生唾が口に溜まる。でも、これは本心。今ならどんな無茶なご奉仕でもできる気がしていた。

			「嬉しい。先輩からそんな事を言ってくれるなんて」

			　美紅が目を細めた。いかにも意地悪な事を考えていそうな三日月形。何を命令されてしまうんだろうと、柑奈の胸が期待に躍る。しかし、彼女は優しく微笑むだけで、静かに首を横に振った。

			「ですけど、そのお礼は後に……実際の試合で勝った時にしましょう。練習でうまくいったからって、それで満足してちゃ駄目、ですよ」

			「あ、はい……」

			　敬語で返事をしてしまう。確かに、ちょっと浮かれていたかもしれない。せっかくのやる気を削がれてシュンとなる柑奈に、彼女の方から耳を寄せてきた。

			「もし試合で勝ったら、ご奉仕じゃなくて、ご褒美、あげますね」

			　妖しい予告に目を見開く。顔が火照る。心臓も、今までにないほど速く、激しく、胸の中で鳴り響いた。

			


			　合宿も最後の夜となった。明日は練習せず、朝一番で帰るだけ。変なスケジュールだなと思っていたら、部長が合宿お疲れパーティをしたかったからだった。みんなで近所のスーパーへ行き、お菓子やジュースを山ほど購入。ここで、珍しくやる気を出した先生が、会計してくれた。

			「たまには顧問らしい事しなくちゃね」

			　なんて言いながら。五日も付き合わされて余計に嫌になるかもと思ったけれど、少しは部員たちの熱意が伝わったみたいだ。花火も買う予定だったけど、それは他の先生に見つかるとまずいという理由で却下された。

			　それでも、合宿所の布団の上でお菓子を広げて大騒ぎ。先生が宿直室へ戻った後も、声を潜めつつトランプ大会。全員、パジャマ代わりのＴシャツ短パンで、さんざんに笑い転げた。そして、次に何をしようかとなったところで。

			「第一回、剣道部肝試し大会ぃ～！」

			「えぇぇっ!?」

			　ペットボトルをマイク代わりに美紅が叫んだ。三年生たちは、諸手を挙げて大賛成。でも柑奈は激しくうろたえた。みんなが盛り上がる後ろで、プルプル震えながら首を振る。

			「この合宿が終わったら本気で受験勉強に戻らないといけないし、今日くらいは派手に遊ばないとね！」

			　頭上に両手を掲げて作ろうとしたバッテンマークは、そんな先輩たちの言葉であえなく撃沈した。この雰囲気の中、ひとり反対する勇気はない。

			「実は昼間のうちに、これを用意しておきました」

			　そして、美紅の仕切りでルール説明が始まった。その手には竹刀の鍔。それぞれの名前が書かれたシールを貼って、屋上にバラバラに置いてあるので、それを持ち帰れとの事。

			「屋上のどこにあるかは、みなさんで探してください。隠してあるわけではないので、すぐに見つかると思います」

			「なるほどー。見つけたと思ったら自分のじゃなかった、て事もあるのね」

			　部長が顎に手を当て、ニヤリと笑いながら感心する。だけど柑奈は、そんなゲーム性いらないと人知れず目を吊り上げた。しかも、肝試しはいきなり思いついたわけじゃなく、前もって準備していたのが憎たらしい。夜間の屋上立ち入りも顧問に許可を取っているみたいで、その念の入れようには感服したり呆れたり。

			「公正を期すため、わたしのは最初の人が置いてきてください。それではスタート！」

			　柑奈の覚悟を待たず、容赦なく肝試しが始まった。しかも、くじの結果で順番は一番最後に。それはつまり、恐怖の時間が一番長く続く事を意味している。

			（何で肝試しなのよー！）

			　柑奈は、暗いところが大の苦手だった。お化け屋敷は必ずリタイア。今回は校内を歩くだけとはいえ、薄暗い空間を想像しただけで背筋が寒くなる。こんな弱さを克服したかったのも武道を始めたきっかけのひとつだけど、そこには寄与してくれなかったみたいだ。

			　ガタガタ震えている間に、三年生が続々クリアしていた。しかも、みんな行きは威勢がよかったのに、帰りは同じように走って戻ってくる。

			「やだ怖い怖い。夜の校舎って、思ってたより怖い。なんか、誰か後ろからついてきてるんじゃないかって錯覚するの！」

			「へ、変な事言わないでください！」

			　柑奈は涙目で耳を塞いだ。揃いも揃って余計な話をして、恐怖心を煽ってくる。

			「ほら、柄原の番だよ」

			「…………え？」

			　床に、四枚の鍔が並んでいる。怯えている間に四人とも終えてしまった。懐中電灯を渡されて、寝部屋から追い出される。

			「ほ、本当に行くのぉ～？」

			「がんばれよ～」

			　先輩たちが無責任に笑って手を振る。出発の時点ですでに涙目、へっぴり腰。渡り廊下を通って校舎に入るまで、通常なら十秒もかからないところ、三分を要した。

			「あ……あんまり遅くなると、みんな心配するもんね……」

			　なんて自分を奮い立たせようとするけれど、闇に包まれた廊下は、先輩の話以上の恐怖となって柑奈に覆い被さった。非常灯のぼんやりした光は、安心を与えてくれるどころか、逆に異空間のような異様さとしか映らない。窓の外には街の灯りだって見えるのに、ガラス一枚挟んだだけで、自分だけがこの空間に隔絶された錯覚を起こす。

			　後ろを振り返る勇気なんてない。一歩一歩、踏みしめるように進み、階段は手も使って這い上がり、屋上まで辿り着いたのは奇跡的。

			「で……私の鍔はどこにあるのよぉ～」

			　屋上には灯りが一切なく、懐中電灯だけが頼り。でも映し出されるのはコンクリートの冷たい床だけ。昼間なら何て事ないんだろうけど、この暗闇で小さく薄い円形を探すには、あまりにも広大な空間。不安と恐怖心で身震いし、尿意さえ催してくる。

			「みんな、本当にここで見つけたの？」

			　自分だけが騙されているんじゃないだろうかと、疑心暗鬼になってくる。

			　──バタンッ！

			「ひぃぃぃぃッ！」

			　その時、大きな音が背後で轟いた。闇夜に柑奈の悲鳴がこだまする。開け放しにしていたドアが突風で閉まっただけ。そうと分かっても、虚空に響くその音で、張り詰めていた緊張の糸が、ぷっつり切れた。

			　──じわ……。

			「あ……？　あ、ダメッ！」

			　股間に温かいものを感じてしゃがみ込む。でも叫んだ時にはすでに遅かった。短パンの隙間から生温かい水流が、ちょろちょろと音を立てて流れ出す。足元に水溜まりが広がっていく。できるのは、身体を小さく強張らせ、それが終わってくれるのを待つだけ。

			「もうやだ……。どうして……どうしてこんな……」

			　自分が信じられなかった。いくら怖がりだからといって、この歳で、こんな場所でお漏らしするなんて。内腿から足首まで濡れてしまい、気持ち悪くて動けない。暗闇の中でしゃがみ込み、声を押し殺して泣いた。

			　どれくらいそうしていただろう。扉が開く、軋んだ音がした。

			「……先輩？」

			　懐中電灯の光に照らされる。それが美紅の声であった事に安堵して、今度は気持ちの方が切れた。胸から嗚咽が込み上げて、あと少しで、大声で泣いていたかもしれない。

			「よかった。ここにいたんですね。あんまり遅いから心配して探しに……」

			　でも、安心できたのはそこまで。異常に気づいた彼女の声が、途中で止まる。泣き顔を見られるよりも、足元の水溜まりを知られたのが恥ずかしくて目を逸らす。

			「先輩、もしかして……」

			「言わないで！　言ったら、駄目……」

			　咽び泣く柑奈の声で、何があったか察したらしい。彼女は背中を見せてしゃがみ込み、仕種でおんぶすると言ってくる。

			「で、でも……伊勢森さんが汚れちゃう……」

			「見た感じ乾いてるし、大丈夫ですよ。おしっこって意外と汚くないから、後で洗えばいいんです。それに……先輩のおしっこなら、前にも見せてもらいましたしね」

			　言うなとお願いしたのに、おしっこと二度もはっきり、笑いながら口にされた。確かに失禁を見られるのは二度目。でも今回は恐怖心からで、情けなさは比較にならない。

			　とはいえ、いつまでも拗ねてはいられない。仕方なく美紅の背中に身体を預ける。

			「よいしょっと」

			　彼女が重そうに立ち上がってから、自分で歩けばよかったのだと気づいた。でも身体に残る恐怖と、失禁のショックと羞恥で、どのみち歩行は難しかったかもしれない。

			　美紅が階段を注意深く降りる。途中でトイレに寄って、濡らしたハンカチで脚を拭いてくれる。柑奈は手洗い場に寄りかかり、震えながら完全に身を任せた。

			「部長たちには、鍔が見つからなくて探してたって事にしましょう。実際、ちょっと意地悪のつもりで、先輩のだけは分かりづらいところに隠しちゃったんで」

			「あ、ありがとう……」

			　意地悪したと言っているのに、口から出るのは感謝の言葉。そんな短い発音が、息をつめて泣くのを我慢していた柑奈の胸を刺激した。

			「私……何でこんなに駄目なんだろう……。もっと先輩らしくしたいのに……。あなたの前では、みっともない姿ばっかり……」

			　涙腺が緩む。涙がぼろぼろ零れ落ちる。震える涙声に驚いて、美紅が顔を上げる。
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			「そんな事ないです。先輩は頑張り屋さんです」

			　それは、きっと嘘じゃない。でも今の柑奈に、その言葉は逆効果だった。自分は後輩に慰められ、憐みを受ける惨めな存在なんだとしか思えなくて、感情が制御できなくなる。

			「もうやだ……！　どうしてこうなっちゃったの？　ねえ、どうして!?　何よ奴隷って。私をどうしたいわけ？　こんな格好悪い姿見て嘲笑いたいの!?」

			　今まで溜め込んでいた不安や不満が、一気に全部吐き出される。責めるつもりなんてなかったのに、自分でも止められない。いきなり問い詰められ、美紅が呆気に取られる。

			「ど……どうしたんですか急に。わたし、先輩をそんな風に思った事は……」

			「じゃあ何よ！　何で私なのよ！　どうして、こんな私の事を好きなんて言ったのよ！」

			　怒りに任せて、ついに聞いてしまった。どうせ大した答えなんか返ってこない。あの時の彼女も、今の柑奈のように勢いで言っただけだろうと、憤慨しながら期待値を下げる。

			「好き……って、何ですか？」

			　なのに、美紅の反応は、そんな予想のハードルさえ下回った。

			「言ったじゃない、この前！　アウトレットのトイレでエッチした時！」

			　きっと、口走った事を柑奈が覚えていて、恥ずかしくなったんだろう。とぼけるつもりなんだろうけど、そうはさせるかと、絶対に逃がさないつもりで重ねて詰問する。

			「言ったよね？　あれは何のつもり？　聞かせてみなさい！」

			「ちょ、ちょっと待ってください！　わたし、そんな事を言ったんですか!?」

			　まだ白を切るつもりか。まだ自分を翻弄するつもりなんだろうか。苛立ちが積もり積もって、怒りに転換されようとする。

			「あの……本当に？」

			　でも、その熱量は上がりきらなかった。あの時の事を一生懸命に思い出そうとしているように、美紅は口元に手を当て、眉間にしわまで寄せて、視線を上に下にと泳がせる。彼女の見せる表情に、柑奈の方が戸惑い始める。

			「……覚えてないの？」

			「すみません……。あの、本当に、そんな事……」

			　申し訳なさそうな目で、下から覗き込むように尋ねてくる。愕然となった。呆然となった。たった二文字の短い言葉に、柑奈がどれだけ悩まされたと思っているんだろう。言った本人がろくに記憶もしていない事に、何日間、心を煩わせていたと思っているのか。

			（やっぱり、意味なんかなかったんだ……。つまらない事で空回りして……馬鹿みたい）

			　それで胸がすっきりしたかと言えば、まるで逆。鉛の棒でも飲まされたように、奥の方が冷たくて、重い。その胸のつかえを吐き出すように、柑奈は、ぼそりと呟いた。

			「あなたなんかに、助っ人なんて頼むんじゃなかった……」

			　自分の吐いた言葉に唖然となる。そんな事、少しも考えていなかった。確かに大変な思いはさせられたけど、お願いを聞いてくれた事に感謝していたはずなのに。

			「あの、伊勢森さん、今のは……」

			　慌てて撤回しようと顔を上げ、それなのに、言葉が詰まる。自分の中の身勝手な部分がヘソを曲げ、素直に訂正させてくれない。

			　それでも、ちゃんと謝るべきだった。

			「そう、ですか」

			　今まで聞いた中で、一番低い声。取り返しのつかない事が起きたような感覚に、身体が寒気を覚える。混乱する胸の中を、さらに重苦しい罪悪感が掻き乱す。

			（何してるの？　今のは間違いだって、早く言わなくちゃ！）

			　でも、頑なになった唇が喋るのを拒否する。許せないという感情が、心に鍵を掛けている。しばらく無言で睨み合い、やがて、美紅が深く息を吐いた。

			「コーチをやめろっていうなら、願ってもない事です。先輩の勝手に振り回されたのはこっちの方ですから」

			　横を向いて、もう一度、呆れたように短い溜息を吐く。

			「さあ、戻りましょ。一緒じゃないと、部長たちに心配かけますから」

			　一緒にと言いながら、彼女はスタスタと早足で歩き始めてしまった。柑奈は、自分の過ちを自覚しながら、とぼとぼとその後をついて行った。後悔に、固く唇を結びながら。

			


			　合宿所に戻った美紅は、部長たちの前で、いつも通りに明るく振る舞った。微塵も異常を感じさせない演技力に舌を巻くけど、柑奈はそんなに器用じゃない。硬い表情で、遅くなった事を詫びるのが精一杯。

			「柄原先輩ったら、校内で迷子になってたんですよ」

			　ケンカのせいなのか、美紅が、打ち合わせと違う説明を先輩たちにした。彼女の馬鹿にしたような口調に腹を立て、シャワーを浴び直し、お先にと寝床に入る。それがきっかけとなって、他のみんなも就寝する流れになった。

			　すぐに、周囲から寝息が聞こえ始める。連日の稽古で疲れきっているせいだ。でも、柑奈は少しも眠れずにいた。目が冴え、一睡だってできはしない。そんなのは当たり前。後悔と罪悪感が怒涛のように押し寄せる中、安息を得ようなんて方が間違い。

			（バカバカバカ。私の大バカっ！）

			　美紅に酷い事を言ってしまった。彼女は少しも悪くないのに。部に誘ったのは自分。臆病で格好悪いのも、全部が柑奈のせいであって、彼女を責めていい理屈なんて、どこにも存在しない。あれは、弱い自分を直視するのに耐えられない、ただの八つ当たり。

			（どうしよう……どうしよう。あれじゃ、本当に伊勢森さんが部をやめちゃう……！）

			　早くどうにかしないと手遅れになる。いや、すでに最悪の事態に陥っているのかもしれない。後悔が焦燥を呼んできた。胸と頭が、動揺の渦に巻き込まれていく。

			（謝らなきゃ……。謝って済むの？　許してくれる？　もう間に合わない？）

			　時間は刻一刻と過ぎていく。一秒遅くなるごとに、関係の修復が困難になっていく気がしてならない。早く発言を訂正し、取り消し、許しを乞わなければ。そうと分かっていても、怖い。許してもらえない場面が頭にちらついて動けない。いっそこのまま動かずに、取り返しのつかない事態を受け入れてしまおうか、なんて考えまで頭をよぎる。

			（バカ！　それじゃ先輩たちに顔向けできないでしょ!!）

			　自分の理性的な部分に叱られて、ハッとなった。己の都合なんて考えている場合じゃない。たとえ嫌われたとしても、美紅はこの部に必要な人。

			　自分の気が変わらないうちにと、柑奈は動き出した。枕を抱えて起き上がり、窓際で背中を向けて寝ている美紅のもとへと、忍び足で近づいていく。

			「伊勢森さん。……伊勢森さん」

			　正座して、先輩たちを起こさないよう、ぎりぎりの音量で呼びかける。彼女はすぐに目を開いた。最初から起きていたんだろう。戸惑う様子もなく、柑奈を見上げた。その表情に、感情は窺えない。それを、どう解釈していいか分からない。

			（嫌われ……ちゃった……？）

			　胸が詰まる。涙が零れそうになる。それでも、すべき事はしなくては。

			「…………許して、ください。さっきのあれは、本気じゃなくて……」

			　柑奈は膝を揃えて正座すると、枕を横に置き、深々と頭を下げた。

			　長い刻のような、数秒の沈黙。

			　膝に、手が置かれた。恐る恐る顔を上げると、美紅が布団をめくっている。入ってこいという意味だろうか。躊躇するけど、とりあえず逆らう事は許されないと思い、急いで身体を滑り込ませる。布団を頭から被せられ、密談におあつらえ向きの、防音に優れた密室ができあがる。とりあえず安心した柑奈は、即座に謝罪を続けた。

			「お……怒ったよね。でも、あれは……その。恥ずかしくて八つ当たりしちゃったっていうか……。許して……とは言わない。でも部はやめないで！　あれだけは本気じゃないの。私はどんなに嫌われてもいいから……先輩たちのために、力を貸して……」

			　また、胸が苦しくなった。何がそんなに悲しいのか分からないまま、握った右手を左手で包み、神に祈るようなポーズで懇願する。どうせ真っ暗なのだけど、彼女の表情を見るのが怖くて必死に目をつぶる。

			「せんぱ……」

			「もっ、もし伊勢森さんに、まだその気があるなら……！　私にどんな事してもいいから！　気の済むまで苛めていいから。だから……！」

			　必死に懇願していながら、答えを聞きたくなくて美紅の言葉を遮ってしまう。すると、闇の中で彼女が小さく息を吐いた。そして柑奈の唇に、軽く指を押し当てる。

			「もう……分かってますよ。あんなとこ見られたら、誰だって冷静じゃいられないと思います。怒ってませんから、落ち着いてください」

			「本当？　本当に怒ってない？」

			　怖いほど優しい声。どうしてこんなに必死になっているんだろう。自分でも理解できないほど、何度も聞き返す。美紅も飽きる事なく、頷いてくれる。

			「でも、お漏らしした先輩、可愛かったですけどね」

			　優しくしてくれたと思ったら、また意地悪を言ってくる。思いきって目を開いたら、美紅がクスクス笑いを堪えていた。屋上で晒した自分の恥ずかしい姿が脳裏に甦り、堪らず文句が大声で出る。

			「ひ、ひど……っ!?」

			　間一髪、それはキスで防がれた。またふざけてる、なんて思ったのは一瞬だけ。彼女の柔らかい感触が、柑奈の胸で渦巻いていた、様々な暗い感情を溶かしていく。苛々も怒りも、焦りも罪の意識も。

			（また、キスしてくれた……）

			　どうして、こんなに嬉しいんだろう。悲しさや辛さとはまるで別の感情で胸がいっぱいに詰まって、溢れて、涙となって零れ落ちた。この、ほんの小さな接触が、どんな言葉より安心できる。初めて奪われた時、嫌だと思ったのが信じられないくらいに。

			（…………あ）

			　美紅が姿勢を変え、覆い被さってきた。布団から出ないように気をつけて、器用に唇はしっかりと押しつけたまま。姿勢が安定したところで、柑奈から舌を伸ばす。いきなり強く吸われて思わず呻いてしまったけれど、下から彼女を抱き締め、それを懸命に堪える。

			「部もやめるつもりはありませんから、心配する必要はありません」

			「そ……そうなの？」

			　唇を舐めながら、思い出したように美紅が囁く。戸惑い気味に尋ねる柑奈の顔を、彼女はその胸に抱えるようにして押しつけた。

			「当たり前じゃないですか。やめたら、こんなに可愛い先輩を、もう苛められなくなっちゃうんですよ？　そんなもったいない事、できるわけないでしょ」

			「伊勢森さん……」

			　酷い事を言われているのに、嬉しかった。嬉しくて嬉しくて、クッションのような美紅の胸に鼻先を擦りつけた。

			「あん……。感じちゃう……」

			　狭い密閉空間で、妖しい声が低く響く。その音に耳をくすぐられ、柑奈の脚の間も即座に反応した。寝る前に替えた下着を、また濡らしてしまった。しかも、そこに彼女の指が触れてきた。短パンの隙間から潜り込み、下着の底布を撫でられて、さらに熱い蜜液が、歓喜と共に脈打つように溢れた。

			「先輩ったら、またお漏らし？　ホントにいやらしいんだから……」

			「ご、ごめんなさい……」

			　耳に意地悪な囁きを吹きかけられ、うっとりと身震いする。再びキスされ、とろりと流し込まれた唾液を嬉々として飲み込む。美紅は怒っていないと言っていたけど、まだ不安が拭いきれなくて、教え込まれた事を忠実にこなしてご機嫌を取ろうとする。

			「あは……んふぅん……」

			　二人は、喘ぎながら相手の短パンと下着を脱がせ合った。わずかに身じろぎするだけでも、布団と擦れる音が静かな空間で大きく響き、寝ているメンバーを起こすのではないかとヒヤヒヤする。

			　そんなに警戒が必要なくらいなら、やめればいい。だけど、一度火が点いた身体は止められない。脱いだものを布団の外に放り出し、自由になった下半身を密着させた。

			「あ……ンくっ」

			　互いに、太腿で相手の秘裂を擦り合う。快感で仰け反る柑奈のＴシャツを、美紅の手が捲り上げた。ブラをしていなかったので、乳房を直に揉み上げられる。乳首を軽く撫でられただけで、ビリビリとした甘電流に身震いする。気持ちよさに耐えられなくて捩れる脇腹を、爪の先がなぞるように降りていく。

			「ん、あ……は……ふむぅぅっ」

			　またキスで声を抑えようとしたけれど、彼女の唇は首筋に向いてしまった。頸動脈を吸われて、頭の中を掻き乱されるような快感に首を左右に振り立てた。

			（だめっ！　そんなにしたら、気持ちよすぎて……声……声が！）

			　眉根を寄せて、金魚のように口をパクパク。叫びたいのを必死に我慢して、両手で美紅のＴシャツを掴む。しわになったり伸びたりするんじゃないかと心配になるけれど、手加減しない彼女が悪いと決めつけて、力いっぱい握り締める。

			「あ……ンッ！」

			　脇腹から鼠径部を経て、淫裂の底の粘膜に指が触れた。陰唇を無造作に掻き分けられたら、さすがに呻きは抑えきれない。柑奈は、今度こそキスでそれを防いだ。顔を曲げ、唇にかぶりつき、唾液をまとった舌を、ねっとり絡み合わせる。

			「はぁ、伊勢森さん……。ぴちゃ、くちゃ、れろ、じゅぷっ」

			「せ、先輩……。ちょっと激し……ん、このっ」

			　濃厚な触れ合いに、美紅の方が喘ぎ始めた。奴隷の勝手な振る舞いを咎めるように、指で陰核を抓ってくる。激痛と紙一重の快感に背中が仰け反った。淫裂が大量の愛液を漏らす。シーツにおねしょみたいな染みができそうで心配になるけど、媚電流に脚が突っ張って、それどころじゃない。

			「ヒッ……はっ！」

			　最初は愛撫しあっていたのに、気づけば一方的に責められている。美紅も気持ちよくさせたいと思っても、柑奈の手が届く前に乳首を甘噛みされてしまう。

			「きゅっ……ふあっ。伊勢森、さんっ。あんまり激しく……痛くしないで……」

			「だめ……。感じてる先輩、可愛いから……はぁ……はあっ！」

			「きゅふぁっ！」

			　彼女は喘ぎながら、硬直乳首に歯を食い込ませ、コロコロと左右に転がした。恐怖手前の程よい焦燥感と心地いい痛みに、全身が悦びに打ち震える。

			「苛めて……もっと苛めて……っ!!」

			　懇願が途中で詰まった。美紅の手が再び淫裂に潜り込んで、陰核を抓り上げた。いきなり痛覚を与えられ、全身が弓なりに突っ張る。なのに淫裂だけは熱く緩んで、悦びの蜜を垂れ流した。彼女はそれを掬い取り、塗りつけながら円を描いて恥襞をいじり回す。

			「ンあ、あ！　それ、だめ、だめっ……！」

			　駄目じゃないのに、気持ちよすぎて拒否の言葉を口走る。もちろん、そんな事で美紅の愛撫は躊躇しない。素直にならない口に指を二本も突っ込み、容赦なく掻き回す。

			「何が駄目なんですか？　そんな事を言うお口はどれですかぁ？」

			「あ、あぶ……。ごめんなさ……ごふっ」

			　舌を押さえ込まれて苦しい。飲み込む事のできない唾液が大量に溢れ出す。年下の娘にお仕置きされる屈辱感。なのに、柑奈の胸は激しくときめいた。

			（私、どうしちゃったんだろう。こんな事されてるのに、悦んでる……）

			　どんな痛みも辱めも、美紅に求められているのだと思うと、満たされた気持ちになる。異常だとは思うし、優しくされたいとも思うけど、それより、恥辱による快感は、媚薬のように柑奈を酔わせた。

			「はぁ……。もっと、もっとぉ……」

			　とろんと蕩けた瞳でおねだりする。凛々しい剣士を目指していたはずなのに、口腔を苛める指に、嬉々として舌を絡めるなんて。でも、零れた唾液を喉から舐め上げられると、まるでご褒美をもらえたように昂った。

			「はぁぁぁ……！」

			　絶頂に近い高揚感。それを見下ろしながら、美紅が少し身を起こした。口から引き抜いた唾液まみれの手で自分のＴシャツをめくり、乳房を露出させる。暗闇に慣れた目に、ぼんやり浮かぶ白い双球。密閉空間に、欲情した少女の甘い匂いが充満し、食欲をそそられる。思わず生唾を飲み込んで、むしゃぶりつきたくなる。

			「はぁ……はぁ……！」

			　まるでお預けをくらった仔犬のように、だらしなく息を荒らげる。いつ舐めろと命令されてもいいように、口の中いっぱいに唾液を溜め込む。

			「ふふ……。せーんぱい、一緒に気持ちよくなりましょ」

			「え？　…………ンあっ」

			　美紅が胸を重ねてきた。柑奈の慎ましい乳房が、量感たっぷりの乳房に包まれ、潰される。彼女が身体を揺らすたびに、敏感な硬乳首同士が絡み合い、擦れ合って、脳天を鋭い快感電流に直撃される。

			「あはぁ……。気持ちいい……。ねえ先輩は？　おっぱい、気持ちいい？」

			　コクコクと頷くけど、果たして彼女に見えているかどうか。でも声を出す余裕がない。頬に手を当てられたので、そこに自分の手も重ねて、意思を伝えようとした。

			「あ……ふぁむン」

			　そんな事はお構いなしにキスされた。もちろん柑奈も舌を差し出す。重なり合った唇と胸が、くねくねと絡み合い、淫裂も激しく撫で回される。太腿までが擦れ合って、何か所も同時に快感が発生する。全身くまなく襲う快感嵐に、柑奈が耐えられるはずがない。頭の中まで掻き回されて、何も考えられなくなる。

			（わ、私も……伊勢森さんを……）

			　それでも、わずかに残った意思の力で美紅の股間に手を伸ばす。彼女のそこも可愛がらなければ不公平。

			「ンあっ！」

			　一気に淫唇に指を埋めると、不意打ちを受けた美紅が涎の糸を引いて仰け反った。しかし、伊達にご主人様はやってない。再び唇を重ね、それだけでなく柑奈の頭を抱え込み、激しく口腔を舐め回す。同時に、素早く小刻みに、淫唇を震わせてきた。

			「ふむぅ!?」

			　口を塞がれ、柑奈は目を白黒させた。それでも負けず嫌いが働いて、彼女と同じように舌と指を動かした。背中を抱き寄せ、自分から胸も密着させる。イニシアチブを取ろうと争う二人の身体が転がって、横向きに抱き合う格好になる。

			「はふ、ふあ、あふ……。伊勢森さ……ンッ」

			「先輩……せんぱい……あぅっ」

			　三年生の寝息を気にしつつで、大きな声を出せないのがもどかしい。それでも、小声で互いに呼び合うだけで、この上ない悦びが頭と胸を満たしていく。舌を絡め合い、胸を押しつけ合い、太腿を擦り合わせながら相手の秘裂を責め立てる。
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			「あ、やばい……。先輩、わたし……や、あっ」

			　先に音を上げたのは、意外にも美紅だった。柑奈を責めているつもりでも、肌を擦り合わせていたら、当然彼女自身も刺激を受ける。

			　でも、それなら柑奈が優勢かといえば、そんなはずはなかった。

			「私も……やだ、もうっ、あっ！」

			　一気に淫熱が体内で昂る。お腹の奥から全身に、痺れるような快感がくまなく走る。達したい本能と、まだ終わらせたくない欲求に苛まれ、二人のキスと愛撫が激しくなる。相手を感じさせる事で自分も感じ、一緒に高まってゆく。

			「も……駄目っ。先輩、先輩っ……！」

			　か細い悲鳴で美紅が震える。唇を重ねようとするのに、狙いが定まらず頬に口づけるほどに。代わりに柑奈が唇を捕まえるけど、駆け足するように暴れる彼女の脚に太腿を激しく擦られ、下半身が鮮烈な快感で蕩ける。

			「ひぁ……！」

			　胎内の疼きに気が遠くなりかける。美紅も朦朧となって、涎と淫蜜を垂れ流す。

			「先輩、またイク。イッ……ちゃうっ！」

			「一緒に……伊勢森さん一緒に……あん、あん……あぁぁんっ！」

			　相手を固く抱き締め、密着キスで嬌声を吸い合う。布団の狭い空間が汗と熱気で蒸れる中、二人は競うように秘部を掻き回し、何度も何度も、相手を絶頂へと突き上げた。

		

	

			第四章　奴隷やめる？　それとも続ける？

			


			　九月の半ば。とうとう、大会の時が来た。

			「いち、に、さん、し。に、に、さん、し」

			　試合会場である市民体育館の片隅で、部員たちは輪になり部長の号令で屈伸運動。数十校の剣道部員が、ひしめくように練習したり、補欠部員が声援を送ったりしている。そんな中で、最低人数しかいない柑奈たちは、見るからに貧弱。

			「何十人いようと、団体戦の試合に出るのは五人だけ。条件は同じでしょ」

			　不安を払拭しようとしたんだろう。部長が冗談を飛ばす。実際は、人数が多ければ層が厚いとか有望な人材が増えるとか、色々有利なはず。だけど、その差を埋める努力をしてきたという自負が、みんなにはあった。自信に満ちたメンバーの表情を見て、部長も頷く。

			「よし。まだ時間があるし、各人で準備して。でも試合に遅れたら罰金ね！」

			「部長こそ！」

			　先輩たちのリラックスしたやりとりを、柑奈は羨ましく見ていた。こんな時は、やっぱり同学年の仲間が欲しかったと思う。

			　いったん解散になり、先輩たちはトーナメント表を確認に行った。柑奈は自分の防具や竹刀をチェックする。特に心配があるわけじゃなく、手持ち無沙汰なだけ。そこに美紅が近寄ってきた。壁にもたれ、膝を抱えて腰を下ろす。

			「やっとこの日が来ましたよぉ。これでめでたく剣道部とお別れできます。先輩の奴隷生活も終わりですよ。よかったですね」

			「あ、うん……」

			　彼女が晴れ晴れとした顔で微笑みかける。でも柑奈は、複雑な気分で唇をごにょごにょと蠢かせた。

			　勝とうが負けようが、廃部になろうがなるまいが、美紅には関係ない。大会終了と同時に奴隷契約は解除、彼女は退部。だから、ずっとこの日を待ち望んでいた。

			　そのはずなのに、心が晴れない。どちらかといえば、すっきりしない曇り空。

			（何でそんなに嬉しそうなのよ。合宿の時と言ってる事が違わない？）

			　先輩を手放すなんてできないとか何とか。あれは嘘だったのか、それとも、また覚えてないとか言い出すんじゃないだろうか。疑心暗鬼の据わった目で睨み返す。

			「……何ですか？」

			「……何でもない」

			　もう不毛なケンカはしたくない。解放されるのだから、もっと素直に喜べばいい。

			（…………素直？）

			　ふと、自分に尋ねてみる。それは本心なんだろうか。身体が知った快感の数々は、もう屈辱だけではなくなっていると分かっているはず。

			　でも約束は約束。美紅がやめると言っているのに、自分が引き留めるのも変な話だ。

			「あーら。お久しぶりぃ」

			　自分の感情に納得できずにいると、今度は玄子が「おほほ」と高笑いでやってきた。前にも増して異様にテンション高めの登場に、二人とも眉を顰める。けれど彼女は、そんな視線を気にする様子もなく、馬鹿にしたような視線で柑奈たちを見下ろした。

			「トーナメント表はご覧になって？　さっそく一回戦から当たるみたいですわ」

			「ああ、そうなの？」

			「そうなの、じゃありませんわよ伊勢森美紅！」

			　興味なさそうな態度で美紅に目を逸らされ、玄子の頭が瞬時に沸騰した。

			「で、そちらはどなたがわたくしと戦ってくださるのかしら。この前はああ言いましたけど、伊勢森さんなら直接対決できて願ったり叶ったりですわ」

			　よく口の回る娘だ。柑奈は呆れると同時に感心した。前に会った時は美紅に振り回されて大変そうと思ったけれど、こちらに付き合うのも疲れそうだ。

			　その美紅は「やれやれ」と面倒くさそうに立ち上がり、首をコキコキ左右に傾けながら玄子を指差した。

			「わたしは副将。あんたは？」

			「なんですって？　それじゃ、中堅は誰ですの!?」

			　柑奈は、しゃがんだ膝を胸に引き寄せながら、おずおずと小さく手を挙げる。両おさげ少女は、あからさまに嫌そうに顰めた顔で二人を交互に見比べた。

			「そちらの方ですの？　……ははーん。さては逃げましたわね伊勢森美紅！」

			「ははーん、じゃないわよ。あんたが何番目に出るかなんて、こっちは知らないっての」

			　嘲る玄子に、美紅が応酬。そのやりとりを、柑奈は黙って見ているしかない。

			（それにしても……この娘、本当に出場するんだ）

			　部員が五十人もいるのに、一年生でありながらレギュラーの座を獲得したのだから、その力は本物という事。

			（そんな人に、本当に私の技なんかが通用するの？）

			　あの練習試合の後も、合宿でも懸命に努力してきたつもりではあるけれど、本物の実力者を前にすると心許ない。考え始めたら、不安が止まらなくなった。彼女たちの言い争いも聞こえなくなるほどに。

			「……まあいいですわ。その方では手応えは期待できそうにないですし、またコテンパンにしてさしあげます。では後ほど」

			　どう話がまとまったのか、玄子が一方的に宣言して去っていった。腰に両手を当てた美紅は、その背中に向けて舌を出して見送ると、苦笑いを柑奈に向けた。

			「コテンパンだそうですよ。泣き目を見るのはどっちなんだか」

			　それに答える事ができない。ただ、硬い表情で息を詰まらせるだけ。

			「どうしたんですか先輩、顔、真っ青ですよ？　体調でも悪いんですか!?」

			「そ、そうじゃない。だけど……」

			　目を逸らす柑奈を、美紅が怪訝そうに見詰める。そして何かに気づいたのか、少し怒ったように唇を尖らせた。

			「はいはい、分かりました。そういう事ね。ちょっと来てください」

			「え……伊勢森さん!?」

			　いきなり手を引っ張られた。戸惑う柑奈を強引に立たせ、外に連れ出す。体育館の外にも、大勢の他校生がいた。練習をする集団や、指導者の激励を受けているグループなど、試合開始直前の高揚感に溢れている。

			　それらをすり抜けて進む先に、公衆トイレが見えてきた。

			「伊勢森さん!?　あの、何か勘違いしてるみたいだけど……」

			　漏れそうなのを我慢してたわけじゃない。真っ赤になって美紅の手を引っ張り返そうとする。だけど彼女はトイレをスルー。てっきりそこに連れ込まれると思っていたので、逆に余計に戸惑った。そして辿り着いたのは、ぐるっと回って結局体育館の裏側。どうやら人気のない場所を探していたみたいだ。

			　美紅が首を巡らし辺りを窺う。そして、正面を向くなり抱きついてきた。

			「い……伊勢森さん!?」

			　分厚い道着越しなのに、押しつけられた胸の豊かさを感じて、思わず声が裏返る。何をするわけでもなく、数分間。じっと動かずに、ただ柑奈と身体を密着させるだけ。

			「落ち着きましたか？」

			　やがて、耳元で美紅が囁いてきた。申し訳ないけど、落ち着くどころか逆に心拍数は急上昇。堪らず柑奈も、目をつぶって彼女の背中を抱き寄せる。

			　それでも、無理に閉じていた目蓋から、次第に力が抜けてきた。少女の体温が心地よくて、凍えるように震えていた身体も、温かくリラックスし始める。

			「…………はぁ」

			　美紅の吐息で、柑奈の心拍数も上がる。ぴたりと触れ合っていた頬が少しずつ移動し、二人は、自然に唇を重ねていた。もちろんすぐに物足りなくなって、舌が動き出す。相手の口腔深くに差し込み、べったりと密着させて、舐め合うように愛撫する。

			　キスの刺激で唾液が分泌され、くちゃくちゃ、ぴちゃぴちゃと、卑猥な粘着音を耳の中で反響させる。それに遠くの喧騒が混じって、いけない事をしている罪悪感に昂った。

			「…………はぁ」

			　唇を離すと、濃厚な唾液の糸が二人を繋ぐ。まだ物足りない。もっとキスしていたい。離れるのが名残惜しい。でも、そろそろ戻らなければならない時間。

			　寄りかかるように美紅を抱き締めていると、彼女が静かに囁いた。

			「……先輩、玄子とやるって分かって、緊張してたでしょ」

			「うん。でも……なんか、大丈夫っぽくなった」

			　奴隷にあるまじき甘えた仕種で、彼女の胸に顔を埋める。強い相手と当たるのだから、不安を見抜かれるのは不思議でも何でもない。でも、こんな励まし方は美紅にしかできない。美紅しか、してくれない。

			「自分を信じて、頑張ってください。今までの練習の積み重ねで、あの子に勝てるだけの力はついているはずですから」

			　美紅が髪を撫で、多分に誇張を含んだ励ましをくれるけど、柑奈は首を横に振る。そして軽く背伸びをして、怪訝そうに眉を寄せる彼女の唇に、ちゅっと軽く口づけた。

			「私、伊勢森さんを信じて頑張る」

			　大切な事を忘れていた。本物の実力者はここにもいる。自分は信じられなくても、この人は信じられる。そう思ったら、胸も身体も軽くなった。

			「責任重大だなぁ。わたしも試合があるの忘れてません？」

			　引き換えにプレッシャーを与えられ、美紅が苦笑いする。

			「ホント、わがままな奴隷ですね」

			


			　試合が始まった。体育館は、十一メートル四方の試合場がふたつ仕切られ、準々決勝までは同時進行で行われる。柑奈たちの出番は、一回戦の第三試合。対戦相手は、前に練習に行かせてもらった学園だ。五十人もの部員が大応援団となって二階の観客席に陣取り、どこよりも大きな声援を送っている。

			「ま、あれはあれでプレッシャーかもしれませんね」

			　隣に正座した美紅が、それを見上げて同情するかのように呟く。確かに柑奈だったら、あんな大勢の応援なんて重圧でしかない。もちろん、そうでなくても三年生の事を考えて緊張はしているけれど、さっきのキスで余計な力が抜け、いい感じに気が張っている。

			「先鋒、前へ！」

			　審判の声で試合が始まった。

			　一人目の先輩は、強豪相手に硬くなったのか、惜しいところで負けてしまった。でも次鋒がそれを取り返し、一勝一敗に持ち込んだ。そして、いよいよ柑奈の番。

			「いいよ、互角の勝負できてる！」

			　背中に部長の声援を受けながら、中央へと進み出た。武者震いのひとつも出ない。そこまで落ち着いていられるなんて、自分でも不思議だ。

			　一礼し、蹲踞の姿勢で対戦相手と竹刀を合わせる。向こうの中堅は、さっきの予告通りに玄子。面の奥で、彼女はどんな顔をしているんだろうか。

			（笑ってるかな。それとも、私が相手でがっかりしてる？）

			　そんな観察をできるほど、今日の柑奈は冷静だった。それに、玄子の方も前のような覇気がない。舐めて油断しているのは確実だ。

			「始め！」

			「きえぇぇぇい！」

			　玄子がラッシュを仕掛けてくる。これで驚かせて相手のペースを崩し、まず一本を取るのが彼女の必勝パターンだと、美紅が教えてくれた。今回も通用すると思ってか、同じ作戦できた。でも柑奈は、具体的な対応策までは教わっていなかった。

			（少しは自分の力で勝たないとね！）

			　開始と同時に、身体の前で竹刀を斜めに構えて防御態勢。しかしこれでは、手首を見せる事になってしまう。案の定、そこを狙って玄子が猛然と突進してきた。彼女の竹刀が突き出される。柑奈は息を止め、身体を横にずらしながら素早く腕をしならせる。

			「小手あり！」

			　パンと弾ける音と同時に、三人の審判が一斉に旗が挙がった。玄子は棒立ちになって、信じられないと言いたげに、自分の手首と柑奈を交互に見る。

			（ふわぁぁ……。上手くいったぁ）

			　止めていた息を一気に吐き出す。まさか先行できるとは思わなかった。

			　──上級者っていうのは、隙を見つける目が優れているんです。

			　美紅のアドバイスが効いた。相手のパーツを見るのではなく、全身を捉える。すると、どこが空いているのか瞬時に見えるのだという。それを利用して、わざと隙を見せた。もちろん、普通は上級者に通用する手じゃない。でも幸い、玄子は柑奈を舐めていた。

			「もう小細工は通用しないだろうな」

			　彼女も油断しないだろう。ここからは真っ向勝負になる。

			　予想通り、次は開始と同時に小手を返された。まさに秒殺。手首がジンジン痺れるほどの強打で、苛立ちや腹立たしさが伝わるようだ。

			　とにかく、これで一対一。次に一本取った方が勝ちになる。ポイントの上では互角だけど、心理的には追い上げた彼女の方が有利か。息を詰めた柑奈の緊張が、カチカチ触れ合う竹刀の先端にまで伝わっていく。

			（でも……勝つ！）

			　背中に仲間を感じる。それだけで、不思議なくらい不安が消える。

			「始めっ！」

			「やあぁぁぁぁっ！」

			　合図と同時に、柑奈は今まで出した事のない気合を発した。速攻で決めようとした玄子が、前に出るのをためらって半歩下がる。自分の緊張を解くためだったけど、危うく一撃でやられるのを防げたみたいだ。

			「面、胴、胴おぉっ！」

			　しかし、さすがは美紅の自称ライバル。様子見なんてせず、即座に攻撃に転じてきた。

			（……深追い、してこないな）

			　最初の奇襲が効いているのか、柑奈が何か企んでいるかもしれないと警戒している。手数は多いけど、打っては下がる、軽い連撃。残心がないので有効にならない。

			「このっ、このっ！　ちょろちょろと逃げ回って……！」

			　しかも、柑奈が足を使って応戦していると、玄子の気合に毒づきが混じり始めた。審判に聞こえたら反則を取られるんじゃないだろうか。彼女を苛々させるなんて、俊敏性の特訓は色々な意味で大変だったけど、実戦で役立っているのを実感する。

			　とはいえ、一瞬でも気を抜こうものなら確実に仕留められてしまう。双方とも有効打を入れられるほどには踏み込めず、細かな打ち合いが絶え間なく続く。

			「はぁ……はぁ……」

			　時間が経つにつれ、実力差が表面化してきた。柑奈は防戦一方になり、面の中で、自分の荒い息が大きく響く。美紅にもらった勇気も、そろそろ打ち止め。心身ともに追い詰められて、頭が真っ白になってくる。

			（あと何分あるんだろう……。もう、このまま引き分けでいいんじゃない？）

			　そんな弱気までが、顔を覗かせ始める。

			　その時、面の狭い視界の向こうに、仲間の顔が見えた。歓声にほとんど掻き消されているけれど、大声で応援してくれている。その中で、膝に手を置き、微動だにせず見詰めている、一人の少女。次の出番に備えて面を被っているから表情なんて見えないのに、祈るように目を閉じているのが不思議と分かる。

			（ご主人様なら、奴隷の活躍を信じなさいっ！）

			　自分でも意味不明な檄を飛ばすと、まるでそれが通じたように彼女の顔が跳ね上がる。そんな二人の間に割り込むように。

			「めえぇぇん！」

			　大上段から玄子の竹刀が降ってきた。この夏に、何十回何百回と見たその動き。考えるより先に、足が右斜め前方へと大きく踏み出される。

			「どぉぉぉっ！」

			　横薙ぎに竹刀を払い、反撃に備えて即座に振り向く。あまりに綺麗に振り抜けて、手応えがない。というか、気がついたら玄子の背後にいた感じ。打った瞬間の記憶が飛んで、次にどう動けばいいのか自分で分からなくなる。
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			　主審を見る。そして、二人の副審を順番に。三人とも、柑奈の方の旗を挙げている。

			（…………勝っ……た？）

			　本当にそうなんだろうか。まだ無我夢中の状態から戻りきれず、状況が掴めない。それは玄子も同じらしい。同じように首を巡らし、三本の旗を何度も見ている。

			「二人とも、早く中央に戻りなさい」

			　主審に促され、釈然としないまま礼。首を傾げながら席に戻ったら、先輩たちに頭や背中をバシバシ叩かれた。

			「すごいよ柄原。あの相手に勝っちゃうなんて！」

			「あ、はい……」

			　全然覚えていない。負けたショックで幻覚を見ているんじゃないかと自分を疑い出す。でも、美紅が立ち上がりながら、面越しに無邪気な笑みでウインクしてくれた。その時になって初めて、手の中に打った時の感触が甦った。

			（勝った……。私、勝ったよ伊勢森さん！）

			　激闘を制した高揚感が湧き上がり、美紅の背中に呼びかける。彼女だけじゃない。先輩たちが喜んでくれているのが、無性に嬉しい。仲間に貢献できて、こんなに誇らしいと思ったのは初めてだ。自分で自分を褒めてやりたい。

			　でも、勝負がついた時点で、この喜びを感じなくてよかった。我を忘れてガッツポーズなんて取ったら、反則負けになっていたかもしれないから。

			


			　一回戦は四勝して見事勝利。二回戦も三対二で勝った。しかし快進撃もそこまで。三回戦は一対四で敗北。団体戦に懸けたいという三年生の意向で、個人戦にはエントリーしなかった。だから、柑奈たちはここで試合終了。

			「今のみなさんなら決勝まで行けると思ってたんですけど……。わたしの力不足でした。申し訳ありません」

			　外の芝生で、メンバーを前に美紅が頭を下げる。さすがに決勝は夢見すぎだろう。彼女がそんなところまで考えていた事に、全員で目を丸くする。

			「いやいやいや。伊勢森がいなかったら出場すらできなかったんだよ？　それに、みんな一回ずつは勝てたし、何より生徒会の出した条件をクリアできんだよ？　大成功だよ！」

			　部長が焦って顔を上げさせる。実際、三回戦まで全勝したのは美紅だけ。柑奈に至っては最初の勝利で燃え尽きたのか、後は一本も取れずに完敗だった。

			「でも……でも……」

			　悔し涙まで流す美紅に、柑奈の方が申し訳ない気持ちになった。

			　もし出会った頃なら、全国優勝のプライドを傷つけられたから泣いているんだろう、なんて思っていたかもしれない。でも、このひと夏、美紅は真面目に取り組んでくれた。柑奈と約束したから、なんて簡単な言葉では片付けられないくらいに。

			（伊勢森さんでよかった……）

			　ここまで入れ込んでくれたのは意外だったけど、彼女に声をかけた事に後悔はない。

			　なんて感慨にふけっていたら、前に「誘うんじゃなかった」なんて口走ってしまった記憶が脳の奥から急浮上した。一体、自分は何を考えていたんだろう。焦りと恥ずかしさで顔が熱い。動揺して、涙にかける言葉が出てこなくなる。

			　その代わりのように、部長が美紅の頭に手を置いた。

			「そんなに泣かれたら後悔が残っちゃう。私たちは満足してるの。あなたのおかげで部が存続できたし、出られなかったかもしれない試合に出られた。感謝しかしてないわ」

			　その言葉で、美紅が懸命に泣き止もうとする。それでも流れる涙を、柑奈は綺麗だと思った。同時に、その美しさは自分を振り返らせる。

			（私は、泣くほど努力した？）

			　もっと頑張れたんじゃないか、やれる事があったんじゃないか。

			　煮えきらない様々な思いが、後悔となって、柑奈の胸の底に積もっていくようだった。

			


			　決勝までつつがなく進み、大会は終了。帰り支度をしていたら、玄子が「ぐぬぬ」と悔しそうな顔で土下座しに来た。

			「……あ、忘れてた」

			「なんですってぇぇっ!?」

			　そんな約束、柑奈はもちろん、美紅も完全に失念していた。恥辱を覚悟で実行しようとした方は怒り心頭になるけれど、そもそも彼女が勝手に言い出した事。

			「土下座なんてされても困るよ。それより、いい試合をしてくれて、ありがとう」

			　柑奈が頭を下げると、彼女は反応に困った様子で、頬をピクピク引き攣らせた。罰ゲームをせずに済んだのだから素直に喜べばいいのにと思っていたら、彼女のプライドが許さなかったらしい。

			「いいえ、約束は約束です！　わたくしに土下座させなさい！」

			「いやだから、いらないんだってば！」

			　体育館の片隅で、土下座させろ、するなの奇妙な口論。また変な注目を浴びてしまい、感慨が台無しだ。騒ぎを聞きつけた玄子の先輩たちが駆けつけ、ペコペコ謝りながら羽交い締めで連行してくれる。

			「次も勝てるとは思わない事ね！」

			　そんな捨て台詞を残されたけど、それには同感。今日勝てたのは奇跡のようなものだという自覚くらい、柑奈にもある。

			「……次って、あるのかな」

			「さあ……。どうでしょうね」

			　ぽつりと漏らした独り言に、美紅が反応する。今年は乗りきったとしても、来年、部員が増えなければ、部が存続しているとは限らない。そんな意味だったのだけど、果たして彼女はどう受け取ったのか。

			　ともかくこれで、三年生は本当に引退。今日は学園には戻らず、現地解散の予定だったのだけど、このまま帰っても悶々としそうだ。

			「はいっ、打ち上げをしませんか？」

			　柑奈は手を挙げ提案した。ぱーっと騒いだ勢いか何かで、三年生の想いをもっと聞いておきたい。でも彼女たちは顔を見合わせ、ニヤニヤいやらしい笑みを浮かべた。

			「私らは勝手にやるから大丈夫。柄原たちの邪魔するような野暮な真似はできないなぁ」

			「な……なんですか？」

			　先輩たちに予想外の反応をされ、思わず一歩下がってしまう。

			「おやぁ？　てっきり、今日は二人で楽しい事でもするのかと」

			　何を言われているのか分からず、困惑して美紅を見ると、彼女の顔色が悪い。さっき泣いていた時は真っ赤だったのに、今は真っ青だ。理解できたのなら教えて欲しいと思ったけれど、その前に部長が二人の肩をいっぺんに抱き寄せ、内緒話のように囁いてきた。

			「エッチな事する時は、場所と周りの人間に気をつけなさい」

			　心臓が止まるかのような衝撃で「ヒッ」と小さく悲鳴が漏れた。美紅はといえば、自分は関係ないと言いたげに目を逸らすけど、視線が右に左に泳いで狼狽があからさま。

			「あのあのあの、部長……。ももも、もしかして合宿の時……」

			「完全に分かったのはその時だけどね。普段から仲良すぎだったから。さすがにそこまでの関係とは思わなかったから驚いたけどね。ま、次からはもっと上手にやりなさい」

			　せっかく物分かりのいい事を言っているのに、ニヤニヤを隠しきれていない。女の子同士を咎めるつもりはないようだけど、そんなものは救いにならなかった。

			（聞かれてたの……？　あれを!?）

			　エッチ中の声や会話なんて、正直記憶はあやふや。でも、おぼろげに覚えている部分だけでも、思い出すだけで脚が震える。思考も顔も硬直し、冷や汗が全身を流れ落ちる。

			「そんなわけだから、お疲れ様ぁ～」

			　手を振って先に帰ってしまう先輩たちを、二人は呆然と立ち尽くして見送った。秘密が露見した衝撃で、頭は真っ白。その脇を、他校生たちが怪訝そうにゾロゾロ通り過ぎる。

			「ど……どうするのよ！　あんなところで始っ…………始めるから！」

			　周りの目を気にして後半は小声で。同じくらいのボリュームで美紅も言い返してきた。

			「は……始めたとか、こんなとこで言わないでくださいよ恥ずかしい！　ていうか、あの時は先輩だって喜んでたじゃないですか！」

			「よよよ、喜んでなんか……なんか……!!」

			　ない、と言ったら嘘になるので言葉が詰まる。もっと反論できるポイントがあるはずなのに、悔しさのあまり涙目で唸る事しかできない。美紅も同じ顔で眉を吊り上げ、責任をなすりつけ合う不毛なにらめっこ。

			　しかし激しい怒りは持続しないもの。どちらが悪いかと言い争ったところで、二人とも以外の結論があるはずない。

			「……帰ろっか」

			「……そうですね」

			　ほとんど人がいなくなった会場から、並んで歩き出す。とはいえ、内心のモヤモヤが晴れたわけじゃない。三年生が今日の結果をどう思っているか詳しく聞きそびれてしまったし、秘密がばれた焦燥感も、身体の内側で疼きとなって燻っている。

			　それに、もっとも重要な事を確かめなければならない。

			　だから、ダメ元で、誘ってみた。

			「伊勢森さん。…………うち、来る？」

			


			　試合の汗を流すため、という名目でシャワーに誘ってみたけど、裸になったら、こうなるに決まっている。

			「あ……は、あ……ン……っ」

			　水面が揺れる小さな音に混じって、柑奈の喘ぎが浴室に響いた。首筋を啄んでいた美紅の唇がこめかみを撫で、伸ばした舌で耳朶をくすぐる。二人はシャワーで泡を流すのももどかしく、小さな浴槽で身体を密着させた。横抱きで手を腰に回し、乳房同士を重ね合わせ、相手の腿の間に脚を差し込む。

			「先輩……」

			　熱く蕩けた瞳で、美紅が見詰めてきた。柑奈は自ら舌を伸ばし、彼女の唇を誘惑する。濡れた二枚の朱色の舌が、くるくると絡み合いながら相手の口腔に飲み込まれていく。

			「あぁ先輩……。ん、ちゅ、ちゅる。ん、あぁ……じゅるるっ」

			「ンあっ……！」

			　美紅に思いきり舌を吸われ、柑奈は呻きながら股間を疼かせた。浴槽が狭くて手を自由に動かせるスペースがないので、そこまで愛撫が行き届かない。そのやるせなさも、また快感となって頭を痺れさせた。

			（どうしたんだろ……。今日は全然意地悪じゃないな……）

			　そのくせ、愛撫は柑奈を感じさせようというより、すがりついてくるかのようだ。激しくはないけど、どこか性急。その理由は、何となくだけど見当がつく。

			（この娘も、私と同じなのかな……）

			　負けた後の涙を思い出す。部の存続はできそうなのに、それでもきっと、彼女にとっては不本意な結果で、不完全燃焼だったんだろう。だから、三年生たちの満足そうな顔も、素直に受け取れなかったのかもしれない。

			　本当なら、慰めたり励ましたりするのが、先輩である柑奈の役目。けれど、自分も同じ思いを抱えている。

			「……後悔してる？」

			　その短い問いで、通じた。美紅は唇をいったん離し、小さく首を振った。

			「でも、もっとできる事があったんじゃないかって……」

			　自分が考えていたのと同じ事を言われ、思わず目を見開いた。それが、馬鹿にしているようにでも見えたんだろうか。

			「何ですか？」

			　美紅が唇を尖らせた。言葉は同じでも、誰に対してなのかの部分が違うので説明しづらい。柑奈は困ったあげくに苦笑して、彼女の頭を胸に抱えた。

			「美紅ちゃんは、最高に頑張ってくれたよ。できなかったとすれば、私たちの方。あなたを失望させちゃって申し訳ないくらい」

			　彼女は髪を撫でられながら、おとなしく胸に埋もれていた。柑奈も温かい吐息を肌に感じ、心が穏やかになっていく。そのおかげか、試合の時には考えもしていなかった言葉が自然に出てくる。

			「美紅ちゃんは優勝が当たり前かもしれないけど、仲間と一緒に頑張ったり、時間を共有できたりするだけでも、嬉しいものなんだよ」

			　喋っているうちに、先輩たちの気持ちを代弁しているような感覚になっていた。そして多分、間違っていない。不思議だけど、今なら彼女たちの笑みも納得できた。

			「そんなの甘えじゃないですか。試合は勝つために出るものです」

			「そりゃ出るからには勝ちたいよ。負けて悔しくないわけないじゃない。でもね、もっと大事な……とまでは言わないけど、それ以外の目的も、あっていいんじゃないかな。まあ、美紅ちゃんみたいに頂点にいる人から見たら、確かに甘えた考えかもしれないけど……」

			「甘えてます。よく分かりません」

			　常勝の孤独こそ、凡庸な柑奈の理解の及ぶところじゃないだろう。でも、彼女はとっくに、勝利以外の喜びも知っている。

			（だって、あんなに泣いてたんだもんね）

			　ぼろぼろ涙を零す顔を思い出し、微笑ましくなった。それが表情に出たらしい。

			「何を笑ってるんですか」

			「痛たたた……ひたひよ、美紅ひゃんっ」

			　両方のほっぺたを、思いきり引っ張られた。でも、ぷくっと頬を膨らませる彼女が可愛くて怒る気にはならない。

			「…………ところで、その美紅ちゃんって何ですか？」

			「え？　私そんな事言った？　いたたたっ」

			　彼女は目を吊り上げて、さらに頬を引き伸ばす。まるで無自覚だった。すっかり彼女が心を開いてくれたものと思って、気が緩んでしまったみたいだ。

			「別にいいじゃない。部長も公認の仲になったんだし」

			「あれは公認とはいいませんっ！　それに、わたしの許可なく呼び方を変えちゃ駄目っ」

			「はぁーい、ご主人様ぁ。それじゃ、美紅ちゃんて呼んでいい許可をくださぁい」

			　小さく手を挙げ、甘え口調でおねだりする。そんな真正面から攻め込まれるとは思わなかったらしく、彼女は言葉を詰まらせ、数センチばかり後退した。しかし満員の浴槽に、それ以上の逃げ場はない。さらに上目遣いで肩に頭を乗せると、その視線から逃げるように目を逸らした。

			「べ……別に構いませんよ。た、ただし！　条件がふたつあります！」

			「条件？」

			　柑奈は何個でも無条件で飲むつもりだけど、一応、渋る素振りを見せてみる。

			「ひとつは、三分以内にわたしをイカせる事で……」

			「いいよ」

			「え？　あ、ちょっとまだ……ンふっ！」

			　まだ続きがありそうなのを無視し、唇を塞いだ。膝立ちになって、美紅の顔を両手で挟んで上向かせる。自分から彼女に覆い被さるなんて初めてかも、なんて思いながら、舌を強引に捻じ込んだ。

			「んふ。ちゃんとご奉仕しますよ、ご主人様。ちゅぶちゅぶ、ちゅるっ」

			「待って、あ……あ……！」

			　最初は抵抗して柑奈を押し戻そうとしていたけど、乳首を抓った途端、身体を一度だけビクンと跳ねさせ、おとなしくなった。さらに舌から唾液を流し込むと、彼女も積極的に唇を蠢かせ、啜り始めた。

			（やだ……。美紅ちゃん、やっぱり上手ぅ……）

			　吸われる快感に頭が痺れる。心地よさに酔い痴れたいところだけど、三分という条件は意外に厳しい。横目で浴室用の時計を見た柑奈は、身を沈め、いきなり下半身に手を伸ばした。彼女が正座するような格好になっていたので、容易に秘部に到達する。

			「あれ？」

			　指先が捉えた感触に、つい声を上げてしまった。美紅もハッとなって顔を逸らす。さらさらのお湯の中、明らかに違う種類の粘液が、太腿の付け根辺りで大量に漂っている。

			「美紅ちゃんたら……もうこんなにお漏らししてるの？」

			「ち、違……。そんなはず……ンあぅ！」

			　彼女は首を振って否定するけど、淫裂に指を食い込ませたら、そこはまるで油でも流したようにヌルヌル。濃厚な蜜が、歓迎するように絡みついてくる。

			「もう感じちゃったんだ。何でかなぁ。キス？　それとも、おっぱい痛くされたから？」

			　お湯に逆上のぼせたんだろうか。自分のものとは思えないセリフが口をついて出てくる。でも赤らめた顔を伏せて恥じらう美紅が可愛くて、苛めたい衝動が湧き上がる。時間がないのも手伝って、緩みきった彼女の淫襞を、五本の指で思いきりくすぐった。

			「ふぁっ!?」

			　美紅の目が見開かれ、腰が浮く。それを利用し、さらに奥まで手首を突っ込んだ。脚を閉じられないように膝でガードし、クリトリスを乱暴に転がす。水中なので摩擦を気にする必要はない。一点集中の攻撃で、一気にとどめを刺しにいく。

			「んあ、あ、それ駄目……先輩、そこばっかりされたら……やだやだ、やぁぁぁっ」

			　責めている方も驚くほどの早さで美紅が昂り始めた。右手は浴槽の縁を掴み、左手で柑奈の背中にしがみつく。喘ぐ口元に唇を近づけたら、彼女の方から食いついてきた。

			「あふっ。美紅ちゃ……ん、ふぁ」

			　あまりに激しく吸われて、柑奈の股間も恥蜜を漏らす。自分で慰めたいのを堪え、代わりに胸を擦りつけた。硬直乳首から快感電流が発生し、我慢は逆効果。辛うじて彼女の膝に股間を押しつけるけど、疼きが大きくなるだけ。頭の中を掻き回されそうになる官能の嵐に苛まれながら、全身で美紅を責め立てる。

			「ンあんっ。先輩、先輩……あ、あ、あっ！」

			「やだ美紅ちゃん、そんなに暴れないで！　私も変に……はぅ、あぅ、ンあぅ！」

			　二人の悶えで、お湯が跳ねる。抱き締めた彼女の身体が細かく震え始めた。柑奈は一瞬も指を止めずに陰核を弾いて嬲る。

			「やだやだ！　イッちゃう、イッちゃう……イッ、イッ……あぁぁぁんっ」

			　仰け反った美紅が、お湯に沈みそうになった。慌てて抱きとめると、今までで一番じゃないかと思うほどの激しさで、腰を前後にガクガク脈打たせる。重そうな乳房が水面を叩き、波立たせる。

			「あ、あ……。うそ、こんなに早く……」

			　三分どころか、二分と経っていない。荒い息と朦朧とした表情で、彼女は達した自分に唖然としていた。涙と汗だけでなく、口元からは涎まで垂らして。

			　そんな有様なのに、柑奈は少しも変だとは思わなかった。むしろ、ここまで感じてくれた事が嬉しくて、つい顔を舐め回してしまう。しかし絶頂直後で肌が敏感なのか、抱きついた肢体がピクピク細かく痙攣する。

			「んふ、美紅ちゃん可愛い。私のご奉仕、気に入ってくれた？　あ、それとも……もしかして、実は苛められる方が好きだったりとか」

			　彼女の困り顔を見ていたら、自然に顔も声も意地悪に歪んでいく。まるで、自分が自分ではないように。

			「ち、違いますっ。違いますけど……ひンっ」

			　淫裂をするりと撫でると、今度は水面から飛び出しそうに跳ね上がった。かと思えば、へなへなと柑奈にしなだれかかる。

			（もしかして、これが苛める快感ってやつ？　新しい悦びに目覚めそう……）

			　敏感を通り越して過敏な反応が面白くて、胸を揉んだり耳朶を噛んだりと悪戯の限りを尽くしていたら、また両の頬を引っ張られた。

			「いい加減にしてくださいっ」

			「ご、ごめんにゃふぁい……」

			　据わった目で叱られ、苛め役の時間は終了。奴隷の分際で調子に乗りすぎたみたいだ。
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			「それに何ですか。さっきから勝手に美紅ちゃん美紅ちゃんと。まだその呼び方を許したわけじゃないですよ」

			　そういえば、条件はふたつと言っていた。あとひとつは何だろう。今度はお仕置きされてしまうのだろうかと、期待に胸を弾ませる。

			　でも、様子がおかしい。頬を摘んだまま、絶頂時より顔を真っ赤にして目を合わせようとしない。しかも、何か言おうとしているのに、口をガクガク震わせるだけ。

			「…………どうかした？」

			「せ……先輩のせいで、言いづらくなっちゃったじゃないですか」

			　いつになく口籠るので、柑奈も美紅の頬を掴んで強引に正面を向かせた。

			「はっきり言ってくれないと分かんないよぉ。ほらほらぁ」

			　引っ張って催促すると、彼女は覚悟を決めたように、大きく目を見開いた。

			「わ、わたしも……！　先輩の事……柑奈先輩って呼んでいいですか……？」

			「それが条件？」

			　条件を示す前に柑奈が始めてしまったから、言いづらくなってしまったんだろう。悪かったなと思いながらも、そんな事で言い淀んでしまう彼女が可愛くて仕方がない。

			　顔が綻んでいく。止めようと思っても、ニヤニヤが止められない。

			「もちろん、いいに決まってるじゃない。呼んで呼んで！」

			「そ……そんな言い方されたら呼びづらいです！」

			　飛びつくように抱きつくと、彼女の方が焦って悲鳴を上げた。

			


			　湯冷めする前に、柑奈の部屋に移動した。壁に嵌め込まれた細長い姿見が、バスタオルに身を包んでベッドに並んで座る二人を映している。

			　より親密な呼び方が許された事で浮かれていたけど、二人の間には、大事な問題が横たわっている。そこから目を逸らしていたけれど、どうしても逃げられるわけがない。

			　神妙な顔で、沈黙が続いていた。少し顔を上げると、その考え込んだ表情を鏡で正視する事になるので、どうしても横を向いたり俯いたり。とはいえ、黙っていても解決はしない。今度は柑奈が覚悟を決めて、口を開いた。

			「…………部活、やめるの？」

			　大会が終わった時点で、奴隷契約も切れていた。彼女が部に残る理由もない。現に試合前には、これで解放されると喜んでいた。

			「約束通り、ここまで付き合ったんです。当たり前じゃないですか」

			　きっぱりと断言される。覚悟していたはずなのに、胸を突かれて、涙が溢れ出した。見上げた美紅が歪んで見えるほどに。

			　やめないで欲しい。それは部のためだけじゃないと、今は素直に認める事ができる。

			「な、泣く事ないでしょう！　子供ですか。まったく……」

			　はっきりとは見えないけれど、美紅がうろたえている。不思議に思い、涙を拭って改めて向き直ると、彼女は大きな溜息を吐いた。

			「……ちなみにですけど、柑奈先輩はどうして欲しいですか？」

			　そして、不機嫌そうに尋ねてくる。もしかして怒られているのかと思って、その表情に怯んでしまうけれど、せっかく与えられた選択肢を逃す手はない。わがままだろうと子供じみていようと、ダメ元でコクコクと大きく何度も頷く。

			「いたい。一緒にいたい！」

			　両手を握って、真っ直ぐな言葉で訴える。部活への残留を願うのとはニュアンスが完全に違ったけれど、この際気にしない。だって、それこそが、柑奈の本音で、本気だから。

			「……わたしもです」

			「…………へ？」

			　数時間前まで試合で気合を張り上げていたとは思えない、間抜けな声。

			　彼女が、はにかんでいる。変な熱意が裏目に出て愛想を尽かされる、なんて展開も想像していたのに。返ってきた答えを頭の中で反芻し、理解した上で、柑奈は首を傾げた。

			「美紅ちゃん、あの……それって、どういう意味で……」

			「柑奈先輩こそ、どういう意味で言ったんですか？」

			　逆に質問されて答えに詰まった。風呂ではあんなに攻撃的になれたのに、意地悪な言い方をされると、やっぱり肩が竦んで、従順さを刷り込まれているのを実感する。

			「それは……もちろん、部活の意味もあるけれど……」

			　俯いて、太腿辺りのバスタオルをモジモジと弄ぶ。彼女の顔をまともに見られない。でも、これは目を見て言わなければ意味がない。唾を飲み込み、口を真一文字に結んで、決死の覚悟をしたように向き直る。

			「すッ…………好き……です。だから……ずっと、一緒に、いて欲しい……」

			　それなのに、強固な意志は最初の一文字で崩れた。羞恥の発熱で顔も身体も、そして言葉も、ふにゃふにゃと溶けてしまう。どんな返事が、なんて考える余裕もない。

			　柑奈は、自分の告白でパニックに陥った。

			（そういえば……私、いつからこの娘の事を好きになってたの？）

			　いきなり奴隷なんかにされて、からかわれたり恥ずかしい目に遭わされたり、いい扱いされた覚えなんか、ほとんどない。でも、彼女の言葉や行動は、意地悪なだけじゃなかった。エッチの時も、辛い特訓も、いつも柑奈を優先して考えていてくれた気がする。

			（そっか……美紅ちゃんは、いつも、私に、優しかったんだ……）

			　反抗しながら、それをどこかで感じていたのかもしれない。好きと言葉にした今頃になって、それをはっきりと意識した。胸が温かくなるのを感じ、でも今度は、根本的な疑問が浮かぶ。小首を傾げながら彼女を見上げ、半ば無意識に呟く。

			「……美紅ちゃんは、どうして私に優しいの？」

			　その質問は意外だったんだろう。彼女は面食らった顔になった。でもすぐに落ち着きを取り戻し、柑奈を腕の中に包み込んだ。

			「もちろん、柑奈先輩が好きだからですよ」

			「なんでそんな簡単に言うのよ」

			　あんなに恥ずかしい思いをして告白したのに、自分が子供みたいだ。頬を膨らませて苦情を申し立てると、彼女はさらに、さらりと言ってのけた。

			「だって、二回目だもん」

			「二回目……て、ショッピングモールの時でしょ！　あれで私がどれだけ悩んだと思ってるのよっ！」

			　目が飛び出さんばかりに大きくなる。やっぱり聞き間違いじゃなかった。前に聞いた時は知らないふりをしたくせに。両手を上下に振って猛抗議する。すると、さすがに申し訳ないと思ったのか、美紅は気まずそうに頬を掻きながら、斜め上に視線を逃がした。

			「だって、あの時は仕方ないっていうか……資格がないって思ってたから」

			「…………資格……って、なに？」

			「先輩を、好きになる資格です」

			　意味が分からない。柑奈は眉を寄せ、胸の先で彼女の腕を突いて説明を求めた。

			「私を好きになるのに、資格がいるの？」

			　その質問に、喋りすぎたとでも思ったのか、彼女も少しだけ眉を曇らせた。急に黙ってしまったので、今度はバスタオルからはみ出した胸を指で突き、答えを催促する。

			「う～ん……」

			　美紅は言いづらそうに唸り、ついには諦めたような溜息を吐いた。

			「ずっと好きだった先輩を奴隷扱いしておいて、どの口で好きだなんて言えるんですか」

			「……自覚、あったんだ」

			　まずその事に苦笑いし、そして、重要な事をさらっと言われた気がして首を傾げる。

			「……ちょっと待って。それだと、美紅ちゃんは最初から私を好きだった事になるけど」

			　すると彼女は、何を当たり前の事を、なんて感じで苦笑した。

			「好きじゃなきゃ、エッチなんてできませんよ」

			　そして、人差し指を胸元に当てる。何だろうと思って、そこを見た、次の瞬間。

			「きゃあ!?」

			　指が滑り落ち、バスタオルを外してしまった。慌てて引き上げ胸元に掻き集める。でもそうすると裸の下腹部が露わになってしまい、そちらも必死に手で隠す。

			「今さら恥ずかしがる事ないでしょ」

			「恥ずかしいものは恥ずかしいわよ！　それより、何をごまかしてるの!?」

			　真剣に怒って頬を膨らませると、さっきよりも激しく、強く、抱きすくめられた。

			「好きでした、ずっと。初めて電車の中で見かけた時から」

			「え……？」

			　柑奈の方に顔を埋め、消え入るような声で囁いてくる。一転して真面目なトーンに、どこまで本気か分からなくなって、戸惑う手を彼女の肩に置く。

			「柑奈先輩の事、ずっと見てました。このまま片想いで終わるんだろうなって思ってたから、声をかけてくれた時は、本当に嬉しかった。でも剣道もやりたくなかったから、どうしようかって悩んでたら……」

			「美紅ちゃん……」

			　驚いて、それ以上の言葉が出ない。車内での視線にそんな意味があったなんて、その時は想像すらできなかったのだから。

			（もしかしたら……奴隷とご主人様なんて、美紅ちゃんにとっても不本意だったのかな）

			　厳しさの中にも優しさを感じていたのは、きっと、彼女が最初から柑奈に恋愛感情を抱いていたから。そう考えると、前に「好き」と口走ったのを安易に認めなかったのも理解できる。彼女の中の罪悪感が、真っ当な恋愛としての告白を許さなかったんだろう。

			（ん？　いやちょっと待って。それ以前の問題として……）

			　よせばいいのに、根本的な事に思い至ってしまった。そもそも美紅を勧誘した時、どんな無茶でも聞くと言い出したのは、柑奈の方。つまり、恋愛と剣道の狭間でジレンマに陥っていた彼女に、エロ奴隷なんてアイデアを閃かせてしまったのは。

			（私って事ぉ!?）

			　あんなに嫌だ嫌だと思っていた状態を、自分が生み出していたなんて。馬鹿げた事実にショックを受けて、くらくらと目眩を起こす。

			（いやいや、よく考えて。エッチな関係に持ち込んだのは、美紅ちゃんに全責任が……）

			　どうにかそれで精神の均衡を保とうとしたのに、無邪気な唇が頬にキスしてきた。

			「でも、よかったぁ。柑奈先輩とこんな関係になれたなんて、夢みたい。ずっと嫌われたらどうしようって不安だったけど、奴隷を気に入ってくれて嬉しいです」

			「待った待った！　その契約って終わったんじゃなかったの!?」

			「終わりにしたいなら、わたしは部をやめる事になりますけど？」

			「そ、それってつまり……」

			　奴隷から解放なら美紅は退部、残って欲しければ奴隷続行。さっきまでの殊勝な態度はどこへやら、ニヤリと笑みを浮かべて二者択一を迫る。いずれにしても厳しい道しか残されていない。柑奈は戦慄した。正確には、戦慄するふりをした。

			「わたしだって先輩を手放したくありません。でも、もう約束は果たしてしまったし、どうしても奴隷が嫌だっていうなら、泣くほど辛いけど、これでお別れです」

			　背後に回った美紅が、お腹に手を回しながら囁きかけてくる。吐息に耳をくすぐられ、ゾクゾクと背筋が震える。その手つきと、芝居がかった言い回しで、彼女の意思は明白。

			　それでも柑奈は、わざと答えを渋った。

			「き、決められないよ。美紅ちゃんが決めて」

			「だめ。柑奈先輩に選択権を与えます。ほら、どうして欲しいか言ってみて」

			　声のトーンが低くなった。妖しくて意地悪な響きが頭をくすぐる。耳朶をきつめに噛まれ、思わずうっとりと目を閉じる。背中に、豊乳が押しつけられた。長い髪の先端を刷毛のように使って、首筋や胸元を撫で回す。

			「あ、は……。やん……っ」

			　戦慄に似た快感が全身を走って、身悶えする事しかできない。返事をしない柑奈に、美紅が赤ちゃん言葉で話しかけてきた。

			「ん～。お答えできないんでちゅか～？　言葉を忘れちゃったのかな～？」

			　口調とは裏腹に、愛撫が淫らさを増していく。髪を使っているのとは反対の首筋を、唾液をまとった舌がねっとりと舐め上げた。お腹を抱えていた両手が太腿を這い回り、柑奈の脚の間が、じわじわと熱くなる。

			「ほら先輩、お答えなさいっ」

			「……きゃあ!?」

			　そのまま気持ちよくしてくれるものと思い込んでいた柑奈は、突然の暴挙に悲鳴を上げた。いきなり膝裏に手を差し込まれ、身体をベッドに持ち上げられる。勢いでバスタオルが床に落ちて全裸になるけど、それだけじゃなかった。

			「見て。柑奈先輩ったら、恥ずかしい格好」

			「え？　やだ……！」

			　柑奈は声を上擦らせた。正面の鏡に映っていたのは、Ｍ字に開脚した自分の姿。真ん中の恥部がぱっくり割れて、ピンクの粘膜が奥まで丸見え。

			「あは、すっごぉい。先輩のここ、涎が垂れてる。おしっこかなぁ？」

			「言わないで……見せないで……。やん、やぁぁぁん！」

			　半狂乱で拒否するけど、しっかり自分も見てしまった。まだ触ってもいないのに、秘裂から溢れた透明な粘液が、お尻の窄まりの方へと流れている。

			（こ、これが私……？　こんなやらしい格好、いつも美紅ちゃんに見せてるの？）

			　ピンと尖った乳首までが、持ち主の淫乱さを咎め、責め立てているようだ。恥ずかしいなんて言葉すら生易しい。頭が沸騰し、気を失いそうになる。

			「ほら、先輩。しーしーする？」

			「し、しない……。だめぇ……！」

			　背後から回った手が、尿道口付近を刺激した。腰の奥がムズムズして、ここがトイレや浴室だったら本当に漏らしていたかもしれない。でもその危機感すら、今の柑奈にとっては激しい悦び。快感が下腹部から突き上げて、表情がだらしなく蕩けていく。

			「あぶっ……」

			　口に指を突っ込まれた。それを無意識に舐め回す。下半身への愛撫も変化して、中指と薬指が素早く左右に淫唇を震わせる。

			「見て。先輩ったら、やらしい顔してる」

			　囁かれ、鏡に視線を誘導される。指を舐める舌からは唾液が垂れ、淫裂を撫でられる動きに合わせて、腰が跳ねている。自分とは思えないほど淫猥に呆けた顔に、どうしようもなく胸も股間も昂った。

			「私……エッチだよぉ……」

			「そうです。先輩はぁ、とーってもエッチなんです。ほら、ここなんて、こんなに濡らして悦んじゃって。乳首もビンビン。……えいっ」

			「は、激し……ひぃンっ」

			　陰核と乳首を同時に弾かれた。胸と股間が快感電流で結ばれ、背筋が強張るほど大きく仰け反る。その痺れが治まらないうちに、その二か所を抓られた。

			「きひッ」

			　今度こそ失禁しそうな痛みと衝撃。かと思えば、首筋を仔猫の毛づくろいのように優しく舐めてくる。数種類の快感に翻弄され、思考が追いつかないほど混乱して涙が溢れる。

			（こ、こんな恥ずかしい格好で、こんな意地悪されてるのに……）

			　少しも嫌だと思わない。それどころか、興奮が止まらない。美紅と触れ合う肌が心地よく痺れる。体中が熱くなって、鏡の中で乱れる自分から目が離せない。

			　でも美紅は、柑奈が期待するより、もっと意地悪だった。

			「あ、あ……美紅ちゃん……!?」

			　あんなに激しかった愛撫が、小休止を取るようにおとなしくなる。快感は途切れないのに、絶頂に向かわせてくれない。昂りきった身体が切ない疼きに悩まされ、堪らず振り返ってキスを求めようとする。

			「だーめ」

			　美紅は応じてくれない。濡れた舌をひらひら泳がせ、欲求を煽るだけ。不完全燃焼で燻る性欲を抱え、柑奈は呆気なく泣き言を吐いた。

			「お願い美紅ちゃんっ。……ご、ご主人様っ！　キスして……イカせて！」

			「駄目でーす。肝心のお返事がまだなのに、イカせてもらえると思ってるんですかぁ？」

			「へ、返事……？」

			　そういえば、大切な用件があった。でも考えるのが面倒くさい。だって、とっくに答えが出ているんだから、考えるまでもない。

			「ほらほら柑奈先輩っ。どうするんですかっ。奴隷やめる？　それとも……」

			「続けるっ！　美紅ちゃんの奴隷、ずっと……ずっとするぅ！」

			　もう美紅の焦らしすら待っていられなかった。楽しそうに弾む嘲笑混じりの質問が終わるより早く、食い気味に絶叫で隷属を誓う。

			「あは……先輩、いい子ぉ！」

			　呂律が回らない宣言に、美紅も歓喜の声を上擦らせた。半端だった愛撫が本気を出し、左の乳首とクリトリスを同時に責め立てる。燻いぶされ続けた柑奈の肉欲に一瞬で火が点く。ビリビリ痺れる快感が全身に行き渡り、強張った内腿が大きく開く。

			「ね、ねぇ……。わ、わ……私の、どこが好きなの？」

			　服従するように性器を晒しながら、柑奈は気になった事を尋ねてみた。こんな事を聞くのは、もちろん顔から火が出るほど恥ずかしい。でも一番気になるところ。隷属を誓った今だからこそ、知らずにはいられない。

			「ちっちゃくて可愛いとこです」

			　彼女の答えは、至って簡単だった。シンプルすぎて呆気に取られる。

			「…………はい？」

			「だからぁ、小さくて、可愛いとこですってば」

			　耳を疑う柑奈に言い聞かせるように、美紅は熱い吐息で囁いた。

			「背が小さいところが好き。この小さいおっぱいが好き。それから……可愛いところが、大好きです」

			　乳房を揉み、陰核を撫で、美紅が全身で柑奈を愛でる。その手に、愛おしさを感じつつも、即座には飲み込めない。

			「そ……そんな理由で……あぅ！」

			「人を好きになるには十分すぎます。だから言ったでしょ。初めて見た時から好きだったって。先輩は、わたしの理想通りの女の子なんです。小さくて、可愛くて……わたしも、こんな風になりたかったから」

			　剣道に明け暮れた彼女にとって、まさに可愛い事こそ重要だったんだろう。自分がその理想像とは、とうてい思えない。

			　それでも、この娘に見初めてもらえたのだと思ったら、嬉しかった。それだけで胸が幸せでいっぱいになる。なのに彼女は、最後に「でもね……」と付け加えた。

			「ちっちゃい事に負けるのが嫌いな、頑張る先輩が、大好き！」

			　再び激しく乳首を弾かれた。たちまち快感が頭を貫き、柑奈も余計な思考を挫かれる。

			「あ……美紅ちゃん、気持ちいい……！　私も……私も、美紅ちゃんが好きぃ！」

			　柑奈は腰を前に大きく突き出し、泣いているのか悦んでいるのか分からない声で激しくよがる。自分でも右の乳房を鷲掴みにして揉みしだく。でも我を忘れて悶えるあまり、バランスを大きく崩してしまう。

			「ひゃんっ！」

			　仰向けに倒れ込んだ柑奈を、美紅の胸がクッションになって受け止めた。その間も彼女の手は休まない。二人で重なった状態で、胸と秘部を嬲り続ける。

			「すご……美紅ちゃん、すごいぃ……！」

			　目にも留まらぬ速さで彼女に淫裂を擦られるたび、水音が大きくなる。飛沫が跳ねる。柑奈の淫部を、尿意に近い切迫感が襲う。身体の自由が利かない。美紅の上で腰がクネクネ踊り、脚が何かを蹴るように暴れるのを止められない。

			「あ、イク……イキそう……！」

			「まだ駄目。もっと気持ちよくなって」

			　下から囁く美紅の声も、熱い。ご主人様の命令とあっては耐えなければと思うけど、暴走を始めた快感を止められるはずがない。それでもと必死に我慢したのがいけなかった。いつもの絶頂感だけじゃない、ゾワゾワと異様な切迫感が股間を襲う。まずいと思って中断をお願いしようと思った瞬間、陰唇への激しい愛撫振動で忍耐が決壊してしまう。

			「あ……ダメッ！　ご主人様ごめんなさい……。出るの……変なの出ちゃうっ！」

			　全身が強張った。腰が浮いたと思ったら、秘裂から何かが飛び出した。

			「ふぁ、あ、あ、あ……いやぁぁっ！」

			　一条の水流が、空中に放物線を描いた。それが床に落ちる音を聞きながら絶頂に震え、失禁やおしっこの文字が頭をぐるぐる駆け巡る。

			「や、やだ私……。やぁぁぁん！」

			　部屋で漏らしてしまったショックと羞恥に苛まれ、柑奈は美紅の上からベッドに転げ落ちた。身体を丸め、顔を覆って彼女の視界から消えようとする。

			　その肩に、優しく手が乗せられた。

			「先輩すごい。潮、吹いちゃった」

			「し……しお？　おしっこじゃないの？」

			　恐る恐る、彼女を見上げる。性的に不勉強なので聞き覚えのない言葉だったけど、とにかく失禁ではないという救いを求めて。

			「安心してください。おしっこじゃありません。……まあ、実際は同じようなものらしいですけど」

			「なにそれ、結局どっちなのよぉ！」

			　わたしもよく分かってなくてと苦笑いで舌を出す美紅に、柑奈は駄々を捏ねる子供のように顔を伏せた。でも、彼女が優しかったのはそこまで。

			「それより先輩。勝手に気持ちよくなりましたね。まだイッちゃ駄目って言ったのに」

			　身体に覆い被さって、耳元で囁く低い声に、背筋がゾクリと冷たくなった。

			「ご、ごめんなさ……あっ」

			　肩に触れていた手で、仰向けにされた。彼女がお腹に跨がってくる。そして薄く微笑みながら、身体を覆っていたバスタオルを、ゆっくりと開いた。締まったウエストが色っぽく捩じれ、押し込められていたバストが解放を喜ぶようにぷるんと揺れる。

			　その淫靡さに、柑奈は背筋の冷たさも忘れて生唾を飲み込んだ。

			「ちゃんと命令を聞けない先輩に、お仕置きの時間です」

			「は……はい」

			　絶頂の余韻が残る股間が、胸をときめかせるように疼いて涎を零した。そして眼前に降りてくる彼女の秘部も、今にも雫が落ちそうなほど、たっぷりの蜜を湛えている。もちろん、何をしなければならないかなんて、言われなくても分かっている。

			「はぁ……」

			　待ちきれなくなって、柑奈は自分から舌を伸ばした。小山のようなバストの向こうで、美紅の目が細められる。でも次の瞬間には、桃色の割れ目に視界を覆われた。同時に、唇がぬるりとした感触に塞がれる。その柔らかな溝に沿って、ひと舐め、舌を動かす。

			「ん……っ、はぁぁぁん……」

			　ほんの舌先の悪戯なのに、甘くて蕩ける切ない喘ぎが、柑奈の胸を締めつけた。高鳴る鼓動に衝き動かされるまま、今度は舌全体を使って、淫裂を抉るように舐め上げた。

			「あ、深い……や……ンっ！」

			　急に美紅の声が変わった。快感を楽しむ余裕を失い、喘ぎが悲鳴に変化する。それを聞いた柑奈の舌は、すかさず一番奥の粘膜をくすぐった。膣口と尿道の間を細かく往復させると、彼女の腰も震え始める。

			「ぴちゃぴちゃ、ちゅぷちゅぷ、れろれろ、ちゅるん」

			「ひぃぃッ！」

			　我慢できなくなったのか、彼女のお尻が浮き上がる。もちろん逃がすわけがない。両手で腰を掴んで引き戻す。

			「ま、待って先輩っ。もっと優しく……。これじゃどっちがお仕置きか……ンあっ」

			　何度も何度も、美紅が腰を跳ね上げる。ついには上体を支えられなくなったのか、前のめりに倒れ込んで、両手を突いた。

			（美紅ちゃんが、ここまで感じてくれるなんて……）

			　自分の成長に感動し、しかし体勢的に舐めにくくなってしまった。なので。

			「てりゃっ」

			　彼女を仰向けにひっくり返す。可愛い悲鳴に興奮しつつ、両脚を肩に担ぎ上げた。

			「せ、先輩……？　きゃあぁ!!」

			　ここまで大胆な格好を、柑奈が強いるとは思わなかったのだろう。背中が浮くほど下半身を持ち上げられた美紅が、驚愕に目を見開く。その手前には、溢れんばかりに淫水の溜まった小さな池。その縁に口を当て、派手で下品な音を立てながら啜り上げる。

			「じゅる、じゅるるるぅっ」

			「やだやだっ。そんな音立てて飲まないでぇ！」

			　涙目になった美紅が、顔を左右に振り立て訴える。暴れる脚も柑奈の背中を蹴るけど、それ以上の強い抵抗はない。それが彼女の意思と受け取り、にっこりと微笑みかける。

			「ご奉仕ですよ、ご主人様。ずるずる、じゅるぅっ！」

			「ひぃぃぃぃ……！」

			　強張る内腿が脚を閉じようとするけど、この体勢では無意味。柑奈は構わず両手で秘裂を広げ、桃色粘膜を舐めまくる。膣口も尿道も、そしてクリトリスも、まとめて舌と唇で蹂躙する。口元が淫液でベタベタになるほど、卑猥なキスを与え続ける。

			「ふぁ、ふぁ……あ、だめ、そんなにいっぱい……舐めたら、ひ、あん……ンあッ！」

			　彼女が悶えるたびに、柑奈の身体も熱くなる。喘ぎを聞いているだけで下腹部が疼いて堪らない。ついさっき絶頂したばかりなのに、もう快感を欲しがっている。

			（で、でも今は美紅ちゃんを……ンあんっ!?）

			　暴れる彼女のお尻が、柑奈のとんがり乳首に軽く擦れた。完全な不意打ちによる甘い痺れに襲われて、担いでいた脚が滑り落ちてしまった。

			「あっ。美紅ちゃん、ごめ……ンッ」

			　謝るより先に、首を引き寄せた彼女に唇を塞がれた。その勢いで上下が入れ替わり、柑奈が押し倒される格好になる。そしてクンニの仕返しのように、口腔内を蹂躙される。

			「美紅ちゃん、ふぁ、あぷ、ん、ぷ……んぱっ」

			「はぁ、先輩……あふ、んふ、じゅぷる」

			　攪拌された唾液が泡立つ、激しいキス。それだけでも頭の芯から痺れるように気持ちいいのに、悶えるたびに密着した肌が擦れ、淡い電流のような快感に全身が覆われる。

			「あ、ン……。美紅ちゃん、まだイッてないんじゃ……あふっ」

			「せ、先輩にイカされるなんて屈辱……。教えたのはわたしなのに……ふぁん！」

			　攻撃している美紅も、快感に悶えている。もちろん柑奈も負けるつもりはない。互いに首筋を舐め上げ、快感を超えた衝撃に固く抱き合う。それでも勝ちにこだわって、乳首を甘噛みし、陰核を舌で転がす。相手を責めようとするあまり、自分がどんな格好になっているかも、上になっているのか下になっているのかさえ分からない。

			　気がつくと、横臥して互いの股間に顔を突っ込み、秘裂を夢中で舐めていた。それでも飽き足らず、ぬるぬると汗まみれの身体を滑らせ、再び抱き合って唇を奪い合う。

			「はぁ……はぁ……ッ！」

			　もう頭の中はほとんど空っぽ。考えるのは、どう相手を感じさせ、自分が気持ちよくなるかだけ。息を荒らげて見詰め合い、キスをしながら脚を絡める。

			「……ん、あッ!?」

			　しかし、不意打ちのような快感が柑奈を襲った。彼女の太腿に淫部が擦られ、その衝撃にうっとり震える。それを見た美紅が、薄くて淫靡な笑みを浮かべながら身体を起こす。柑奈の片脚を持ち上げ抱きかかえ、もう一方の脚の上で股間を滑らせる。

			「美紅ちゃん？　……ふぁぁぁ!?」

			　何をするのか分からないまま任せていたら、激しい快感に全身が感電した。交差する脚の間で、性器と性器がキスしている。美紅が腰を動かすたびに陰唇が擦れ合い、くちゅくちゅと卑猥な粘着音が鳴り響く。

			「美紅ちゃん、これ、これって……あん、あん、ふぁあっ！」

			「先輩、気持ちいいでしょう？　これ、前から試してみたくて……。でも、すごすぎぃ！」

			　仕掛けた美紅も、快感に耐えられずに仰け反る。その勢いで腰が押しつけられて、性器同士が捩れながらディープキスした。

			「はぁん！　美紅ちゃん駄目っ。そ、そんなに動かないで……あ、ひん、ふぁん」

			「せ、先輩こそ……腰、腰が……あん、あぁぁぁん」

			　身体が勝手に動いて止められない。淫裂から溢れた蜜が、淫摩擦の潤滑油になるだけでなく、媚薬のようにふたつの性器を疼かせる。

			「あ、あふ……美紅ちゃん……ふはっ」

			「せ、先輩……柑奈、先輩……ん、ンっ」

			　快感で混乱する中、それでも二人は相手を絶頂させようと必死になった。次第に動きが同調し、滑らかに円を描き始める。

			「あぁ……気持ちいい……。ね、ね、柑奈先輩……。イッていい？　いい!?」

			「いいよ、私も……だから、一緒に、ね。一緒に……あ、あっ！」

			　美紅が抱えた柑奈の脚が、彼女の乳房に押しつけられる。しがみつくように抱き締められる。淫裂と陰核が擦れ合うたび、昂る快感で頭が真っ白になっていく。

			「先輩……せんぱいっ！」

			　美紅が鳴き声で呼びかける。柑奈は励ますように舌を伸ばした。彼女も同じように舌を出し、空中で絡ませようとする。数十センチは離れているのに、まるで本当にキスしているような快感と幸福感が、二人を一気に昂らせた。

			「あぁイク、先輩……も、もうダメぇぇぇっ！」

			「私も、一緒……美紅ちゃん、美紅ちゃあぁぁぁん！」

			　──ぷしゃあぁぁぁ……！
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			　身体が硬直した瞬間、接着面から大量の蜜が噴き出した。わずかな隙もないほどだったのに、恥毛や下腹部を濡らし、シーツにまで水溜まりを作る。

			「は、あ……あ、ンあっ……はぁぁぁ……」

			　ベッドにぐったり倒れた美紅が、ピクピクと痙攣する。その振動が、密着恥裂に伝わって、柑奈の下半身や背筋にも、快感電流を走らせる。それでも、必死に身体を起こし、仰向けで喘ぐ彼女に口づけた。

			「み、美紅ちゃんが……先にイッたから、私の勝ち、だね。ご主人様なのに、情けない」

			　なぜか分からないけど、そんな感じがしたので勝ち誇ってみる。

			「な、何ですかそれ。いつ、そんな勝負に……。ど、同時だったから、引き分けですっ。なんだったら、もう一回、勝負しましょうか」

			　当然、美紅は反発する。プライドを刺激されて、飛び起きて頬を膨らませた。前のめりに正座して、再戦を申し込んでくる。でも、それは柑奈の計算通り。

			「いいよ。何度でもご奉仕してあげるから、覚悟しなさい」

			「そっちこそ、そう簡単にご主人様に勝てると思わないでくださいね」

			　もちろん勝敗なんてどうでもいい。ただ、もっと気持ちよくなりたいだけ。美紅もそれに気づきながら、挑発に乗ってくれる。

			　微笑みながら牽制し、そして、先手を取ろうと同時に挑みかかった。まるで示し合わせたように相手の首筋に吸いつく。でも絶頂した直後の身体に、この刺激は大きすぎた。

			「ふあ……はぁぁう！」

			「あん、先輩！　は、激し……すぎぃ！」

			　堪らず支え合うように抱きつくけれど、敏感乳首に走る電流がさらに苛む。二人は受け止めきれないほどの快感に全身を震わせ、またも同時に達してしまった。

		

	

			エピローグ　部長とご主人様、どっちが偉い？

			


			　桜が舞う季節が巡ってきた。昨年度はどうにか廃部を免れた剣道部だったけど、この時期が本当のラストチャンス。次はないと生徒会に念押しされている。

			　校門内では、入学式が終わるのを待ち構える各部活がテーブルや幟のぼりをずらりと並べて勧誘準備。もちろん剣道部も、その一角に席を連ねる。本格的な部活説明会は後日にあるとはいえ、新入生の争奪戦は、すでに始まっているのだ。

			「さあ、頑張って新入部員を集めるわよ！」

			　新部長となった柑奈は、道着姿で竹刀を肩に担ぎ、腰に手を当て仁王立ちになって、鼻息荒く気合を入れる。しかし、呼びかけに反応はない。

			「……美紅ちゃん、やる気あるの？」

			「ありませーん」

			　返事を聞くまでもなかった。脚を伸ばしてパイプ椅子に浅く座った彼女は、制服のままで興味なさそうにスマホをいじっている。初めて電車の中で見かけた時のように。

			「部員が集まらなかったら、今度こそ廃部なんだよ？　それも最低三人。去年より集める人数のハードルが上がってるし、何とか実績を強調して……」

			　そんな事情、今さら説明するまでもないはず。柑奈を苛めるのが趣味とはいえ、せめてこの場は真面目にやってもらわなければ困る。

			「強引に誘ったって逆効果ですよ。それに、新しい子なんて入ってこない方がいいし」

			「何で!?」

			　昨年は、嫌だ嫌だと言いながら、それでも熱血指導してくれたのに。それが嘘のような腑抜けた声と、部の窮状を顧みない態度に、張り上げた声が裏返る。もしかして燃え尽き症候群か、なんて心配になって顔を覗き込もうとしたら。

			「だって、柑奈先輩と二人きりになれなくなっちゃうじゃないですか」

			　スマホから目を離す事なく、美紅が平然と言ってのけた。想定すらしていなかった回答に言葉を失い、柑奈は口を金魚のようにパクパクさせる。

			「そそそ……そういう事を、こんなところで言うのは……ねぇ？」

			　顔を真っ赤にして辺りを見回す。注意するより先に照れてしまうのが情けない。勧誘に向けての気勢を削がれ、肩をモジモジ竦ませる。でもよく見たら、美紅の頬も赤い。自分で言って恥ずかしかったみたいだ。それが分かったおかげで、少し落ち着けた。

			「気持ちは嬉しいけど、私は困るの！　それこそ先輩に顔向けできなくなっちゃう。あ、そうだ！　ここに全国優勝者がいるよーって宣伝すれば……」

			　即座にじろっと睨まれた。部には残ってもらえたとはいえ、そこに触れてもらいたくないのは変わらないらしい。いい広告塔なのに、諦めるしかなさそうだ。

			「……そういえばさ、おうちの人には何て言ってるの？　部活してたら毎日遅くなるわけだし。合宿の時だって……」

			　今までバタバタして確認してこなかったけど、彼女の答えは素っ気なかった。スマホに目を落とし、まるっきり他人事。

			「ああ、それですか。心配いりません。不良娘が遊び歩いてると思ってるみたいです」

			「なにそれっ。そんなの申し訳ないよ！」

			「柑奈先輩が気にする事じゃありません」

			　見上げた笑顔が明るいので本当に大丈夫なんだろうけど、心配をかけまいとしているとも考えられる。

			「気にするよっ。私のせいなんだから！　……ちゃんと家の人と話しておいてね？」

			「嫌です。せっかく道場継げって話がなくなったのに、復活するかもしれないじゃないですか。そんな藪蛇みたいな事できません」

			「それは分かるけど……」

			　だったら不良娘と思われた方がいいというのも、理解に苦しむところ。いずれにせよ、原因は柑奈にあるので看過はできない。

			「分かった。今度、美紅ちゃんちに行ってご挨拶しよう。娘さんを私にくださいって」

			「誤解を招く表現しないでくださいっ。ていうか、来ないでください！」

			　どこから突っ込むべきか、美紅が混乱する。そんな彼女に舌をぺろりと出してみると、からかわれたと分かって、柑奈を見る目が据わる。

			「言っておきますけど、部の存亡がわたし次第って事は変わらないんですからね」

			　確かに、美紅に抜けられたら存続のハードルが格段に上がる。ご主人様の機嫌を損ねてはいけないのだけど。

			「ふーん。じゃあ剣道部が潰れたら美紅ちゃんのせいなんだ。そうだ。そうなった時は、美紅ちゃんとこの道場に通おうかなぁ」

			「何でそうなるんですか。冗談でもやめてください」

			　ちょっと拗ねたふりなんかしてみたら、彼女の顔に焦りが浮かんだ。もちろん態度には出さないけれど、ピクリと頬を引き攣らせるのが、その印。この一年近く、普通でない濃厚な付き合い方をしてきたおかげで、そのくらいの癖は見抜けるようになっていた。

			「だーって、部の存亡は美紅ちゃん次第って、自分で言ったじゃない」

			「それは……どっちにしたって先輩が頑張る話でしょうっ。部長なんだし」

			「そ、それは……まぁ……」

			　正論を言われて強気が引っ込む。確かに、彼女に頼りきりなのは部長として情けない。

			「分かった！　私も頑張るから、美紅ちゃんも手伝って」

			「だから、嫌ですってば。部員が増えたら…………またコーチをやらせるつもりでしょ。わたしは試合の時の助っ人だけにしてください」

			　せっかく心を入れ替えたのに、どこまでも非協力を貫くつもりみたいだ。しかも理由を変えてきた。さっき、二人きりがいいなんて本音を漏らした後なのに。もしかしたら、こちらが本音なのかもしれないけれど、どちらにしても、それでは部が成り立たない。

			「そんなワガママ言わないでよ。ホントに意地悪だなっ。部長命令ですっ。部員集めを手伝って、後輩の指導もちゃんとしなさい！」

			　この半年で柑奈の腕も多少は上がったとはいえ、まだまだ彼女の足元にも及ばない。それでも一応は先輩としてのプライドを発揮したら、即座に反抗された。

			「横暴な命令には従えませーん」

			「全然横暴じゃないよっ。普通の事でしょお!?」

			　口論がヒートアップする剣道部を、他の部活が不思議そうに見ている。その視線に気がついて、柑奈はコホンと咳払いした。これから勧誘活動を始めるのに、内輪揉めをしている場合じゃない。校舎の時計を確認し、美紅の腕を掴んだ。

			「な……何ですか？」

			「ちょっと来て。いいから」

			　戸惑う彼女をズルズル引っ張る。そして、有無を言わさず剣道場に放り込んだ。

			「多分、そろそろ式が終わる頃ですよ？　勧誘会場に控えてなくていいんですか？」

			　あんなに非協力的だったのに、柑奈の行動が理解できず、美紅の方が不安そうだ。

			「大丈夫。この後も記念写真を撮ったり、教室でミーティングとかするから、あと一時間以上あるよ」

			「そういえば。……じゃあ何でみんな、あんなに早くから準備してるんですか!?」

			　部活が居並ぶ勧誘会場の方を指差して、美紅が目を丸くする。

			「伝統、なんだって。私も去年、同じ事を先輩に聞いた」

			　コロコロ笑って答えると、彼女は呆れたように肩を落とした。その気持ちには共感するけど、今の問題はそこじゃない。

			「それより美紅ちゃん、勝負しよう！　私が勝ったら、部長命令には従う事。美紅ちゃんが勝ったら…………自由にしていいよ」

			「……自由って、現状維持って意味ですよね」

			　思惑を一瞬で看破されてしまった。さすがに浅はかだったかと、笑みを強張らせる。

			「まあ、いいですよ。何で勝負するんですか？」

			　しかし彼女は、分かった上で受けてくれた。相手にメリットのない賭けを押しつけるつもりが一瞬で見抜かれて、柑奈の方が戸惑いを隠せない。しかし、勝てば問題ないのだと、自分を奮起させる。

			「それはもちろん……これだよ！」

			　油断してよそ見している美紅に抱きつき、唇を奪った。いきなり舌を入れられて、さすがに彼女も面食らう。

			「ン、んぷっ。ちょ……剣道じゃないんですか!?」

			「私が美紅ちゃんに勝てるわけないじゃない。まだこっちの方が可能性あるかなって」

			　そして再びキスをする。挑戦されて闘争心に火が点いたのか、彼女も柑奈の腰を抱き寄せて、舌を絡みつけてきた。

			「じゃ、じゃあ……先にイカせた方が……ちゅ。勝ち、ですね……ちゅぱ……ちゅるっ」

			「はふ……んぁ……。も、もちろんそれで……。あん、あ、じゅぱっ」

			　濃厚キスで唾液の混ざる音に、早くも身体が疼き始める。快感で身じろぎするけど、美紅に抱き締められて思うように動けない。もどかしさと焦燥感が熱い恥液を漏らし、下着を濡らす。舌の動きも疎かになって、責めが一方的になってくる。

			「ん、あ……あぁ……」

			　先手は取ったものの、性的な事に関しては美紅の方が先輩。キスと同時に腰と背中を撫でられて、ゾクゾクとした気持ちよさが全身に行き渡る。

			（でも、私だってエロ奴隷として鍛えられたんだからね！）

			　変なプライドを発揮した柑奈は、素早く彼女の内腿に手を這わせた。脚を閉じる気配を感じ、素早く下着の中心を撫で上げる。

			「あ……あんっ」

			　不意打ちをまともに食らい、美紅の膝が崩れた。

			（熱い……）

			　触った柑奈も驚くほどの、湿り気と熱気。感じていたのは彼女も同じ。それが嬉しくなって、膝立ち状態でキスを続けながら、下着に指を食い込ませた。

			「んっ、あ……そこ、だめ……」

			　クリトリス辺りをぐりぐりと抉ると、美紅は柑奈の肩を掴み、細かく震え始めた。本格的に再逆転するチャンスとばかりに、下着の底布から指を突っ込む。引っ掻くように淫襞を擦り上げると、彼女は舌を出したまま天を仰いだ。それを追いかけ、はみ出した朱色を咥え込む。まとった唾液を啜るように、思いきり吸引する。

			「あふっ。あ……せんぱ……ンっ！」

			　眉を寄せて喘ぎながら、美紅はお尻を床にぺたりとついた。それはいいけれど、せっかく突っ込んだ指が下着から抜けてしまう。尻もちで姿勢が安定しないのをいい事に、そのまま美紅を押し倒す。流れで下着も抜き去った。膝を掴んで広げると、めくれたスカートの内側に、濡れて綻ぶ薄桃の亀裂。淫靡な色と匂いに誘われて、柑奈はわずかな躊躇も覚えずに、そこへ唇を押しつけた。

			「はぁんっ！　か、柑奈先輩……！」

			　ひと舐めしただけで、強張った美紅の腿が顔を挟み込んだ。鍛えられた脚による圧迫感が意外とすごくて驚くけれど、肌は柔らかいし、これはこれで心地いい。それに、空間が狭くなる事で、彼女の匂いが濃縮されるのも好きだった。

			「はぁ……」

			　少女の欲情の香りに鼻孔をくすぐられ、口の中にも唾液が溜まる。それを塗りつけるように、眼前の女性器を思いきり舐め回した。

			「あぅんっ。せ、先輩の舌……好きぃ！」

			　いつにない忘我の声で美紅が感じる。淫唇を掻き分け、膣口を突くたび、お尻が細かく跳ね上がる。しかも彼女は自ら性器に手を添え、左右に大きく開いてみせた。そこまで興奮しているのかと驚かされるけど、せっかくなので、ぬめる粘膜をくまなく舐め回す。

			「あう、あぅ……くうんっ！」

			「美紅ちゃん……声、我慢して。外には人がいっぱいいるんだよ？」

			「は、はい。でも……でも先輩の、すごくて…………はぅ！」

			　彼女の腰が暴れたせいで、舌が陰核を逆撫でしてしまった。返事とは反対に甲高い悲鳴が道場内にこだまする。柑奈は仕方なく自分も下着を脱ぎ捨てて、彼女の顔に跨がった。

			「美紅ちゃんも、私のを……」

			　互いに性器で口を塞ごうと考えたのだけど、瞬間、悪い予感が頭をよぎった。

			「待って、やっぱり……はぅ!?」

			　美紅にお尻を鷲掴みにされたかと思うと、舌が性器に吸いついてきた。しかも、いきなりのトップスピードで陰唇を震わせる。予感は的中。せっかく有利に展開していたのに、まんまとこの体勢に誘導されてしまった。

			「し、しまった……あ、あ……あッ！」

			「んふ、逃がしませんよぉ……。じゅぶ、じゅるじゅる、ちゅぱ、じゅるっ」

			「だめ美紅ちゃん……。そんなに吸わないでぇ！」

			　ご主人様の面目躍如とばかりに、慣れた舌使いでたちまち柑奈を翻弄した。攻撃を分散せずに、クリトリスの一点集中。快感を楽しむ時ならともかく、今は勝負。変に余裕を見せたりせずに、最短で絶頂させるべきだった。

			「やだ……き、気持ちいい……。だめ、だめぇっ」

			　お尻や膝が震える。腕からも力が抜けて、身体を支えられない。彼女に好き放題させては負けてしまうと分かっているのに、身体が快感に吸いついて離れようとしない。

			「んふ。先輩、すぐにイッちゃいそう……。ぺろぺろ、ちゅるちゅる……ちゅっ」

			「はぁぁぁう！」

			　淫襞が震えた。恥蜜がとろとろ分泌されているのが分かる。

			（こ……このままじゃ、本当に負けちゃう！）

			　その意味を考え、柑奈は自分を奮い立たせた。抗いがたい快感に逆らい、美紅の陰核を舌で思いきり左右に弾いた。この方が吸うよりも数倍効くはず。

			「ふぁ！　せ、先輩……はぅっ！」

			　期待通り、美紅の攻撃が弱まった。お尻を掴む指が強張り、舐めるのを忘れて激しく首を振り立て悶える。

			「ん、美紅ちゃん……れろれろ、ちゅ、ちゅぱ、じゅぱっ」

			「や、や……先輩、やだ、それ……すごいっ！」

			　美紅の呼吸が、切羽詰まって短くなる。この機を逃がすわけにはいかない。柑奈は息を止め、一瞬も休む事なく陰核を弾き続けた。

			「だめだめっ、イク……先輩、イッ……っ！」

			　あれほど暴れていた美紅の身体が一気に止まる。背中を弓なりに反らせ、ピクピク細かく痙攣させる。

			「あ──あ、あう……！」

			　それだけ発するのが精一杯なのか、数秒経っても状態が変わらない。心配になって彼女の身体から降りると、やっと力が抜けたのか、空気の抜ける風船のように、ゆっくりと床に横たわっていった。

			「はぁ……はぁ……。イカされ、ちゃい……ましたぁ……」

			　そして、すんなりと負けを認める。柑奈は彼女の傍らに正座し、唇を尖らせた。

			「……美紅ちゃん、わざと負けたでしょ」

			「あ、分かっちゃいました？」

			　気だるそうに寝そべりながら、美紅がぺろりと舌を出す。やっぱりかと、溜め息を吐いた。どうりで簡単に押し倒されたわけだ。いくら柑奈のエッチが上達したとはいえ、こんなに一方的な展開になるわけがない。

			「どうしてよ。私に協力するの、嫌なんじゃなかったの？」

			「嫌ですけど……私が勝ったら、先輩が困るでしょ」

			　だから、勝負に負けた事にして、せめてもの妥協点にしたんだろう。

			「…………ま、ホントはわざとじゃないんですけど」

			「……え？」

			　納得しかけていたら、突然、美紅が独り言のように漏らした。意味が分からず振り返るけど、彼女は意味ありげに頬を染めるだけ。

			「どっちにしても負けは負けです。これからは、ちゃんと部長命令には従います」

			「あ、うん。……そうしてくれると助かるわ」

			　よく分からないけど、ひとまず揉め事は解決。これで心置きなく新人勧誘ができる。

			「でも！」

			　と思ったら、美紅がぴょこんと跳ねるように起き上がった。気を抜いていた柑奈は反応が遅れ、簡単に押し倒されてしまう。

			「そうなると、柑奈先輩には、改めて立場を知ってもらわないといけませんね」

			「た、立場って？　……ちょっと!?」

			　戸惑っている間に、彼女はさも当然といった顔で袴の紐を解いてしまった。慌ててその手を止めようとしたら、今度は道着の紐。上下で攻防を繰り返すものの、柑奈の防戦は間に合わずに、結局前を開かれてしまう。

			（この格好、デジャヴを感じるなぁ）

			　なんて呑気に構えている場合じゃない。

			「待って待って！　は……早く戻らないと……」

			「まだ時間があるって言ったのは先輩ですよ」

			「そ、それはそれっていうか……ンッ」

			　お腹の側から下着に手が突っ込んできた。絶頂しそこねた淫裂を捉えられ、背筋が歓喜に打ち震える。こんな事をしている場合じゃないとは思うけど、先に始めたのは柑奈なので説得力がない。そうでなくても、半脱ぎの袴が膝で絡まり身動きが取れない。

			「柑奈先輩だって、こんなにぐっしょりじゃないですか。わたしがイクのを見ただけじゃ物足りなかったでしょ？」

			「そんな事……あっ」

			　もちろんその通り。同心円を描くように恥襞を撫でられ、自然に脚が広がってしまう。愛撫しながら覆い被さってきた美紅を自ら抱き寄せ、キスを求める。

			　でも、彼女は舌を見せるだけで応じてくれない。

			「立場を分からせるって言ったでしょ。部長の指示には従います。でも……わたしが剣道部にいるって事は、先輩は……」

			「ずっとエロ奴隷、なんでしょ？」

			　微笑みかけると、美紅の目が驚いたように丸くなる。それはすぐ嬉しそうに細められ、静かに唇を寄せてきた。待ちかねたキスに胸が弾む。もう少しで舌が触れ合う──と思った瞬間、それは突然コースを変えて、剥き出しにした乳首を吸い上げた。

			「はぁぁう！」

			　胸の先端を吸引しながら、同時に下半身でも淫唇を震わせる。気持ちいいけど、期待を逸らされた欲求不満で頭の芯にモヤモヤが残る。

			「あん、あんっ！　美紅ちゃんキス……キスして……」

			「ちゅっ。それは……部長命令ですか？」

			「そう、命令！　キスするの……あぁぁん！」

			　勢い任せに口走ると、お仕置きのように乳首を噛まれた。

			「はぁうン！」

			「あれあれぇ？　剣道部の部長さんって、そんなエッチぃ命令するんだぁ。新入生が毒牙にかかったら可哀想ぉ。やっぱり勧誘はできないなぁ」

			「そ、そんな……。しないよっ！　エッチは美紅ちゃんとだけ……ンあっ」

			　逆らったお仕置きに、今度は陰核を摘まれる。脚が攣ったように硬直し、淫蜜が、お漏らしのようにピュッと噴き出す。

			「言葉に気をつけてください。キスが欲しかったら、何て言うの？」

			　囁く美紅の声が、生き生きと上擦っている。そして柑奈の心臓も歓びで高鳴る。たとえ一時的に逆転しても、この関係が正しいのだと、本能と身体に教え込まれる。

			「キス……キスしてください。お願いします、ご主人様ぁ！」

			　自分が発したその言葉だけで、軽く達してしまう。唾液たっぷりの舌に口腔を犯され、立て続けに再び絶頂。ビクビク跳ねる柑奈に構わず、美紅が淫裂を激しく嬲る。

			「柑奈先輩、可愛い……大好き！」

			　美紅の顔も上気している。愛撫しているだけで達しそうなほど感じている。

			「私も、好き……っ。美紅ちゃん好きっ。だから……もっと、もっと苛めてっ！」

			　二人は互いの身体を掻き抱き、時間を忘れて快感を貪った。
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小説　あらおし悠ゆう

『百合ラブスレイブ』の新作を書ける機会をいただきました。読んでくださった皆様のおかげです。前作の二人の続きにするか悩みましたが、あちらはもう幸せそうなので、勝手にやっていただく事にしました。新しい娘たちも気に入ってもらえたら幸いです。




挿絵　鈴音すずのねれな

イラスト担当の鈴音れなと申します。またこうしてあらおし悠先生の作品、しかも百合ラブスレイブのスピンオフを描かせていただき、とっても嬉しいです!　文章を読みながら１枚１枚丁寧に描かせていただきましたので最後まで楽しんでいただけますと嬉しいです!

http://suzunonerena.com/
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